




◇ 日 時：平成 26 年 5 月 16 日（金） 13:00～17:30
◇ 会 場：仙台国際センター「橘」

〒980-0856 仙台市青葉区青葉山

◇ 主 催：東北大学高度教養教育・学生支援機構

    プログラム                                

司  会 東北大学高等教育開発推進センター教授    石井 光夫

    13:00   開会挨拶 東北大学理事 / 東北大学高度教養教育・学生支援機構長

花輪 公雄

13:10   基調講演１ グローバル社会に求められるもの

文部科学省参与（元ユネスコ本部中等・職業技術教育部長，

在仏日本大使館一等書記官，東北大学特任教授 WPI 担当）

岩本 渉   氏

13:50   基調講演 2 東北大学におけるグローバルリーダー育成の取組

東北大学副理事 / グローバルラーニングセンター長

（東北大学グローバル人材育成推進事業実施責任者）

山口 昌弘 教授

14:40   現状報告

英会話の先にあるもの――批判的思考とコミュニケーション能力の育成――

東北大学高度教養教育・学生支援機構

ダニエル・アイコースト 講師

高大、真の接続の観点から

北海道旭川北高等学校   松井 徹朗 教諭

グローバル化と高校教育

沖縄県立辺土名高等学校   東盛 敬   校長

第 20 回東北大学高等教育フォーラム（新時代の大学教育を考える［11］）

グローバル人材の育成に向けて
――これからの高校教育・大学教育における課題――



16:00   討  議 －パネルディスカッション－

司 会 東北大学高度教養教育・学生支援機構   北原 良夫 准教授

東北大学高度教養教育・学生支援機構  倉元 直樹 准教授

17:25   閉会挨拶

東北大学高度教養教育・学生支援機構副機構長 / 
東北大学大学院工学研究科         安藤 晃   教授

17:30   閉  会



第 20 回東北大学高等教育フォーラム（新時代の大学教育を考える［11］）

グローバル人材の育成に向けて

――これからの高校教育・大学教育における課題――
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第 20 回東北大学高等教育フォーラム企画主旨

情報通信技術の飛躍的発展と経済のボーダ

レス化が進み，近未来の社会を担う子どもた

ちを育成する教育もグローバル化に対応する

ことが求められています。

2003 (平成) 15 年 3 月に文部科学省から

「『英語が使える日本人』育成のための行動計

画」が発表されて以来，矢継ぎ早にさまざま

な改革が打ち出されてきました。小学校では

2011 (平成 23) 年度から 5，6 年生で必修化

された「外国語活動」が，次の学習指導要領

では小学校 3 年生への前倒しと高学年での教

科化が検討されています。高校の英語は「英

語で行うことを基本とする」となりました。

2014 (平成 26) 年度からは「スーパーグロー

バルハイスクール」の指定が始まります。大

学入試でも2006 (平成18) 年度から大学入試

センター試験にリスニングが導入され，英検

や TOEFL などのような外部試験の導入も検

討されています。

大学教育でも2012 (平成24) 年6月に文部

科学省から発表された「大学改革実行プラン」

に「グローバル化に対応した人材育成」が掲

げられました。東北大学は 2012 (平成 24) 年
度にスタートした日本学術振興会「グローバ

ル人材育成推進事業」に全学型の事業が採択

され，東日本の拠点大学としてグローバル人

材育成の推進役を担う立場です。

ともすると「グローバル人材の育成＝英語

教育の改革」という観点に目が向きがちです

が，それでよいのか再考の余地がありそうで

す。また，一口に「グローバル人材」と言っ

ても雑多なイメージが混在しています。そこ

で，今回のフォーラムではユネスコ本部や在

外公館など国際経験豊かな岩本渉氏および

「東北大学グローバルリーダー育成プログラ

ム (TGL プログラム)」の実施責任者である

山口昌弘教授の基調講演とともに，地方の公

立高校の立場からいち早く国際的な視野によ

る人材育成に取り組んできたお二人の先生方

および東北大学の全学教育で実践的英語教育

を担っているダニエル・アイコースト講師か

らの現状報告をいただき，グローバル人材と

は何か，高校，大学それぞれの立場で具体的

に何ができるのかを議論していきたいと考え

ています。
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本報告書は，フォーラムの録音記録に修正

を加えた原稿，「招待参加者」としてフォーラ

ムに参加し，フロアの立場からフォーラムに

対してお寄せいただいた講評，および，アン

ケート・参加者統計から成る。招待参加者は，

東北地方６県の高等学校進路指導研究会進学

指導部会等を通じ，各県１名ずつ選ばれた

方々である。

本報告書は，録音テープから起こした原稿

に対し，フロアからの発言を除き，発言者が

校正を加え，最終的に編集責任者が表現の修

正を加えたものである。招待参加者の原稿に

ついては，体裁の統一に関わる部分を除いて，

校正を行っていない。

編集過程で生じた不具合に関しては，全て

編集者の責任である。

（編集担当: 

東北大学 高度教養教育・学生支援推進機構

高等教育開発部門入試開発室

       教授 石井光夫・准教授 倉元直樹）
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開  会  挨  拶

東北大学理事

東北大学高度教養教育・学生支援機構長  花輪 公雄

石井光夫教授（司会）：

それではお待たせいたしました。ただいまか

ら，第 20 回東北大学高等教育フォーラム「グ

ローバル人材の育成に向けて」を始めさせてい

ただきたいと思います。

私は本日司会を務めさせていただきます東

北大学の石井と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。

（拍手）

石井光夫教授（司会）：

では，最初に主催者を代表いたしまして，東

北大学理事，高度教養教育・学生支援機構長の

花輪公雄理事からごあいさつがございます。

花輪公雄理事：

皆さんこんにちは。お忙しい中，本当にたく

さんの方々にお集まりいただきました。主催者

を代表して，感謝を申し上げます。

事前に登録していただいているのですが，

180 名の皆さんがここに参加されております。

北は北海道から，南は沖縄県まで。本当にどう

もありがとうございます。

第 20 回高等教育フォーラムですけれども，

このフォーラムは平成 16 年度の秋から始まっ

ております。今年で 11 年目です。20 回という

のは最初の年が 1 回だと先ほどお聞きしまし

た。そういうことで，今回は 20 回目になりま

す。春と秋でテーマが違いまして，春は高大接

続という観点から，秋は高等教育に関すること

ということで，もっぱら大学の中ということな

のですが，これは IDE 大学協会という組織が

ありまして，そことの共催ということになって

おります。

さて，今ご紹介いただきましたが，私の所属

を高度教養教育・学生支援機構と紹介していた

だきました。この機構は，この 4 月から発足い

たしました。従来，東北大学には高等教育開発

推進センター･･････これがもともとこのフォ

ーラムを主催していた組織なんですが･･････，

それと国際交流センター，国際教育院，教養教

育院，それから高度イノベーション博士人財育

成センター等々，東北大学の中にいくつかの教

育を担う組織があったのですけれども，我々の

言葉で「高度教養教育」と呼んでいますが，初

年次，2 年次だけではなくて学部や，あるいは

大学院までも教養教育というのは大事ではな

いか，それから，学生支援に関しても，より一

層充実させたいということで，五つの組織を統

合，再編しまして，さらに教員等の確保をいた

しまして，発足したものであります。
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もう一つご紹介したいのは，昨年の夏ですが，

具体的には 8 月 7 日になりますけれども，「里

見ビジョン」というものを本学は公表いたしま

した。総長の里見先生の名前を取って里見ビジ

ョンという名前を付けているのですけれども，

里見先生が総長の間にこういう大学を作りた

いということで，七つの観点，「ビジョン 1」
～「ビジョン 7」までの七つの観点で，「こう

いう大学を作ります」と宣言したものです。工

程表も含めてビジョンを公表しました。その第

1 のもの，「ビジョン 1」が教育に関するもの

でありまして，そこでは端的に言いますと「グ

ローバルリーダーを育成したい」ということを

うたっています。そのグローバルリーダーを育

成するために，非常に大きな柱として，この「高

度教養教育・学生支援機構」が教養教育の部分

で担います，ということをうたっております。

その中で，グローバルリーダーというのはど

んな人材像かな，ということを，色々議論して

きました。次に上げるような六つぐらいの力を

持っている人ではないかなというふうに，我々

自身は考えております。一つは「専門力」。こ

れはもちろん大学で学問分野，この分野で私は

勉強して力を付けたいということで入ってく

るんですけれども，これが専門力。これは当然

のことであります。その他に，「鳥瞰力」。普通

は俯瞰する力，「俯瞰力」という言葉を使うと

思いますけれども，私たちは議論の中で，俯瞰

というのは高みから下を見ているような印象

だよねと。そうじゃなくて，ダイナミックに視

点を変えて見る力というのは大事じゃないか

と。高みはいいのだけれども近づいてみる，と。

そういう臨機応変に物事を捉えていくような

力が必要なんではないかということで「鳥瞰力」

という言葉を使っています。三つ目が「問題発

見解決力」。四つ目が「異文化国際理解力」。五

つ目が「コミュニケーションの力」。六つ目が

「リーダーシップ力」であります。実は，言う

は易しくて，これを具体的にどういう授業科目

でどういうふうに学生に力を付けてもらうか。

大変難しいところで試行錯誤が続くと思うの

ですけれども，一応私たちの目標としては，そ

ういうところでやっております。

さて，グローバルリーダー，あるいはグロー

バル人材という言葉は，もう毎日のように新聞

に活字が踊っているわけなのですけれども，ど

ういう人材像かというのは，先ほど「私たちは

こう考えた」というのを言いましたけれども，

大変難しいところであります。この辺のところ

を今日は，基調講演の最初に岩本渉先生にお願

いしております。岩本先生はユネスコ等々でご

活躍された先生でありまして，具体的にグロー

バルリーダーの一人なのですが，その辺のご自

分の経験も踏まえて，グローバルリーダーが持

つべき力等をご紹介していただけるんではな

いかというふうに思います。

それから，もちろん文部科学省の方も，グロ

ーバル人材育成しようということで，色んな私

たちの言葉で言うと競争的資金と言いますけ

れども，プロジェクトが走っております。その

一つに，グローバル人材育成推進事業という事

業が一昨年秋から始まっております。全学推進

型，二つのタイプがあるんですけれども，全学

でグローバル人材を育成する取り組みをする

大学が，11 大学が選ばれております。その 11
大学の中に，本学が入っているのですけれども，
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この中身ですね。具体的にどういうプログラム

で走らせているのかを，本学の副理事でありま

して，グローバルラーニングセンター長で，こ

の事業の責任者であります山口昌弘先生の方

から，本学の取り組みをお話させていただきま

す。

今日の二つ目のパート，皆さんのお手元の議

事次第ですと「３」になりますが，現状報告と

いうことで，３人の先生からも話題提供をして

いただきます。本学講師のダニエル・アイコー

スト先生からは，「英会話の先にあるもの――

批判的思考とコミュニケーション能力の育成

――」ということで，具体的に実践されている

その取り組みの中身が話題提供されるという

ふうにお伺いしております。さらに，公立高校

ですでに国際的な人材を育成しようというこ

とで，取り組みが色々行われていると思います

が，今日は北海道旭川北高等学校で実践されて

おられます松井徹朗先生に，「高大，真の接続

の観点から」と題して。もう１件，沖縄県立辺

土名高等学校の東盛敬校長先生からは，「グロ

ーバル化と高校教育」ということで，高校にお

ける実践の紹介をしていただくことになって

おります。

最後が１時間半ばかし時間を取っておりま

すが，討議ということで，様々な話題提供をな

されますけれども，それを土台にして「維新の

高大接続－グローバル人材育成の観点からの

真の高大接続はどうあるべきか－」等々に議論

していただけたらというふうに思います。どう

か今日の午後長丁場ですけれども，大いに議論

を楽しんでいただきたいというふうに思いま

す。お願いを申し上げまして，私のあいさつと

いたします。どうもありがとうございました。

（拍手）

石井光夫教授（司会）：

今，理事の方からもお話がございましたが，

簡単に本日の進行についてご説明いたします。

お手元のプログラムにございますように，基

調講演お二方，現状報告３人の先生にお願いし

てございます。基調講演はそれぞれ 40 分ずつ，

現状報告は 20 分ずつということでお願いして

ございます。そのお話が終わった後，ちょっと

長めの休憩を取らせていただいて，その後，ふ

たたび先生方に登壇いただいて，フロアの皆様

方と討議の時間を持たせていただくことにし

ております。終了時間は 5 時 30 分を目安に考

えております。長丁場ですが，どうぞよろしく

お願いいたします。

お手元の封筒に，質問票が入っていると思い

ます。この休憩の時間に，討議の際にお尋ねし

たいこと，ご質問，ご意見ございましたら，ご

記入いただいてフロアの係りの方にお渡しい

ただければというふうに思います。

どうぞよろしくお願いいたします。
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第 1 部  基調講演





基調講演者紹介

岩本渉（いわもと わたる）氏

昭和 29 年 8 月 神奈川県生まれ

〔経歴〕

昭和 52 年文部省入省

昭和 54 年～56 年 人事院長期在外研究員としてフランスで研修

（パリ第 2 大学で行政学 DEA 取得）

平成 2 年～5 年 在フランス日本国大使館一等書記官

その後，文部省学術国際局学術課長等を歴任した後，ユネスコに採用される。

平成 13 年～18 年 ユネスコ教育局中等・職業技術教育部長

平成 18 年～21 年 ユネスコ人文社会科学局社会科学・政策研究部長

帰国後，平成 21 年から 24 年 東北大学特任教授（WPI 担当）

平成 24 年～26 年 文部科学省国際統括官付国際交渉分析官

平成 26 年 3 月退官。現在，文部科学省参与を務める。

〔現在の主な活動〕

持続可能な開発のための教育（ESD）の 10 年に関するユネスコ世界会議（本年 11 月，

日本で開催）の準備のため東奔西走。
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山口昌弘（やまぐち まさひろ）氏

1963 年山形県生まれ

〔教員歴〕

東北大学教養部助手(1 年間)
東北大学理学部物理学科助手(3 年間)
東北大学大学院理学研究科物理学専攻准教授(7 年間)
東北大学大学院理学研究科物理学専攻教授(11 年間)

〔主な研究歴〕

専門は物理学（素粒子理論・初期宇宙の研究）

〔主な著書、研究業績〕

〔学会活動等〕

〔その他の特記事項〕

  2012 年～ 東北大学総長特別補佐(教育国際交流担当)
       グローバル人材育成推進事業実施責任者

  2014 年～ 東北大学副理事(国際交流担当)
       東北大学高度教養教育・学生支援機構グローバルラーニングセンター長
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基調講演１：グローバル社会に求められるもの

文部科学省参与（元ユネスコ本部中等・職業技術教育部長，

在仏日本大使館一等書記官，東北大学特任教授 WPI 担当）

岩本 渉 氏

［講師紹介］

石井光夫教授（司会）:

では，早速，基調講演に入らせていただきま

す。最初のご講演は，文部科学省の岩本渉先生

にお願いしてございます。

岩本先生のご経歴はお手元のプログラムの

中に入っていますが，文部科学省に入省後，フ

ランスの方に留学されております。また，フラ

ンスの日本大使館，それから本省課長を経て，

それからユネスコに，普通は出向という形を取

るのですが，岩本先生の場合ユネスコから新た

に採用されるというような形で，ユネスコに長

年お勤めになっております。その後，本学の特

任教授もお勤めになるということで，本学との

ご縁もございます。現在，やはり本省でユネス

コを中心とした国際的なお仕事をなさってお

いでです。

このような豊富な国際経験を元に，本日は

「グローバル社会に求められるもの」という題

でお話をいただきます。では，先生お願いいた

します。

（拍手）

岩本渉氏：

皆さんこんにちは。ただいま石井先生からご

懇篤なご紹介をいただき，誠にありがとうござ

います。岩本と申します。基調講演ということ

ですけれども，本当に貴重な講演になるかどう

かは，皆さん次第ということでやりたいと思い

ますので，よろしくお願いいたします。ただい

まご紹介にあずかりまして，また，お手元の方

に私の略歴も配られております。

ユネスコは，フランスのパリのエッフェル塔

からシャンドマルス，エコールミリテール，そ

れをちょっと行ったところに本部がございま

す。ここで８年働きましたので，留学時代，大

使館時代を含め通算 13 年フランスにいたこと

になります。37 年の社会人生活の 3 分の 1 以

上はフランスにいたということで，経歴だけ見

ると，何ともイヤミな男であろうというふうに

思われるわけでございますが，根っこは日本人

でございまして，そういう観点から今日はお話

をさせていただきます。

私自身なぜこういうキャリアを選んだかと

いうことを今にして思いますと，私の父は

1910 年生まれで，戦争に負けた後に，アメリ

カ軍の横須賀の基地で勤めていたそうです。小

さい頃,私が父のアルバムを見ていましたら，

古い我が家の中で，両親とアメリカ人の兵隊が

仲良くご飯を食べているという写真が出てき

ました。「お父さん，これなあに」って聞くと，
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「昔米軍のベースに勤めた時兵隊さんがうち

に遊びに来て，みんなで食事をしたんだよ」と。

国の違う人とこういう付き合い方もあるのか

というふうなことを思いました。

それからもう一つ個人的なことで申し訳あ

りませんが，私は中学，高校，実はイエズス会

の学校でございました。私は仏教徒なのですけ

れども，そこでは校長はドイツ人だったり，英

語を教えるのがアイルランド人であったり，そ

ういうことからして，あまり外人というものが

そんなに strange なものではなかったという

こともあります。あとは生まれも横浜というよ

うなこともありましたので，そういう意味では，

そんなに国際化ということについて，裃を着な

くてはいけないというようなことはございま

せんでした。

しかしながら，後ほど役所に入って 1970 年

代，あるいはもっと前の 60 年代ぐらいから，

日本の教育は国際化の波にさらされていると

言っておりました。今みたいに，インターネッ

トでどこの大学の単位は取れるなどという時

代ではもちろんなかったわけですけれども，

「留学生政策をどうするんだ」という議論はも

うずっと文部省の課題であったのであります。

私は，実は，大使館から帰ってきた後，配属

になったのは，学術関係の仕事が多くて，例え

ば，素粒子物理の世界で，「B ファクトリー」

という加速器があります。これは，筑波の，高

エネ研のトリスタンという大型の加速器を改

造したものでございます。この加速器で電子と

陽電子を違うスピードで飛ばし衝突したとき

に起こる B 中間子の崩壊という現象を調べる

訳です。誰も崩壊するところを目で見たことが

ないので何とも分からないのですが，これは確

かにそういうことが起こるのだそうで，それを

CP ヴァイオレーションということで説明する

わけです。そういった加速器を筑波で一生懸命

作りました。別に私が作ったわけではなくて，

私が予算を獲得して作ったわけですけれども。

そういうことをやっていましたら，面白いこと

にパリにある OECD の方で，「B ファクトリー

というのは日本に今作っているようだが，アメ

リカでも作っている」と。「世界にこういう高

価なものは二つもいらん」というお話がありま

した。確かに日本で作っている時に 390 億円

ぐらいかかっていました。せっかく当時の大蔵

省からこの予算を 5 年間で使っていいよと言

われたのに，何でこうやって日本が作るのをま

るで足を引っ張るようなことを言うのだろう

と思ったら，他の国の研究者が，やはり自分の

ところが一番乗りになりたいというようなこ

とがあって，B ファクトリーは二つもいらんと

いうようなことを OECD，という経済産業振

興のための国際機関にどうも話を持ちかけた

らしいのです。私は，たまたまパリへ出張して

いる時にその OECD の事務局の方と話しまし

て，・・・ここから先は物理学者の受け売りで

すが，トップクォークを見つけるような加速器

でしたら世界にいくつも作ると言うのは無駄

なのだけれども，B ファクトリーのように

0.0000…といった１０のマイナス 1０何乗ぐ

らいの秒差で粒子が崩壊していくところを正

確に見るようにするには二つの装置で検証す

ることが必要なのだというような論を展開し

まして，それで先方も理解してくれて何とか息

をついたということなのです。

何を言いたいかと言うと，もうその頃から，

「日本でこれを作る」ということが，筑波の中

では，アメリカの研究者，ヨーロッパの研究者，

日本の研究者がみんなで協力してやっている

のですけれども，他方では，アメリカと日本の

先陣争いみたいなものがありました。そういっ

たのも，グローバル化ということの一つの面か

なと思いました。

それから，グローバル化ということで言いま

すと，私自身，先ほどご紹介いただきましたよ

うにユネスコに 8 年いました。当時，事務局長

は松浦さんという，日本の外交官でフランス大

使までやられた方です。この人は前任のマイヨ

ールさんを破って当選された時の公約の一つ
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が，「人事のえこひいきはしない」ということ

でした。つまり,松浦さんは「日本人だからと

いってえこひいきしない」と言って当選したわ

けです。そこに入るというのでこれは大変だっ

たわけですけれども，200 倍ぐらいの倍率のと

ころを何とか面接まで行って，なったわけです

けれども。

そのユネスコというところに行ってみてび

っくりしたのは，職場はパリにあるわけですけ

れども，195 ヶ国から構成される国際機関でご

ざいます。その事務職員も 195 ヶ国から全部

ではないですが，大体 120，130 ヶ国からぐら

いの人たちから構成されています。ワーキング

ランゲージは英語とフランス語であります。私

の教育セクターにいた時の部下が 25 人ぐらい。

これが国籍にして大体 17，8 くらいの国籍の

人がいました。それから次に人文社会科学局に

移った時は，部下が 35，6 人いて，国籍がや

っぱり 20 ぐらいになりまして，時々，定期的

に部のミーティングみたいなのをやるんです

けれども，一生懸命ニュージーランドの国籍の

部下に分からせたかと思ったら，今度はフラン

ス語圏の国の部下が「今，何言っているのか良

く分からない。こっちにちゃんとフランス語で

話してくれ」と言われるという具合でした。ミ

ーティングも英語とフランス語両方でしゃべ

らないと伝わらない。ところが，「さっきのお

前のフランス語のニュアンスは英語と違うじ

ゃないか」というようなことを言われて，「だ

ったら，はじめから，お前は英語で分かってい

たんじゃないか」ということもあったのですけ

れども，まあそういう世界で 8 年間おりました。

今日，私のタイトルは，文部科学省参与とな

っております。実は，3 月末で一応，文部科学

省の常勤の職は退きましたので，今は非常勤の

参与ということになっておりますけれども，た

だ，私の限られた経験からして，「これが文科

省版のグローバル人材だよ」という上から目線

で話すつもりは毛頭ございませんし，もし私の

言うことから「文科省の進めているグローバル

人材がこれだ」ということを聞こうというふう

にお考えでしたら，それはちょっとあきらめて

いただいた方がいいと思います。むしろ，これ

から皆さん自身が考えていく，今日，ずっと考

えていく中での材料と言いますか，そういうも

のになればいいかなというわけであります。

大きく３つに分けてお話します。「グローバ

ル人材とは」，それからちょっと聞きなれない

言葉ですが「ESD とは」。それから「学習：秘

められた宝」ということでお話いたします。

最初に，「グローバル人材とは」ということ

ですが，まずストレートにお答えは申しません。

言うまでもなく，21 世紀になってから，あ

るいはその前から，経済のグローバル化という

ようなことが強く言われました。やはり，経済

産業省は，やはり貿易等を通じて日本の産業を

どう振興するかということに非常に敏感な役

所でございます。そこで，「社会人基礎力に関

する研究会」というのを設けまして，そこが社

会人基礎力というもので，こういうことを言っ

ております。

ここで注意しなくてはいけないのは，社会人

基礎力が全てというわけではなくて，その前に，

ひとつに基礎学力……これは読み書きだとか

IT スキル……それから専門知識，これは仕事

に必要な資格であるとかスキル。そういったも

のが必要としたうえで，その他に社会人基礎力

というものがこれからの IT 化の進展等に対応

していくために必要だと指摘しています。一つ

目に前に踏み出す力。アクションだと言ってい

るわけです。主体性，働きかけ力，実行力，そ

れから，シンキング……考え抜く力……，課題

を発見する力，計画する力，創造力。それから，

チームワーク。チームで働くとして，発信力で

あるとか，傾聴力。それから柔軟性，状況把握

力，規律性というようなことを言っております。

もう一つ，政府関係で，これは文部科学省の

中教審が，「学士課程教育の構築に向けて」と

いう答申で言っていることでございます。皆さ

んご案内の通り，日本の高等教育機関への進学
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率というのは 50％を超えまして，まさに大学

のユニバーサルアクセス化というのが進んで

いる中で，学士課程の教育，換言すれば，日本

の学士というのはどういう能力を保証されて

いるのですということを言おうとして，それを

学士力というふうに言っています。もちろん，

専攻分野によって，その知識とかは変わってく

るわけですが，まず，一つに，知識理解として，

他文化・異文化に関する知識の理解というよう

なことであります。それから，汎用的技能。そ

れから態度，志向性。汎用的技能として，コミ

ュニケーションスキルですとか，こういったも

の。それから態度，志向性として自己管理力，

チームワーク，リーダーシップ，倫理観。それ

から，市民としての社会的責任。生涯学習力，

というようなことを言っているわけでありま

す。かなり，もうこの二つを見ただけでも，共

通するものが色々あるなと，当たり前の話です

けれども，まず専門分野の能力は捨象して考え

ていますから，専門分野としての，例えば，物

理で何の法則を知っているかとか，数学でこの

公式を応用できるという議論は，今，しません。

それ以外に，いったいどういう力がないと，こ

れから学士として名乗れないのか，あるいは，

グローバル社会で生きていくために必要なの

か，ということを言っているわけですが，コミ

ュニケーションスキルであるとか，情報発信力

であるとか，そういったものはかなり共通のも

のがあるのではないかと思うわけです。

それから，一昨年ですが，グローバル人材育

成推進会議というのが，文科省，厚労省，外務

省，経産省，内閣府等によって作られました。

そこで，グローバル化というもあらゆる分野で，

人，物，金，情報が国境を越えて高速移動し，

金融や物流の市場のみならず，人口，環境，エ

ネルギー，公衆衛生等の諸課題への対応にいた

るまで，全地球的規模で捉えることが不可欠に

なった時代状況と言っているわけであります。

ここでちょっと括弧書きで言いたいことは，

グローバル化ということは，決してコスモポリ

タンと言いますか，地球市民社会というような

国境が全くなくなった社会を言っているわけ

ではないということです。これは，社会学者の

サスキア・サッセンの本を読んでいますと，よ

く分かるのですが，グローバリゼーション，グ

ローバリゼーションと言いながらも，決して，

それは主権国家というものを否定しているわ

けではない。だから，TPP もそうですし，だ

からこそ，色々なフリクションが起こってくる

わけです。今，今度，我々が抱えているのはそ

ういった中でのグローバリゼーション。グロー

バリゼーションのためには英語ができなくて

はいけない。英語ができた方がいい。英語がで

きるに越したことはない，というような論理が

ある。

しかし，その一方で，日本人としてのアイデ

ンティティというものはどうなのだろうか。こ

れは，決して伝統主義的な意味だけではなくて，

外国に行って，何で武満徹の音楽ってあんなに

美しいのだろうかと聞かれることがあるわけ

ですね。私は，日本人というのは外の文化を吸

収し加工する能力があるからああいう音楽に

結実しているとか，わけの分からないことを言

ってごまかしてしまうのですけれども・・・そ

ういうごまかし方も一つのテクニックなので

すが・・・そういった言語以外に，自分の文化，

自分の拠って立つところ，そういったものを大

事にしていく。あるいは，それを外に発表でき

る力というものが必要になってくるのではな

いかというふうに思うわけであります。

このグローバル人材の育成推進会議の中間

まとめによりますと，グローバル人材の概念と

して，ここで「要素 1」として，語学力，コミ

ュニケーション能力。「要素 2」としては主体

性，責任性，チャレンジ精神，協調性等々を言

っております。それから，先ほど申しました異

文化に対する理解と，日本人としてのアイデン

ティティというわけであります。

先ほどは日本人としてのアイデンティティ

ということで申しましたけれども，一番我々こ
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こで考えなくてはいけないのはグローバル社

会というのは，我々が企業戦士を育てて，日本

社会が一人勝ちする世界では決してない，とい

うことであります。グローバル社会と言うから

には，そのグローバル社会の中に，日本人とし

てそこにどうやって積極的に参画していくか。

あるいは実際に参画しなくても，グローバル化

の中で，たとえ，農山漁村に住んでいても，そ

こでグローバル化の中で自分たちの産業，自分

たちの地域をどうやって守っていくのか，売り

出していくのかということが，私は本来のグロ

ーバル社会に生きる人間ではないかと思うわ

けでありますけれども，そういった中では日本

人としてのアイデンティティ。あるいはもっと

言い換えれば宮城県民としてのアイデンティ

ティ，横浜市民としてのアイデンティティとい

う自分の地域というものに対してのアイデン

ティティも必要でしょうし，それと同時に,自
分が付き合っている相手も同じように，彼らの

アイデンティティがあるということを忘れて

はいけないと思うのです。

例えば，私，東日本大震災の時に東北大学に

おりましたけれども，あの時，皆さんと同じよ

うにお店にボンベを買いに行って２時間ぐら

い並んだ仲間のひとりですけれども，あの頃，

東北の多くの学校に外国の学校の子供たちか

ら激励の手紙ですとか，絵が届きました。

「How are you」とか，「お元気ですか」とか，

書いてくれました。自分がお父さんとお母さん

と兄弟と，すごく苦しんでいる時に，聞いたこ

ともないような名前の国から絵と一緒にメッ

セージが来て，頑張ってねというような小見が

込められている，ということを知った時の子ど

もの気持ちというものを考えてみましょう。や

はりこの世の中とは自分だけが生きているの

ではない。自分と家族だけが生きているのでは

ない。私のことを，まるで地球家族の一員のよ

うにして考えてくれている人がいるのだな。そ

ういうようなことの分かる子供が欲しいと僕

は思います。そこら辺の，敏感な心が重要と思

うのです。それは逆に他の国で困っている人が

あれば，大丈夫かしら，みんな私たちと同じよ

うな年なのに，どうかしらと思う心。国際機関

でしょっちゅう会議のたびに大喧嘩している

ような相手でも，例えば，その相手の親が亡く

なったりすると，みんなでお葬式に行ったりす

るというようなことがありますけれども，そう

いったような気持ちの面。こういうエモーショ

ナルな面をどうやって行くかというのがひと

つ課題ではないかと思うわけであります。

ここでちょっとお話を変えます。今，ずっと

私なりにグローバル人材とか，グローバル社会

に求められるものみたいなことを言ってきま

した。これは，全部色々なものがグローバル化

しているから，じゃあ，「どういう能力だ」と

いうふうな，今，迫り方をしたのですが，ちょ

っと，今度，アプローチの仕方を変えます。

ESD という言葉がございます。ESD というの

は，google か何かでお引きになりますと，内

視鏡的粘膜下層剥離術って出てきます。これは

大腸がんや食道がんの時にやる手術の一種で，

非常に日本で成功例の高い ESD というのがあ

るのですが，それとは全く違いまして，

Education for Sustainable Development とい

うことであります。「持続可能な開発のための

教育」と言っております。

こういった持続可能な開発のための教育…

…Education for Sustainable Development…
…ということで，これは 2002 年のヨハネスブ

ルグサミットで当時の小泉総理が提唱したも

のでして，Sustainable Development，持続可

能な開発のためには何が必要か，「まず人材で

す」と言ったのが小泉総理でありまして，国連

と し て こ の 10 年 間 を Education for 
Sustainable Development のための 10 年とい

うふうにすべきである，というふうに提唱いた

しました。それが，国連総会でも可決されまし

て，こういう中，今年がまさに 10 年の最終年

なわけですけれども，なっております。

そんなの初めて聞いたとおっしゃる方もあ
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るかもしれませんが，実は，教育振興基本計画

なんかにもちゃんと書かれておりますし，学習

指導要領にも持続可能性というようなことは

方々に散りばめられているところであります。

基本的な考え方として，持続可能な社会作りの

担い手となるよう個々人を育成する能力であ

る，と。ここでも，知識，価値観，行動。こう

いったものを，スポットライトを当てていきま

す。人格の発達や自立心，判断力，責任感等の

人間性を育むことも重要です。例えば，環境教

育というものがありますけれども，環境教育で

「広瀬川の水質がこれだけ良くなりました」と

か「悪くなりました」とかっていうだけではな

くて，その広瀬川の水質というものが周りの地

域の，例えば産業の立地であるとか，生活排水

の状況であるとか，そういったものと全部絡め

て考える。そうやって，自分たちの住んでいる

この仙台なら仙台の地域というものが，どうい

うふうに発展していくべきなのか，ということ

を考えさせるのが ESD と言っているものであ

りまして，今，現在，私どもの方で色々推進し

ているところであります。

ここで，ESD にて育みたい力として，私ど

も考えているのは，こういった持続可能な開発

に関する価値観，人間の尊重ですとか多様性の

尊重，それから，体系的な思考力，それから，

代替案の思考力ですとか，データや情報の分析

能力，コミュニケーション能力，リーダーシッ

プの向上というのがあります。また，国立教育

政策研究所では，ESD の視点に立った学習指

導の目標ということで，いくつか例示している

ところであります。次に，実は同じようなこと

は OECD……先ほどもお話しましたが，……

OECD にとっては今後の経済開発のために人

間の能力開発というのが非常に重要だ。そうい

った中でどういうふうにアプローチしていく

か，という中で，「キーコンピテンシー」とい

うようなことを言っております。ここにありま

すように，言語，シンボル，テキストを活用す

る能力として，社会文化的，技術的ツールを総

合的に活用する能力ですとか，多様な社会グル

ープにおける人間関係形成能力であるとか，あ

とは自立的に行動する能力。こういうようなこ

とを言っているわけであります。ですから，

ESD で培おうとしている能力と，OECD で狙

っているキーコンピテンシーというのは必ず

しも遠いものではない。かなり重複するところ

があるというわけであります。

それからさっきも国立教育政策研究所の研

究にも出てきた批判的に考える力なんていう

のが出てきましたけれども，批判的思考力とい

うことでは，「IDE」の最新号 (560 号) に楠見

先生という方が書かれているのですが，楠見先

生の定義によれば，批判的思考力として，収集

した情報を明確化し，隠れた前提，推論の土台

となる根拠や証拠を吟味し，論理的，分離的推

論によって適切な結論を導き，最終的に行動の

決定や問題解決を行い，発表するということな

わけだそうであります。とかく批判というニュ

アンスからして，日本ではあまりよく取られな

いのですが，批判と言うのは別に全然悪い意味

ではございませんし，こういった批判的な思考

力といったようなことも，今後ますます重要に

なってくるのかと思うわけであります。先ほど

来申しております ESD ， Education for 
Sustainable Development というのが，結局

さっき申しました川の水質ということで，理科

の先生だけがそれに取り組めばいいかという

と，そういうわけではありませんで，それは社

会の先生も，あるいは国語の先生も，そういっ

たものに力を合わせてやるということが大事

です。

文部科学省では，例えば，ユネスコスクール

というものを通じまして，こういったものを推

進しています。ユネスコスクールと言うのは，

文部科学省を通じてユネスコに申請しますと，

ユネスコがその理念に合致する学校というこ

とで認めるわけですが，今，現在日本には 705
校あります。この ESD を通じて育てたい資質

や能力につきまして，特に右側の方ですね。こ
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の総合的な学習の時間を中心とした教科横断

的な指導計画を立てる等，指導方法の工夫，改

善に努めたと，85％ぐらいが，やはりこうい

う教科横断的な取り組みをしている，というよ

うなことがございます。こちらは，問題を見出

す解決を図っていく学習の過程を充実した教

育課程を編成するというグラフです。単なる知

識の詰め込みではなくて，子供たちにグループ

で考えさせるところは多いようであります。

次にお示しするのは，これは今の ESD から

少し外れます。今度は総合的な学習の時間と学

力の相関についてでございます。国立教育政策

研究所の調査によりますと，総合的な学習の時

間で，自分で課題を立て，色々調べたことを発

表する等の学習活動に取り組んでいますか，と

いう回答。，学力テストの A 問題と B 問題の正

答率の差を比較したわけだそうであります。こ

れは国立教育研究所の田村先生からお借りし

たスライドですけれども，総合的な学習の時間

にしっかり取り組んでいるというところがと

取り組んでないというところは 14 ポイントの

差だと。これが，A 問題。応用力を見る B 問

題ですと，こういう 18 ポイントの差，17 ポイ

ントの差が出ます）というようなことが出てい

ます。ですから，おいおい，総合的な学習の時

間なんかやっていて，そうすると各教科の方が

割りを食ってしまうではないかというと，必ず

しもそうではない，ということが分かるわけで

あります。飛ばします。こういった形で，自分

で課題を設定して，それを整理分析して，まと

めて表現し，またそれをこうやってどんどん新

しい課題に取り組んでいく。さらにそのまとめ

た中で新しい課題が出てきたら，そういうふう

に情報を収集してというふうな探求のプロセ

スが，これで生まれるのではないかというのが，

国立教育政策研究所の田村先生のお話であり

ます。

最後の大きな柱になります，三つ目でありま

す。これは，ユネスコの 21 世紀教育国際委員

会というのは 1996年に出したレポートがござ

います。「学習：秘められた宝」，英語の題名を

“Learning: The Treasure within”）というタ

イトルであります。ユネスコと言うのは生涯教

育，生涯学習ライフロングラーニングの考え方

を 1960 年代半ばに生んだわけですけれども，

それについて 2 回ほどさらにその時代状況に

応じて，レポートが出ております。この前に出

たのがフォールレポートというのがありまし

て，それは Learn to be というレポートが出ま

した。それから 1996 年にはこういった形でレ

ポートが出ているわけですけれども，その中で

学習の 4 本柱というのをあげております。ひと

つは「知ることを学ぶ」，Learn to know。知

識というか経験，そういったものがどんどん時

代遅れなものになっていく今のインターネッ

トでもそうですけれども，どんどん知るための

手段も学んでいかなくてはいけない。そういっ

た意味で知ることを学ぶというのが大事だと

いうことをすでに言っているわけです。

それから 2 番目が，「なすことを学ぶ」，

Learn to do，頭でっかちばっかりではいけな

いので，どうやって生きていくかを学ぶ，Life 
skill というような意味でも，なすことを学ぶ

ということが大事だということを言っている

わけであります。

それから，3 番目に「共に生きることを学ぶ」

と言っております。Learn to live together と
言っておりますけれども，その先ほど来申して

おりますように，宗教,言語，あるいは文化,こ
ういったものが全然違う人たちと，どうやって

共生していくのかということです。もちろん，

そんなに言うほど簡単なことではありません

し，寛容とかそういったことは重要だと言って

いますけれども，具体の局面では，寛容である

ということと，自分のアイデンティティに対す

る忠実さというものとのバランスというのを

どうやってとっていったらいいのかというの

は，悩む局面が必ず出てくるわけですけれども，

そこら辺をさらに乗り越えて，かつ共に生きる

ことを学ぶということはどういうことかとい
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うことが，重要になってくるわけであります。

それと，これは以前のレポートから言われて

いる人間として「生きることを学ぶ」と。自分

というものをしっかり律すると言いますか，セ

ルフディシプリンというものを考えた，人間と

して生きることを学ぶということを言ってお

ります。この４本柱の中で特に，共に生きるこ

とを学ぶという，従来ですと，国際理解教育と

いうようなことで，こういうことが多く取り上

げられてきましたし，それはそれで今後も大き

なテーマでしょうけれども，これからグローバ

ル社会で生きて行くという中で，先ほど来申し

ているように，「英語ができて，日本のことが

紹介できて，それで済む」というのでは，ちょ

っと大変なのかなと思うわけであります。その

意味では，こういった共に生きることを学習の

中で，考えていくのが重要かなと思います。

スライドは大体以上なのですが，これからち

ょっと結論めいたことというか，今まで全然論

理的に話していませんので，結論めいたことと

いうわけでないですが，ちょっとまとめに移り

たいと思います。

一つはその日本の文化というものをどう考

えるか，ということであります。先ほど来申し

ましたように，日本人というのは大陸と不即不

離の関係にありまして，その大陸から攻めてこ

られそうになると台風があったりして，割と離

れているんですね。その割には，仏教，漢字，

あるいは陶芸なんていうのもそうですけれど

も，それを拝借してくるのには非常にいい距離

にあるわけですね。そういうのをうまく活用し

てやってきた。そういった中で独自のいわゆる

日本的なわびとかさびとかいうものを作って

きた。だけども，こういったわびとかさびとか

できるのも，では，日本だけでできたかという

と，私はそうは思わない。例えば，茶道なんて

いうのがございます。これは，ここから先は推

理小説だと思って聞いていただければいいの

ですが，千利休というのは秀吉に殺されるわけ

ですけれども，あれは「千利休がキリシタンだ

から」という説もあるわけであります。茶道の

様式と言うのは，あれは全てカトリックのミサ

の様式をそのまま取り入れているという説も

あります。ことほどさように我々が，これは私

たち固有の文化だ，日本人だからこれができた

のだと思っているものほど結構怪しくて，元を

たどればどこかから来ているものです。

ただ日本人の場合，これは何も証拠がありま

せんけれども，私の感じからするとそういうの

をうまく取り入れて，何か作っちゃうというの

はうまいのかなというのは，あるかなと思いま

す。そういえば，アンパンというのがあります。

あれは日本のあんこと，西洋から来たパンを一

緒にしたあんなにうまいものを作ってしまい

ます。すき焼きというのがあります。江戸時代

は牛肉を食べることは仏教の教えで禁じられ

ていました。だけど，明治維新以降，それを農

機具のすきの上で焼いて，それをすき焼きとい

うふうにしていった。アンパン，すき焼きとい

うことで，非常に日本の文化はそういった移入

して加工して，洗練化するというのは非常にす

ばらしいものがあるなというふうに思います。

もっとさかのぼれば，神仏習合なんていうのも

これは中国の人や，あるいはインド人もびっく

りするようなことばかりであります。

我々は非常にそういうことは自慢していい

のですが，これからのグローバル社会の中で，

では,相変わらずこれをやっているというので

よいのか。私が一番ショックだったのはユネス

コの色々国際会議で，まさに事務局の席に座っ

ていまして，そうすると色々と，例えばラポル

トゥールをやってくださいとか，ここのセッシ

ョンの司会はどの国にお願いしますとかやる

のですけれども，日本政府にお願いすると，い

やあ，英語は苦手だから他の国の人にやっても

らってというようなことが多くありました。さ

て,その国際会議の終盤に，いよいよ最終文書

の起草委員会等を開きます。起草委員会のメン

バーはそもそも自分から名乗りを上げた人や

地理的バランスを見て決めた国から事務局か
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ら指名したり，という事で決めるのですが，か

つて,起草委員会には参加せず,そこで出来上が

った最終文書案を事務局から入手し本国に送

付するという,要領のいい（？）日本の代表団

に遭遇したことがあります。さすがに，今は，

そんなことはなくなったでしょうけれども。日

本という国として発言して，グローバル社会に

貢献しようと思うのであれば，他の国と同様に

参加していただきたい。あるいは，もっと広く

いえば，他の国と一緒にルールを作っていくぐ

らいの気構えを持っていただきたいのです。外

国がこんなルールを作った,さあこれをどうし

よう，というのが今まで多かったと思うのです

けれども，これから国際社会というのはこうい

うふうに向いていかなくてはいけない，そのた

めにはこういったルールが必要なんだ，という

のを自分から持ち出すぐらいの気構えや発想

が必要なのではないかなというふうに思うわ

けであります。

ですから，繰り返しになりますけれども，グ

ローバル社会。一番初めにお見せしたのは経済

産業省のレポートでした。経済産業省でござい

ますから，当然日本の産業構造。あるいは我々

の生活，経済を守っていくためにはどうしたら

いいか，ということで，ああいう提言ができて

くるし，それは当然のことだと思います。しか

もこういったレポートが言っていることは，必

ずしも日本人それぞれが世界でバリバリ働い

て，稼ぎまくる企業戦士を養成することになる

のではないということだと思うわけです。

もっと言えば，先ほど来グローバリゼーショ

ンと言っていましたけれども，それがローカル

に対する影響。グローバルな地球温暖化ですと

か，農産物の自由化ですとか，そういったもの

がローカルに対してどういう影響を及ぼすか。

そういった時に，本当にローカルのことを自分

たちがどうやっていこうかということを考え

なくてはいけない。そういったことが，実はグ

ローバル化社会っていうのは，ここから先は私

の結論ですけれども，グローバル人材を育成す

ることが目的というよりも，こういった色々な

能力を持った人々が育って，グローバル社会に

対応していくことが重要だということが，私ど

もなりの結論でございます。どうもご清聴あり

がとうございました。

（拍手）

石井光夫教授（司会）:

ありがとうございました。自分のご経験，あ

るいは身近な例を引き合いに出され，色んな角

度からグローバル社会，あるいはグローバル人

材ということをお話いただいたかと思います。

予定のお時間お話いただきましたので，質問，

ご意見はまた後ほどの討議の時間にさせてい

ただきたいと思います。
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第20回東北大学高等教育フォーラム 平成26年5月16日

基調講演１ 配付資料 1

グローバル社会に求められるものグローバル社会に求められるもの

第20回東北大学高等教育フォーラム
平成26年5月16日

文部科学省参与 岩本 渉

１．グローバル人材とは？

２．ESDとは？

３．「学習：秘められた宝」

１．グローバル人材とは？

２．ESDとは？

３．「学習：秘められた宝」

１．グローバル人材とは？

（１）経済産業省

「社会人基礎力に関する研究会－中間とりまとめ－」

（平成18年1月20日）

1

多様な人々とともに仕事を行っていく上で必要な基礎的な能力とし
て、下記を提言。

・チームで働く力：発信力、傾聴力、柔軟性、状況把握力、
規律性等

・前に踏み出す力：主体性、働きかけ力、実行力

・考え抜く力：課題発見力、計画力、創造力
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第20回東北大学高等教育フォーラム 平成26年5月16日

基調講演１ 配付資料 2

（２）文部科学省中央教育審議会

「学士課程教育の構築に向けて（答申）」

（平成20年12月24日）

2

学士課程で育成する21世紀型市民の内容に関する参考指針とし
て、以下を各専攻分野を通じて培う学士力と挙げている。

・態度・志向性：自己管理力、チームワーク・リーダーシップ、

倫理観、市民としての社会的責任、生涯学習力

・知識・理解：他文化・異文化に関する知識の理解、
人類の文化、社会と自然に関する知識の理解

・汎用的技能：コミュニケーション・スキル、数量的スキル、

情報リテラシー、論理的思考力、問題解決力

・総合的な学習経験と創造的思考力

（３）「グローバル人材育成推進会議審議まとめ」

（平成24年6月）

3

グローバル人材の概念

・要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人としての

アイデンティティー

・要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力

・要素Ⅱ：主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性

・柔軟性、責任感・使命感

グローバル化：政治・経済・社会等あらゆる分野で「ヒト」「モノ」「カネ」「情報」が国境
を越えて高速移動し、金融や物流の市場のみならず人口・環境・エネ
ルギー・公衆衛生等の諸課題への対応に至るまで、全地球的規模で
捉えることが不可欠になった時代状況。

（1）ＥＳＤに関する我が国の取組

 2005年 内閣官房に関係省庁連絡会を設置

 2006年 DESD国内実施計画を策定

 2011年 DESD国内実施計画を改定

基本的考え方（国内実施計画）

ＥＳＤは、持続可能な社会づくりの担
い手となるよう個々人を育成する教育。

特に、

・人格の発達や、自律心、判断力、責任
感などの人間性を育むこと。

・個々人が他人との関係性、社会との関
係性、自然環境との関係性の中で生き
ており、「関わり」、「つながり」を
尊重できる個人を育むこと。

環境教育

エネルギー
教育

国際理解
教育

世界遺産や
地域の文化財等
に関する教育

その他
関連する教育

ESDの基本的な考え方

知識、価値観、行動等

気候変動

防災教育

生物多様性

環境、経済、社会
の統合的な発展

4

２．ESDとは？
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基調講演１ 配付資料 3

【ESDの視点に立った学習指導の目標】
教科等の学習活動を進める中で、
「持続可能な社会づくりに関わる課題を見いだし、

それらを解決するために必要な能力や態度を身に付ける」ことを通して、
持続可能な社会の形成者として
ふさわしい資質や価値観を養う。

ＥＳＤにて育みたい力

○持続可能な開発に関する価値観 （人間の尊重、多様性の尊重、非排他性、機会均等、環境の尊重等）
○体系的な思考力（問題や現象の背景の理解、多面的かつ総合的なものの見方）
○代替案の思考力（批判力）
○データや情報の分析能力
○コミュニケーション能力
○リーダーシップの向上

5

【持続可能な社会づくりの
構成概念】（例）
Ⅰ 多様性
Ⅱ 相互性
Ⅲ 有限性
Ⅳ 公平性
Ⅴ 連携性
Ⅵ 責任性 など

【ESDの視点に立った学習指導で重視する
能力・態度】（例）
① 批判的に考える力
② 未来像を予測して計画を立てる力
③ 多面的、総合的に考える力
④ コミュニケーションを行う力
⑤ 他者と協力する態度
⑥ つながりを尊重する態度
⑦ 進んで参加する態度 など

出典：「学校における持
続可能な発展のための
教育（ESD）に関する研
究 最終報告書」
（平成24年 国立教育
政策研究所）

キー・コンピテンシー（ＯＥＣＤ、２００５）※

社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活用する能力
○言語、シンボル、テクストを活用する能力
○知識や情報を活用する能力
○テクノロジーを活用する能力

多様な社会グループにおける人間関係形成能力
○円滑に人間関係を構築する能力
○協調する能力
○利害の対立を御し、解決する能力

自律的に行動する能力
○大局的に行動する能力
○人生設計や個人の計画を作り実行する能力
○自らの権利、利害、責任、限界、ニーズを表明する能力

※ ＯＥＣＤがグローバルに通用する資質・能力として提

唱。単なる知識や技能だけでなく、特定の文脈の中で複
雑な要求に対応することができる力。

6

◎批判的思考力

（1）収集した情報を明確化し、

（2）隠れた前提、推論の土台となる根拠や証拠を吟味し、

（3）論理的・分析的推論によって適切な結論を導き、

（4）最終的に、行動決定や問題解決を行い、発言する、

文章化する。

楠見孝：「批判的思考力」と大
学教育
「IDE 現代の高等教育」
No.560（2014-5）

7
出典：平成24年度ユネスコスクールアンケート

（２）ユネスコスクールアンケート

Q． ESDを通じて育てたい資質や能力を明確にし、自

分で、あるいは協働して、問題を見出し解決を図っ
ていく学習の過程を重視した教育課程を編成する
よう努めましたか。

した, 80%
(356)

しなかっ

た, 20%
(89)

Q．総合的な学習の時間を中心とした教科横断的な指

導計画を立てるなど、指導内容を適切に定め、さらに

指導方法の工夫改善に努めましたか。

した, 85%
(381)

しなかった, 
15%
(65)
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（３）総合的な学習の時間と学力の相関

出典：国立教育政策研究所

8

9

10
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（ユネスコ「21世紀教育国際委員会」,1996年）

11

３．「学習：秘められた宝」

学習の四本柱

1）知ることを学ぶ

2）為すことを学ぶ

3）共に生きることを学ぶ

4）人間として生きることを学ぶ

ご静聴ありがとうございます

iwamoto@mext.go.jp

日本ユネスコ国内委員会Webサイト http://www.mext.go.jp/unesco/
日本ユネスコ国内委員会Facebook http://www.facebook.com/jpnatcom
ESD Facebook  https://www.facebook.com/esd.jpnatcom
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基調講演２：東北大学におけるグローバルリーダー育成の取組

東北大学副理事 / グローバルラーニングセンター長

山口 昌弘 教授

［講師紹介］

石井光夫教授（司会）:

引き続きましてお二人目の基調講演をお願

いしたいと思います。東北大学副理事の山口昌

弘教授にお願いしたいと思います。山口先生，

お手元にございますように理学部の教授であ

られますけれども，東北大学グローバルラーニ

ングセンター長という職で，本学でも，今，目

玉になっています，先ほど理事からもお話がご

ざいました，グローバルリーダー育成プログラ

ムというのを推進している。あるいはその他の

様々な国際交流プログラムを責任者としての

立場で推進されている方でございます。

本日は，「東北大学におけるグローバルリー

ダー育成の取組」という題で，東北大学のそう

したプログラムの紹介，あるいは先生のお考え

になるグローバル人材ということをお話いた

だきたいと思います。

では，山口先生，お願いします。

（拍手）

山口昌弘教授：

皆さんこんにちは。ただいまご紹介いただき

ました東北大学の山口です。石井先生からご紹

介いただきましたように，私は理学部，実はそ

の中でも物理，素粒子理論というのをやってお

りまして，その意味ではただいまの岩本先生に

は，非常に奇遇だなと思っております。岩本先

生が先ほど一番冒頭に B ファクトリー，KEK
での B ファクトリーに携わられていたという

ことなのですが，物理学というのが，100 年以

上前に大体理論と実験に分かれて，理論と言う

のは実験ができないやつがやるというような

感じなんですけれども，その B ファクトリー

というのはまさに何と言うんでしょうか，我々

の実験の方のパートナーのようなものです。あ

れがないと我々の理論ができない，といったと

ころでお金を取ってきて，それでちゃんと作っ

ていただいたということで，まさに恩人である

というふうに思った次第です。それがあって，

ご存知のように小林，益川というお二人がノー

ベル賞を貰ったのですけれども，それはまさに，

このことがあってということです。

さらにちょっとせっかくですので，付け加え

させていただきますと，先ほど岩本先生のお話

にありましたように，最初はアメリカが，「何

で日本がこんなの作るんだ」と。「うちの方，

アメリカの方が圧倒的にいいものができる」と
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言っていたのですが，最終的には KEK の方が

加速器の性能，測定器の性能，実験結果共にア

メリカを･･･別に国粋主義者ではありませんけ

れども･･･凌駕いたしまして，非常にいい成果

を収めたということであります。

こういった，素粒子物理学の実験，あるいは

理論研究もそうなのですけれども，国際的にや

るというのは当たり前のことになっておりま

して，その中で，例えば，日本で行われている

実験に日本人しか集まらないかというとそう

ではなくて，アジアの様々な国をはじめとして，

アメリカ，ヨーロッパ等，各国から来ます。さ

らに日本の研究者も，ある人はアメリカの方の

ところでやっています。この KEK のものにも

アメリカから参加している。そういったような

形で，国際協力と国際競争。それがなしにはも

う始まらないような世界になっております。

ちょっと前振りが長くなりましたけれども，

私はそのたまたま教育の国際交流をしなさい

と，花輪先生から，グローバルラーニングセン

ターという，このたびの今回の機構化に伴っ

て，･･･またこれは後ほど紹介しますけれど

も，･･･グローバルラーニングセンターのセン

ター長を仰せつかっております。そこで，東北

大学におけるグローバルリーダー育成の取組

についてご紹介させていただければというふ

うに思います。

東北大学の話に入る前に，少し周辺のことを

お話させていただければと思いますので，多少

岩本先生のお話と重複があるかと思いますけ

れども，ご勘弁ください。グローバルという言

葉は本当に色々なところで今出てきている言

葉ですけれども，特に文科省の施策の中でも，

「グローバル」と名前がついたプロジェクト，

補助金とかそういったものっていうのは多く

なっています。ここにあげましたのは，その典

型的なもので，一つ，2006 年から「グローバ

ル COE」。これは大学院の研究教育に関する，

世界トップレベルの教育研究拠点を作るとい

うことで，行われたものですけれども，それか

ら 2009 年「グローバル 30」と。これは，名

前を聞いたことがある方が多いかと思います

けれども，これは留学生 30 万人計画というの

がございまして，2020 年までにそれを達成す

ると。その一環でもあります。本学も採択され

て，留学生の受け入れ，特に英語だけで学位が

取れるようなプログラムの構築，そういったも

のを行っております。

2012 年から先ほどから紹介していただいて

いる「グローバル人材育成推進事業」というも

のが始まりました。今度は，日本人の学生のグ

ローバル化すると言いますか，教育のグローバ

ル化。あるいは海外への送り出しとか，そうい

ったもの。これについては後でお話したいと思

います。

一方，高校側で何がこれまであったかという

ことは，ちょっと完全には，私，整理してない

んですけれども，少なくとも，スーパー・グロ

ーバル・ハイスクールというような施策があり

まして，大学側もそれに協力するように，とい

う話が来ております。今，公募中なのですけれ

ども，「スーパーグローバル大学」。これは，色々

世間でも，例えば，世界ランキング 100 位以

内に 10 校入るとか，そういったような標語で

言われているようなものというのがあります。

これは，題名に「グローバル」と付いているも

のだけを拾ってきたのですけれども，もちろん

国際化，グローバル化に関連するような施策と

いうのは，これだけではなくて，様々な施策が

あるということです。

それはどうしてなのだろうか，と。もちろん

それは，グローバル化ということが，進展して

いるかということだと思うのですけれども，こ

こに写真であげたのは，これを典型的に表して

いるものだというふうに，私なりに思っている

ことです。グローバル化というのが，多分，一

番最初に･･････色んな本を読みますと・・・・・・

起こったのは大航海時代だというようなこと，

確かにこれはグローバル化の第一歩だと思う

のですけれども，その時代はさておいて，近年，
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最近の今のコンテクスト上でグローバル化と

いうことが言われるようになってきたのは，比

較的最近のことかな，と思います。特に，ベル

リンの壁の崩壊によって，東と西というふうに

分かれていた経済が，やはり世界規模で展開す

るようになった。それで，私は先ほど言いまし

たように，素粒子の研究者で，社会学者でも国

際教育の専門家でもないので，かなり多分，必

ずしも正確な表現とかそういったものを使っ

ていないとは思いますけれども，私見というこ

とでお許しいただければと思います。ベルリン

の壁崩壊，やはりその頃から人々の流動性が高

くなってきたな，と感じます。典型的には飛行

機代が安くなったという感じをものすごく受

けております。

それともう一つ，どうしても忘れてはいけな

いのは，情報通信革命といったことが起こって

います。現象としてこういうことが起こってい

る。これがインデペンデントなのか，僕はかな

り相互に関係しつつ起こっていると思うので

すけれども，まず，こういった現象があるとい

うことです。その中でグローバル化ということ

をどう定義するかというのも，これもかなり多

岐に渡っての定義があると思うのですけれど

も，狭義には，こういう経済や人々の往来のグ

ローバル化，全球化ですね。地球全体に渡った

もの。あるいは一つの現象が瞬時に地球の裏側

に，地球の全体に影響を与えると，そういうこ

とが起こるようになってきたと。そういうこと

がグローバル化だと思います。

それに加えて，広義にはどこまで広げられる

かというのは色々ありますけれども，私自身は，

さらにそれに情報通信革命が起こって，それに

よって，インターネットでいつでも情報が得ら

れる。これは私自身が外国に出た時はそんなも

のはありませんでしたので，日本の情報を得た

いと思ったら，どこかに行って日本の新聞を買

ってくるなり，あとは短波ラジオで聞くなり，

そういったことをする以外になかなか日本の

情報なんて入ってこなかった。今はいたるとこ

ろで手に入るという状況になっている。それか

ら，急激な技術革新が起こっている。これも一

見関係ないように見えるのですが，きっと関係

するんだと思っています。

というのは，私の研究分野の話で申し訳ない

のですが，例えば自分が研究を始めた，研究者

として独立し始めた 1990年前後の頃というの

は，例えば，外国の研究と自分の研究が 1 ヶ月

ぐらい差があったとしても，それは船便で，例

えばプレプリントが送られてくるとか，そうい

ったのが普通でしたので，多分，インデペンデ

ントだ，これは独立した研究だというふうに認

められる要素があったのですね。ところが，今

は，あっという間に世界を研究成果が駆け巡り

ます。なので，１ヶ月遅れるなんていうのはあ

りえない。それが同時にインデペンデントに見

つけたなんてありえない。数日遅れたら，もう

順番付けられます。だから，世界で誰かが最初

に見つけてしまったら，次はもうそれを追いか

けるしかない立場になります。そうすると，一

つのことに参加しているプレイヤーの数がも

のすごくなります。そういったことがありまし

て，やはりこれはグローバル化の狭義の意味で

のグローバル化が技術革新に影響を与えてい

ると。

そういった意味では，また急激な社会変化が

起こります。例えば，リーマンショック。アメ

リカで起こったことがすぐに日本に影響を与

えるという，そういったことを通してみても，

そういう時代なのだろうなというふうに感じ

ております。

それをちょっと区別する意味で，今日はこれ

が正しい表現かどうか分かりませんけれども，

そういう現象まで含めて，グローバル時代とい

うふうに呼ばせていただいて，狭義の意味での

グローバル化とちょっと区別したいというふ

うに思っています。このグローバル化というの

は，単なるフェノメノン，一過性の現象だとは

思えない。おそらくこれは新しい文明なんだと，

大きく言えば捉えられるかと思います。つまり，
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産業革命に続いて起こった時代の大きな流れ。

それをこの情報通信革命の方から，グローバル

化という方向から話をするかというのは別に

しても，今は非常に時代が変わってきていると

いうことは確かなんだろうなというふうに思

っております。

一方，日本はということなのですが，よく言

われる失われた 20 年。そして，もちろんそう

している間に中国が台頭して。エネルギーがも

ともと乏しい上に少子高齢化，こういう非常に

ネガティブな言葉をちょっと並べましたけれ

ども，そういった現象が起こっています。それ

にも関わらず，僕には，過去の成功への郷愁と

か，それがゆえの現状維持への大きな慣性力が

働いて，なかなか動けない。そういうふうに，

この日本が見えてしまう。

さらに，最近言われていることですけれども，

若者が内向き思考である。明らかにグローバル

化，あるいはグローバル時代への対応がこの国

は遅れているんじゃないかという心配をする

わけです。それで，色々言われているのが，お

そらく手遅れになる前に，グローバル化への対

応をしなくてはいけないんじゃないかと。それ

がすなわち，「グローバル人材育成」というこ

とではないかと，私は私なりに考えております。

それで，グローバル人材と言った時に，これ

もまた様々人によって定義が違っておりまし

て，私自身も話している時にぐらぐらするとこ

ろがあるんですけれども，例えばグローバル人

材，グローバルに活躍する人材というふうに言

ったとしても，それは狭義のグローバル社会，

グローバルに地球規模で色んなことが起こっ

ていると。それに対応できるような人なのか。

あるいは，今，言いましたある時代の変化が起

こっている。その時代において活躍できるとい

う人材を指しているのか。これは多分そのコン

テクストによって話す人とか色んなことによ

って違っているんだなというふうに感じてい

ます。それによって，それが何を指すかによっ

て，その後導かれる結論なり，どうしなくては

いけないのか，そういったことがやはり違って

くるというふうに感じるわけです。

それでこの，ただグローバル人材，例えどち

らの意味であったとしても，グローバル人材イ

コール＝英語なのか。確かに英語は大事なので

すが，英語のできる人材だけではない。それだ

けではないということは，どうも色々な方の意

見とか，色々なものを見ているとそういうふう

に考えられますし，私自身そう思います。例え

ば，ということで，これは岩本先生が挙げられ

たものと同じになっていますけれども，例えば，

「グローバル人材育成推進会議」でのグローバ

ル人材の定義の中に，どういったものが入って

いるかということを見てみますと，もちろん，

学力，コミュニケーション能力，これは出てき

ます。要素としての第 1 に出てきますが，それ

だけではない。主体性，積極性，チャレンジ性，

協調性，柔軟性，責任感，使命感。そういった

ものを持っていなくてはいけないということ

が出てきます。そして異文化に対する理解だけ

ではなくて，日本人としてのアイデンティティ。

つまり，自分というものは何であるかというこ

とをしっかりと確立した上で，他者と関わって

いくと。自分を持ちながら，多様性を認めてい

くと。そういった態度ですね。そういった知識

と態度。そういったものが求められている。何

かこうこれを見ると，本当にスーパーマンのよ

うな感じがするんですけれども，少なくとも方

向性として，やはりこういったことを考えなが

ら，色んな施策を作っていく時もそういったも

のを考えながらやっていかなくてはいけない

んだろうな，というふうに思うところです。

こういった前置きのもとに，東北大学でどう

いう取り組みをしてきたか。これは，非常に長

い歴史と言いますか，ここでは三つだけあげさ

せていただいていますが，当然グローバル人

材，･･･あるいはグローバル人材という言葉で

はなかったかと思いますけれども･･･様々な意

味で，こういうコンセプトで，人材を育成する

ということをやってきております。ここでは，
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ごく最近，ここ数年間にやっている取組につい

てご紹介させていただきます。

なお，大変申し訳ないことに，このスライド

は昨日の夜とか今朝ぐらいまで作っていまし

て，レジュメとしてお配りすることはできなく

て申し訳ないと思っております。ただ，我々の

東北大学のグローバル人材の育成の取り組み

について，こういう冊子を作ってありまして，

それに今日お話しするいくつかのことは盛り

込まれておりますので，ぜひ，後ほどご覧いた

だければというふうに思います。

一つは，先ほどから紹介いただいております

「グローバル人材育成推進事業」です。今年が

年度で言いますと３年目を迎えている取り組

みです。二つ目，……これは時系列で並べてい

ますが，……二つ目が里見総長，本学の総長の

名前を冠しました「里見ビジョン」におけるグ

ローバル人材育成の位置付けということでご

ざいます。最後，これも非常に重要な出来事だ

と思っていますが，高度教養教育・学生支援機

構の設立といったこと。こういったようなこと

を最近の重要なイベントとして，東北大学で行

っているということです。

最初に，里見ビジョンにおけるグローバル人

材の位置付けをちょっとお話させていただき

たいと思います。これは本学の里見先生，総長

になられて１年たった時点で，今後，任期の間

にどういった大学を作っていきたいかという

ことで，５年後の姿を七つのビジョンという形

でまとめて，さらにそこに重要な施策と，そし

てそれにいたる工程表を付けるということを

やったものであります。この全体的なイメージ

としましては，東北大学は里見総長になられて，

ワールドクラスへの飛躍ということと，やはり

東日本大震災の中心にある大学として，被災地

の中心にある大学として，復興，新生への先導

を行うと。この二つを目標に掲げました。それ

で，そこにいたる道筋として，東北大学をここ

にありますように世界に開かれた知の共同体

として作っていくのだと。そして，ゴールを目

指すというような位置付けで考えております。

七つのビジョンと申しましたが，その「ビジ

ョン１」として，こちらに学生が国際社会で力

強く活躍できる人材へと成長していく場を，こ

の大学が創出しますということでうたってい

ます。「ビジョン２」以降は研究，それから復

興への取り組み。そういったところになってい

くわけです。その「ビジョン１」のさらに，こ

れをどういう重要な施策で進めていくかとい

うことで，三つの大きな重要施策をあげていま

す。

一つは，グローバルリーダーを育成するため

の教養教育の充実，それを核とする教育全体の

改革ということを唱えています。後ほど説明し

ますが，「高度教養教育」というちょっと耳慣

れない言葉かもしれないのですけれども，そう

いったことを力強く推進していきたい。そのた

めの組織改革をします。実際に組織改革をしま

した。この半年で組織改革をして，新たな歩み

を進めています。

２番目にあげているのが，グローバルな就学

環境の整備。これは，一つには留学生の受け入

れを促進。今，東北大学には去年の１年間を通

じて，留学ビザを持っている学生，持っていな

い学生全部を合わせますと，約 1,900 人の学生

がきています。東北大は，学部，大学院を合わ

せて約 18,000 人なのですけれども，10％ぐら

いは何らかの形で短期，あるいは長期に渡って

いる留学生になっています。そういったことを，

さらに拡充していきたい。今，目標としている

のは 2020 年までに 3,000 人です。長期的にこ

れを倍増していくということを考えています。

もう一つが本学の学生の海外留学，国際体験

の促進。そして異文化への理解，実践的なコミ

ュニケーション能力の養成。そういったことを

進めたい。これはまさにこれからお話しますが，

グローバルリーダー育成プログラムというも

のと関わる部分でございます。

そして，３番目に学生支援の充実強化という

ことで，単に授業だけではなく，学生がしっか
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りした課外活動，それから私生活を含めてしっ

かりした生活ができるようなサポートをした

いということです。次に，ここにありました高

度教養教育ですね。そのことについてお話させ

ていただきたいと思います。東北大学は，ここ

にもありますように大きな目標として，国際社

会で力強く活躍できる人材へと成長する場を

創出しますと。まさにグローバルリーダーを作

る，育成するということを教育の柱に据えまし

た。じゃあ，そのために教養教育の組織を再編

するということを行ったわけですが，では，ど

ういう人材を作りたいんだということがなけ

れば，どういう組織を作って，誰が集まってき

て，どういうプレイヤーがそこに関与すべきか，

ということができないわけですね。それで我々

が考えたものというのは「六つのキーコンピテ

ンシー」と呼んでいますが，六つの主要な能力。

そういったものとして，次の六つということを

考えました。これは先ほど花輪先生から紹介が

あったことですけれども，一つはもちろん「専

門力」。研究型の総合大学として，高い専門力

を身に付けていくというようなこれまでもあ

ったことですし，これからも東北大学はそれを

捨てません。次に，「鳥瞰力」です。これは，

これだけ色々なことが早く動いていくような

世の中にあって，一つの専門だけにこだわって，

そこを深くつめること，それは非常に重要なん

ですけれども，様々な角度から，では，いった

いこれはどういうふうになっているのだろう

かということを見る力。そういう鳥瞰力という

のを養っていきたいということを考えていま

す。そして，「コミュニケーション力」。これが

先ほどのグローバル人材の定義の中にも入っ

てきたところですけれども，そして「問題発見，

解決力」。そういったものですね。この辺に対

する取り組みというのは決して大学だけのこ

とではございませんで，主体的に学ぶという，

そういった学びの転換の部分から含めて，高大

で連携しながらやっていくことだというよう

に思っております。５番目は「異文化，国際理

解力」。この中には自分の文化を理解するとい

ったことも入って参ります。そして「リーダー

シップ力」。その六つに分類しまして，これを

強化していくための取り組みをしたいと。それ

で，ひとつここに奇妙な高度という名前がつい

ているわけです。

高度教養教育。教養教育というのは大学で最

初の２年間ぐらいは教養教育をやります，とい

うことでおなじみだと思いますが，これを変え

たいということです。さらに，高度には二つ意

味があるのですけれども，一つは高年次までの

提供。１，２年生でもう教養教育は終わりです。

その後は専門教育です，という話にはしません。

３年生になって，４年生になって，専門を勉強

しつつ，そこでより専門が分かった上で，学際

的なことを勉強していく。そういったこともで

きる。あるいは，今，色々なことで研究者の倫

理ということが問われているわけですけれど

も，そういったものというのもやはり，大学１

年生に話をして分かる部分と，大学院に入って

通じる，分かる部分っていうのはやっぱりある

と思います。それぞれの年代に応じて，教育を

していきたいと。

教養教育を施していきたいという考え方と，

もう一つがここにあげました，教育内容の高度

化ということ。そして，方法の高度化。これに

は主体的な学びとかそういったことが入って

くるということでございます。そういったもの

を，新たな教養教育のモデルとして東北大学は

作っていきたいということです。そのために何

をしたかということですが，そういうグローバ

ルリーダーを育成する。

実は，そういったファンクションは，東北大

学は色んなところで持っておりました。例えば，

高等教育開発推進センター。これは全学教育に

関しても非常に強く推進されていたところで，

さらにこの中に入試センター。これは入試だけ

をやっているわけではなくて，高大接続から入

試，そういったことも全部やられているところ

なわけですけれども，そういう色んなファンク
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ションを持っている部署が色んなところに散

らばっていたわけです。それを，こういった高

教センター，それから国際に関わるものも実は

乱立してばらばらになっておりました。国際教

育，海外に学生を送り出したり，あるいは学生

を受け入れたり。そういったプロジェクトとい

うのはばらばらにやられていたと。それからこ

れは博士人材に対するキャリア，あるいはリー

ダーシップをサポートするようなところなの

ですけれども，これも独立してやっていた。と

いうようなことがありまして，これをそういう

プレイヤーを結集するという形で，新たな高度

教養教育・学生支援機構というのを作りまして，

この４月から動き始めたところです。私自身は，

この三つのセンターを統合した新たな「グロー

バルラーニングセンター」というのを作りまし

て，そこをまとめることを仰せつかっておりま

す。今，急ピッチでこのシステムを構築してい

るというところです。

さて残りの時間で，「グローバル人材育成推

進事業」についてお話させていただきたいんで

すけれども，これは文科省のグローバル人材育

成推進事業，５年間の事業で，全学推進型 11
大学，特色型 31 大学を選定しました。東北大

学は全学推進型に選ばれています。目的は日本

人学生の内向きを打破。語学力の強化とか，海

外留学の促進。グローバル人材の育成というこ

となのですけれども，東北大学の取り組みとし

ては，どういった人材像，どういった学生を育

てたいかと言いますと，グローバル，かつ，予

測困難な社会を牽引して産学官の様々な分野

で課題に果敢に挑戦し，新しい価値を創造でき

るような指導的人材ということで，これは先ほ

どの高度教養教育・学生支援機構の理念にも重

なるんですけれども，私が最初に定義しました

グローバル時代ですね，新たな時代を切り開い

ていく，先導していくような人材を育てたいと

いうこと。理念としてはそういったものを掲げ

ております。

学部の学生を対象に，グローバルリーダー育

成プログラムということを，今，やっておりま

す。これは，この TGL プログラムの概念図で

すが，これとちょっと，若干違う絵がパンフレ

ットにございますけれども，学部対象の登録制

の教育プログラムになっています。昨年度から

開始していますが，現在約 1,000 名の登録者が

います。１，２年生が多くて，１年生，２年生

ともに約 400 名ずつ登録してやっております。

アイディアとしては対外研鑽を中心として，語

学力，コミュニケーション力，国際行動力。そ

ういったものを身に付けていく，総合的なプロ

グラムを作っております。これは，私としては，

教養教育の再編の中でのパイロットプログラ

ムというような位置付けをしております。

これは色んな人に注目されるんですけれど

も，その一つ面白いことは，正課の授業と，課

外の活動を両方とも認めていくと。それを取り

入れていくと。そうすると単位という概念がな

かなか使えないので，ポイントという概念を使

って，「ポイントを貯めてもらうと何とかカー

ド」みたいな感じですけれども，貯めてもらう

というような形でやっております。それで，修

了者の認定として，修了証の授与とか，グロー

バルリーダーの認定ということを行っていま

す。一つは具体の取り組みとしましては，･･･

ここに書いていますが，時間の関係上あまり言

いませんけれども･･･語学力に関しては，やは

り英語力って非常に重要だ。それだけではない

と言いましたけれども，英語力が重要だと思っ

ていまして，TOEFL-ITP でいうと 550 以上を

超える学生を 10％にしたいという，5 年以内

に 10％にしたいという目標を掲げています。

ただ，現在非常に辛い状況なのは，平均 480
点ぐらいです。これが 550 超えているのは 3％
ぐらいです。これを増やしたいのですが，聞く

ところによると，ITP で 480 から 500 まで上

げるのに 600 時間かかると。約 600 時間と言

われています。それは，1 日 1 時間勉強したと

しても 2 年間かかるということで，かなりきつ

いのですけれども。ここの 550 というのはど
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うして掲げているかというと，北米の大学に交

換留学で行きたいと思った時に，向こうから要

求される英語水準です。それは，つまり，北米

の大学にとってみれば，ここまで達してなけれ

ば，授業も何も分かりませんよ，というぎりぎ

りの数字なんですね。そこに何とか達させたい

ということで様々なことを行っています。

これがちょっと，後でまたお話しいただけれ

ると思うのでスキップします。そして国際教養

力。ちょっとこれは写真を見てもらった方がい

いかと思います。これは，国際共修授業として，

日本人と留学生が先ほど言いましたように，

1,900 人とかいます。それが，単にアイソレー

トしていたら，何も大学には意味がないと言っ

たらおかしいのですけれども，ただ隣に座って

いるだけでもましだと思うんですけれども，そ

うではなくて，インタラクションを持たせるよ

うに，いわゆるアクティブラーニング，課題解

決型授業に，留学生と日本人が共に入ってやっ

ていく。そういったことをやってみる。そうす

ると，すごく面白いことが起こります。日本人

は 15 週あるわけですけれども，その中で「さ

あやりなさい」と言われた時に，何かつまらな

い，何か几帳面に色々なことをやろうとする。

だけれども，留学生の方はもっとビッグピクチ

ャーで，色んな話をするのだけれども，なんだ

かんだ言ってもなかなか決まらない。というこ

とで，一つのものに対するアプローチが全然違

うということを学びます。だけど７週，ある程

度経つと，あと１ヶ月しかない，やらなきゃ，

ということになって，何かを始めると。そこで

何か違うアプローチを取っている人たちが，何

とか一つのものを作らないといけないという

ことでやり始めると，非常に面白い。こういっ

たプログラムをやっています。それから，グロ

ーバルキャリアセミナーとか，海外研修。そう

いったものに力を入れています。

東北大学は，これはグローバル人材育成推進

事業の前から，相当前から主体的な行動力を養

成するということで，１年生ほぼ全員に基礎ゼ

ミというのを開講しています。最初，入ってき

た１セメですね。そこで行動する学習，主体的

な学習，多様な観点からの思考ということをや

ってもらうために，平均 15 人程度の非常に小

さいクラスを作って，そこで課題解決型の学習

をするということをやっています。

最近，去年からですけれどもこれは 1 セメで

すが，秋学期もやりたいという声が非常に多か

ったので，展開ゼミと称してこれの発展版とい

うのをやっているというところです。そして，

海外留学の促進です。東北大学のストラテジー

は，短期の国際体験。これは３週間とか５週間

ぐらいでいいんですけれども，１ヶ月ぐらい。

それに参加して，それによって，それを増やす

ことによって，より長期の経験に向かってもら

うと。そういうストラテジーで現在取り組んで

います。その短期のものをスタディーアブロー

ドプログラム，短期学生海外派遣研修というこ

とで行っています。この写真は里見総長ですけ

れども，非常にこの短期の派遣プログラムに対

して理解があります。サポートを得ながら，こ

れは年次でどのくらい伸びたかというと，この

１，２年で非常に数が増えています。まだまだ

全体の人数の中では，少ないのですけれども，

1 学年に 2,400 人いますので，その 10％強し

か送れていないんですが，これをどんどん増や

していきたいというふうに考えているところ

です。

ちなみに,高大連携ということでありますの

で，実は大学に入る前に派遣するというプログ

ラムを今年作りまして，実施いたしました。３

月にカリフォルニア大学のリバーサイド校と

いうところなんですけれども，そこに AOⅡ期

で合格した学生さん。つまり，12 月頃ですね，

その時期に合格が決定している学生を対象に

して送り出しました。約 150～60 名ぐらいの

対象者がいるんですけれども，その中で 17 名

が今年参加しました。これは比にすると 10 分

の 1 なので，結構な割合でこのプログラムに参

加してもらったということです。これは私も数
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日付き添いましたけれども，かなり非常にアク

ティブにやっていました。こういった学生，東

北大学としてはこういう学生がコアになって

くれて，周りの学生に影響を与えてくれればい

いなというふうに思っております。

ちょっとだけお話させてください。これは，

我々が独りよがりのことをやっているのでは

ないということで，色んな企業にアンケートを

取りました。その中で，グローバル人材育成推

進事業の中で期待することとして，やはり課題

解決型の授業をしてほしいとか，外国語能力と

か，専門分野とか，プレゼンテーションを鍛え

てほしいというような声が聞こえています。そ

れから，これはちょっともう時間がないのでス

キップしますが，東北大学の学生に意識調査を

しました。そうすると，グローバル人材になる

ために何をやっているかということを聞いて

みると，これは細かいことが読み上げませんが，

TGL プログラムの学生が青です。それから普

通の登録していない学生が赤なんですけれど

も，明らかに TGL の学生の方が色んなことに

取り組んでいて，特に何もしていない学生とい

うのが非常に少ないというような結果が出て

います。少しそういった意味で，まあこれは学

習成果なのか，それともそういう学生がこれに

応募しているのかというのは，そこはよくわか

らないのですが，そういったプロファイルを持

っております。

すみません，まとめさせていただきます。や

はり，グローバル時代が到来していると。その

時代において活躍できるような人材を育てる

ということは急務であろうというふうに考え

ております。

ということで，紹介させていただいたような

プログラムを行っていますが，今後，またさら

に教育システムの改革とか，教育カリキュラム

とか，方法について普段の改善をしていきたい

というふうに考えております。

ちょっと延びてしまいました。どうもありが

とうございました。

（拍手）

石井光夫教授（司会）:

ありがとうございました。山口先生のお考え

になるグローバル時代の人材育成というお話

から，後半は本学のグローバル人材育成につい

ての取り組みを，色んなプログラムの紹介とい

うことからお話いただきました。語学だけでは

ない，色んな授業活動からの人材育成プログラ

ムによるアプローチということであったかと

思います。

ご質問は後の討議の時間にさせていただい

て，ここでちょっと休憩を挟みたいと思います。

10 分間ご休憩いただいて，それからお三方の

先生の現状報告ということにさせていただき

たいと思いますので，47 分。ちょっと中途半

端ですが，47 分再開ということで，休憩を取

らせていただきます。ではいったん休憩です。
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東北大学における
グローバルリーダー育成の取組

山口 昌弘
東北大学
副理事（国際交流担当）
総長特別補佐（教育国際交流担当）
高度教養教育・学生支援機構
グローバルラーニングセンター長

第20回東北大学高等教育フォーラム
グローバル人材の育成に向けて

2014年5月16日＠仙台国際センター

今「グローバル」花盛り

文科省「グローバル」プログラム

大学 高校

2006～ グローバルCOE （GCOE)
12拠点

2009～ グローバル30 （G30)
採択

2012～ グローバル人材育成 （GGJ)
全学推進型

2014～ スーパーグローバルハイスクール（SGH)
スーパーグローバル大学

（公募中）

他にも多数の関連するプロジェクト

グローバル時代の到来

ベルリンの壁崩壊（１９８９）：

地球規模での経済活動が加
速

地球規模での人々の流動性 情報通信革命

グローバル化：
（狭義）経済や人々の往来のグローバル化（全球化）
（広義）上記に加えて、

情報通信革命＋急速な技術革新＋急激な社会変化 （グローバル時代）

グローバル化（国際化）は新しい文明 （ライシャワー）
産業革命に続く時代の大きな流れ

一方 日本は。。。

失われた20年 経済の失速

新興国の台頭によるシェアの縮小

エネルギー・資源小国

少子高齢化の急激な進行

内向き志向

「グローバル化」への対応の遅れ

過去の成功への郷愁

現状維持への大きな慣性力

手遅れになる前に
グローバル化への対応を！＝グローバル人材育成

グローバル人材の定義の色々

○「グローバル人材＝グローバルに活躍する人材」といっても

１．狭義のグローバル化社会において活躍する人材
という意味だったり

２．「グローバル時代」において活躍する人材
という意味だったりする。

いずれにしても グローバル人材＝英語のできる人材 ではない。

○たとえば、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材育成推進会議（2011年）での
グローバル人材の定義

要素Ⅰ：語学力，ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力
要素Ⅱ：主体性・積極性，チャレンジ精神，協調性・柔軟性，責任感・使命感
要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人としてのｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ

東北大学の取組

１. グローバル人材育成推進事業 （2012.10～）

２．里見ビジョンにおけるグローバル人材育成の位置付け
（2013.8）

３．高度教養教育・学生支援機構の設立 （2014.4）
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里見ビジョン(2013年8月公表）

今後5年間（2013年～2017年）で目指すべき東北大学のあるべき姿
（7つのビジョン）とその実現の柱となる施策や工程表

7

里見ビジョン 7つのビジョン

8

Vision1（教育） 重要施策

① グローバルリーダーを育成するための教養教育の充実
を核とする教育改革

• 現代的課題に挑戦する先端的で創造的な高度教養教育の確立・展開

• 創造的探究心と多元的・相対的な思考力及び多様な価値観を育む専門教育と
教養教育の有機的連携

• 学生の学ぶ意欲を刺激する、国際通用性の高い教育システムの開発

• 全学的教育・学生支援体制の戦略的再編

② グローバルな修学環境の整備
• 外国人留学生の戦略的受入れと修学環境の整備

• 本学学生の海外留学と国際体験の促進

• 異文化の理解と実践的なコミュニケーション能力の養成

③ 学生支援の充実・強化
• 学生への経済的支援制度の再構築・拡充と学生寄宿舎の整備・儒実

• ハラスメント対策の徹底とメンタルケアの充実

• 進学・就職支援の充実・強化

• 課外活動支援の拡充

9

高度教養教育・学生支援機構の設立
（2014．４～）

グローバルリーダーを育成するために教養教育組織を再編

東北大学が育てるグローバルリーダー
6つのキー・コンピテンシ―
①専門力 ②鳥瞰力 ③コミュニケーション力 ④問題発見・解決力
⑤異文化・国際理解力 ⑥リーダーシップ力

＜東北大学が目指す高度教養教育＞

《教育内容と方法の高度化》と《高年次までの提供》

具体的には，

1. 現代的課題に挑戦する精選された授業科目群の開発と提供，

2. 高大接続から，学士課程・大学院課程９年間を見据えた授業科目の配置，

3. 専門教育と連携して専門分野の壁を越えた素養と「鳥瞰力」を育成，

4. 国際共修や異文化理解プログラム・海外研鑽プログラムを通じ グローバルな視
点と理解力を育成，

5. 行動力とリーダーシップを備えたグローバルリーダーを育成，

グローバルリーダーを育成するセンター等が結集

高度教養教育・学生支援機構の設立
（つづき）

高度教養教育・学生支援機構

高等教育開発
推薦センター

国際交流
センター

国際
教育院

グローバル
ラーニング
センター

高度イノベ
博士人材
育成センター

教養
教育院

グローバル人材育成推進事業

文科省「グローバル育成推進事業」（2012～2016） 5年間の事業
 全学推進型 11大学 特色型 31大学 を選定

目的：
 日本人学生の内向きを打破
 語学力の強化、海外留学の促進
グローバル人材の育成

東北大学の取組

全学推進型として採択

育成する人材像：
グローバルかつ予測困難な社会を牽引し、産学官の様々な分野で、
課題に果敢に挑戦し、新しい価値を創造できるような「指導的人材」
（「グローバル時代」を先導する人材）

学部学生対象に「東北大学グローバルリーダー育成プログラム」を実施
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東北大学グローバルリーダー育成
プログラム（TGLプログラム）

13

 グローバル人材育成推進事業（全学型）に採択（2012年～）
 学部生対象の登録制教育プログラム（2013年4月開始、現在約1000名登録）
 海外研鑚を中心に語学・コミュニケーション力、国際教養力、行動力を鍛える
 教養教育再編のパイロットプログラムとしても位置付け

行動力

海外経験

国際
教養力

語学力・
コミュニ

ケーション力

専門基礎力

正規授業と課外の活動
ポイント制の導入

修了者の認定
TGL修了証の授与
グローバルリーダー認定

TGLプログラムでの取組

語学力・コミュニケーション力養成
 実践的英語力の強化（TOEFL-ITP550以上の学生を10％に！）

 実践英語授業の拡大（全学教育）やアカデミック・イングリッシュ(専門教育）
 学生の英語学習の時間確保が課題（TOEFL-ITP 480550には約600時間必要）

 論理的思考力・書く力・プレゼン力の向上(日本語・英語）

国際教養力養成
 国際共修授業などを通じた異文化理解

 異文化・自文化理解のための授業 等

行動力養成
 課題解決型/探求型学習の充実 基礎ゼミ 展開ゼミ

 キャリア教育(アカデミック/ビジネス）

 様々な課外活動（震災ボランティア活動等）の奨励 等

海外研鑽
 1か月程度の短期海外派遣プログラム（Study Abroad Program等）の充実

 6か月～1年の交換留学や国際インターンシップの拡大へ 14

こんなプログラムを提供
ほんの一例です

英語⼒強化プログラム

グローバルキャリアセミナー 短期海外研修(SAP)＆ 交換留学

国際共修授業

16

海外留学の促進

• 交換留学（協定校への留学）

• ダブルディグリー/共同教育プログラム

短期国際体験・研修
（３～5週間）

短期国際体験・研修
（３～5週間）

中～長期派遣留学
（数ヶ月～２年）

中～長期派遣留学
（数ヶ月～２年）

• 短期海外派遣研修：

Study Abroad Program （SAP）

30 44
81 83

121 145

280
310

0
50

100
150
200
250
300
350

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

SAP参加者数

17

Tohoku University &
High School Bridging Program

国立大学初
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社会からの期待

課題解決型授業や
実践的な語学⼒
の修得に期待

課題解決型授業や
実践的な語学⼒
の修得に期待

グローバル⼈材育成事業の中で期待すること

調 査 名： 東北大学グローバル人材の育成・採用に関する調査
調査期間： 2013年7月1日～7月30日
回答企業： 185社

82.1%

72.6%

28.4%

63.2%

52.6%

7.4%

25.3%

1.1%

7.4%

49.5%

39.9%

10.9%

17.5%

17.2%

0.9%

10.3%

0.9%

31.7%

大学の授業以外で外国語の資格を受験した

外国語の勉強を始めた

海外勤務ができそうな企業・機関に就職しようとしている

留学や海外語学研修、海外ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱなど、海外経験を積んだ

留学生との交流・異文化交流をしている

G30等で提供している英語で教授する授業を積極的に受講

国際教養力を身につける授業を積極的に受講した

その他

特に何もしていない

グローバル⼈材になるためにしていること

TGL生
非登録者

TGL学⽣は意識が⾼い

東北⼤⽣の意識調査（2013）

まとめ

○ 「グローバル時代において活躍する人材＝グローバル人材」
を育成することが教育の急務

○ 新たな時代＝グローバル時代の到来
経済や人の往来のグローバル化（全球化）
＋情報通信革命＋急速な技術革新＋急激な社会変化

○ 東北大学のグローバル人材育成の取組
・グローバルリーダーを育成することを教育の目標とし取組を加速

（里見ビジョン）
○これまでの取組：
・東北大学グローバルリーダー育成プログラム（TGLプログラム）
・教養教育組織の改編： グローバルリーダー育成に関わる組織が結集
○今後の課題：
・教育システム改革（国際通用性等）
・教育カリキュラム・方法の不断の改善
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現状報告者紹介

Daniel Eichhorst（ダニエル アイコースト）氏

Profile of Daniel Eichhorst
Daniel Eichhorst earned his Bachelor of Arts in English from Concordia College, Moorhead, MN; 
Degree of Occupational Proficiency in Electronic Data Processing from St. Cloud Technical College, 
St. Cloud, MN; Professional Education Certification in Language Arts/ESL from the University of 
Washington, Seattle, WA; and Master of International Management from Thunderbird School of 
Global Management, Glendale, AZ. He first came to Japan in 1982 and taught at a private English 
school for 2 years in Fukushima. Next, he worked 18 years as a full-time English teacher at Shokei 
Gakuin Junior & Senior High School in Sendai. During this time he received Japanese high school 
teacher certification and experienced being a homeroom teacher. In 2007 he started university 
teaching and has taught at private and public universities in Sendai. He is currently a senior assistant 
professor in the Institute for Excellence in Higher Education (IEHE) at Tohoku University
teaching communication and reading courses where he focuses on discussion and extensive reading,
respectively.

〔学歴〕

コンコーディア・カレッジ（ミネソタ州モアヘッド市）英文学士課程修了

セントクラウド・テクニカル・カレッジ（ミネソタ州セントクラウド市）

電子データ処理課程修了

ワシントン州立大学（ワシントン州シアトル市）英語教員免許取得課程修了

サンダーバード・スクール・オブ・グローバル・マネジメント

（アリゾナ州グレンデール市）国際経営学修士課程修了

〔職歴〕

1982 年初来日、民間英語学校（福島県福島市）講師(2 年間)
尚絅学院女子中学校高等学校（宮城県仙台市）専任教師(18 年間)

その間に日本の教員免許を取得し学級担任を務める。

2007 年より仙台市内の公立および私立大学講師

現在、東北大学高度教養教育・学生支援機構講師としてコミュニケーションおよびリー

ディング講義を担当。主な講義内容はディスカッションと多読。
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松井 徹朗（まつい てつろう）氏

1955年生まれ。北海道立旭川北高等学校教諭。

平成17・18年度，国立教育政策研究所より「教育課程研究指定校事業（外国語）」の指定

を受け，英語科主任として，新学習指導要領下で行う英語の授業のモデル及び評価法を

研究する。

その後，平成19年度より３年間，SELHi 研究指定校事業を受け，国立教育政策研究所から

の課題研究を継続する。研究内容は，

１．「英語で行うことを基本とする授業」の研究

２．「日本語を介さない読解力」及び「積極的に自分の考えを伝えようとする態度や表

現力」を育成する指導法の研究

３．生徒の学習意欲を向上させる評価方法の研究

現在，旭川北高校では，

１年「コミュニケーション英語基礎」「コミュニケーション英語Ⅰ」「英語表現Ⅰ」

２年「コミュニケーション英語Ⅱ」「英語表現Ⅱ」

３年「リーディング」

の科目で，コミュニケーション能力の育成を目指す「英語による授業」の研究・実践を

継続して行っている。

その指導法は，進学指導重視校の生徒だけでなく，生徒指導重視校の生徒の両者を含む。

高校現場で教鞭をとる傍ら，各都道府県の教育委員会や各教育研究団体が主催する英語教

員向けの講演及び授業体験型ワークショップの講師として，全国各地を回る。

日本英語検定協会（英検）派遣講師。
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東盛 敬（ひがしもり けい）氏

1960 年６月沖縄県コザ市（現沖縄市）生まれ

1986 年３月國學院大學文学部文学科 卒業

〔教員歴〕

1990 年９月沖縄県立北中城高等学校臨時的任用教諭（４ヶ月）

1991 年４月沖縄県立球陽高等学校教諭（３年間）

1994 年４月沖縄県立名護高等学校教諭（４年間）

1998 年４月沖縄県立那覇国際高等学校 <新設校> 教諭（５年間）

2003 年４月沖縄県立読谷高等学校教諭（６年間）

     沖縄県立読谷高等学校主幹教諭（２年間）

2011 年４月沖縄県立宜野座高等学校教頭（３年間）

2014 年４月沖縄県立辺土名高等学校校長（現職）（１年目）

〔主な教育活動〕

○ 国語の授業とコンピュータ （1992/4～1993/12）：研究委員

沖縄県教育委員会指定高等学校ＣＡＩ研究委員となり「国語の授業とコンピュータ」

を研究し，現代文の授業でワープロソフト「一太郎」を活用した。

○ 古典におけるコンピュータ活用（1997/10～1998/3）：

沖縄県立総合教育センター研修員

「和歌の表現世界を読みとる力を育てる学習指導」を研究・実践した。「①和歌の品

詞分解から単語への気づき，②反語や省略，修辞などの分析から作者の想いの読解，

③必要資料を画面に，瞬時に提示し『ソウゾウ』を広げ，和歌の表現世界を読みとる

力が向上」するようコンピュータを活用した。

○ シラバスについて（1997/3～1998/2～1999/3）：研究委員

教育内容等調査研究員会に属し，県内初のシラバス（高校国語）の調査・研究・作成

にあたり，那覇国際高校にて実践した。特に現代文と古典の各単元のパターン化を意

識して取り組んだ。

○ 沖縄県高等学校文化連盟弁論専門部（1998～1999）：専門委員長

○ 沖縄県立那覇国際高等学校オーストラリア海外研修計画・立案・実施（1988～2000）：

学年主任

○ 学力向上研究（2009/4～2011/3）：研究主任

「やる気から波紋する学習意欲向上～進路のしおり活用による進路指導を中心とし

た学力向上～」をテーマに「３年間持ち上がり・書き込み式」の進路のしおりを作成

し，その活用を通して学習意欲向上を促した。

○ 県立宜野座高等学校 H24 年度全日本学校関係緑化コンクール特選

「文部科学大臣賞」：教頭

○ 県立宜野座高等学校 H25 年度キャリア教育優良校「文部科学大臣表彰」：教頭
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〔その他の特記事項〕

○ 株式会社 FM 沖縄制作部（1986/9～1988/3）：アナウンサー

○ WooD House（1988/4～1990/9）：フリーアナウンサー

○ アメリカ語学留学（1989/3～1990/2）：UC カリフォルニア，

UC テキサス，UC フロリダ

○ 沖縄空手道上地流山会２段（2005/11 當山清幸会長より授与）

○ Central Texas College（米軍基地内大学）入学（2007/7～）

○ 平成 26 年度沖縄県国語教育研究会会長

○ 平成 26 年度沖縄県高等学校体育連盟ボート専門部部長
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現状報告 1：英会話の先にあるもの

――批判的思考とコミュニケーション能力の育成――

東北大学高度教養教育・学生支援機構

ダニエル・アイコースト 講師

［講師紹介］

石井光夫教授（司会）:

それでは，再開させていただきます。これか

らお三方の先生に現状報告ということで，先生

方から実践されている教育をご紹介いただき

ます。最初は東北大学，これはお手元のプログ

ラムに所属が間違っておりまして，高等教育と

なっておりますが，先ほど来，東北大学高度教

養教育・学生支援機構のダニエル・アイコース

ト先生に，英会話教育の実践についてご報告い

ただきたいと思います。先ほどからグローバル

人材，語学だけではないということを申し上げ

ておりますが，これからおふたりの先生に英語

教育の話をしていただきます。そうは言うもの

の，やはり英語教育というのは必要条件として

欠かせないということもまた事実でございま

して，先生は英語教育を手がかりに，さらに

様々な，例えばコミュニケーションスキルを育

てていくという試みをされているということ

でございまして，それではアイコースト先生，

お願いします。

ダニエル・アイコースト講師：

Good afternoon. The first thing that we’re 
going to change is the language. I’m going to 
be speaking in English with a little bit of 
Japanese maybe. All right? And 
immediately I see heads up. OK, so you are 
going to have to concentrate now. Good luck!
I’m Daniel Eichhorst. I’m not famous. So I 
want to tell you quickly about myself. 1982, 
that is not the year I was born. And you can 

tell. That is the year that I came to Japan. 
So, actually I’ve been in Japan a long time. 
My favorite sumo is Chiyonofuji. I remember 
when Japan was No. 1. Ok so I have quite a 
long experience in Japan. Twenty. What do 
you suppose 20 is? Twenty is the number of 
years I was a high school teacher and most 
of my working career was in a high school in 
Sendai. Eight. That’s the number of years 
I’ve been teaching in university. And 5 is the 
number of years at Tohoku University. 

My teaching background and 
primarily my teacher training came at the 
University of Washington and that’s where I 
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got my high school teaching certification. 
And as a result of that, when I came to 
Japan back in 1982, this is before there was 
any JET program or those kinds of special 
programs, I obtained my Japanese high 
school teaching certification. So, while I am 
now teaching at Tohoku University, really, I 
am not a researcher. I am an educator and I 
think this is part of the change for this 
“Global Jinzai”; the need for educators in 
universities.

Today, I am really excited because 
I’m going to introduce to you a course I have 
developed. And this is what I call 
“Discussion and Extensive Listening-based 
Communication Course”. You should have 
this handout describing this course. Now in 
this title you will see there are two parts: 
Discussion and Extensive Listening. Today 
I’m going to primarily introduce to you the 
Discussion element of this course. The 
Extensive Listening element is described in 
this handout.

Now, you see the color here. This is 
the Tohoku University purple. When you see 
this color I want you to participate; this is 
active learning. I want you to read this slide 
so let’s start over. Are you ready? Yes.

(audience participation)

もう，全然ダメ！ほんとにね，active learning 
は難しいよ。はい，もう一度，やり直し。

OK. Are you ready?

(Yes)

Yes, thank you.

(audience participation – inaudible))

Now, I consider myself to be an 
educator and this is really the key question. 
Why would you create a certain kind of 
course? Now the answer comes from my 
teaching philosophy and this is something 
that I think all teachers need – it is a 
teaching philosophy consistent with their 
situation.

First of all, I want students to be 
able to clearly distinguish the difference 
between studying English in high school and 
university. I want them to be able to build on 
their previous six to seven years of English 
study and become autonomous learners. 
There is something very difficult about 
teaching English in university. The reason 
for this is the purpose of English has 
changed all of a sudden. For 6 years,
students study English like it is 
mathematics, for a specific purpose, the 
entrance examinations. Then when they 
enter university, all of a sudden they have to 
change this to real-world English. Ok. And 
so, I really want students to see the 
difference.

Second I want students to be able to 
express their personal experience and views 
and to develop their general knowledge and 
critical thinking ability. You will see here 
there is nothing about studying English. It 
is really about using English now, especially
to develop their general knowledge.

Finally I want students to have an 
experience with a foreign teacher that is 
different from what they have had in their 
previous studies. In other words, I want to 
use my abilities in a way that the students 
see something different.

Now today’s handout I just want to 
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quickly go over, ok? This is a very extensive 
handout and the reason for this is that I do 
not use a textbook. So this in essence is the 
student textbook. First of all, the first 15 
pages of this handout are the student guide. 
In other words, this is the method, the 
method to learn how to do discussion. So you 
will notice that this guide is in both English 
and Japanese. Most of my students are 
Japanese students but there are many 
international students and so this serves 
both purposes. Ok, both types of students 
can understand.

Second, pages 16 to 18 are the 
Discussion topic guide and Discussion 
question pages. This shows the kind of 
topics that students discuss. Finally page 19 
is a preparation sheet example. And I want 
you to remember this word “Preparation”. 
Page 20 is an Extensive Listening log sheet 
and this is something if you look at the guide 
you understand what this is. Finally, page 
21 is an original question list. What I want 
to comment about this original question list, 
these are questions that students have 
created, not Daniel.

Finally, page 22 and 23 are the 
reaction. Again I want you to remember this 
word, “Reaction”; this is what students write 
following a discussion. From the point of 
view of being an educator, I want you to look 
at page 23. This is where students write 
their name, so you understand that when I 
grade their writing on page 22, I do not see 
their name. This name has a big impact in 
some cases when you are grading. So that is
the reason I do that.

Finally page 24 gives a flow of this 
discussion course. Everybody…

(audience participation- inaudible)

はい，はい，遅い，遅い･･･。You’ve got 
to concentrate, concentrate here OK? Hi!

(audience participation- inaudible)

Pretty good. Thank you very much. I 
know this is a surprise to you that you have 
to do this, ok. There are 3 underlined words 
here. Critical Thinking, Discussion, English. 
These are quite distinct things actually. The 
general answer to this for most people I talk 
to is “No”. My answer is “Yes I do”. I really 
have believed this from my experience.

Now, I want you to believe this. So 
first of all, before I explain this, I want to 
show you the learning outcome for this 
course. There are 2 primary learning 
outcomes. I want to show you the first one. 

(audience participation – inaudible)

Now I know it was difficult to hear 
what they were saying but it is quite clear 
that they were speaking English, right? The 
first outcome from this course: students are 
able to talk almost naturally to each other in 
English. The key is “almost naturally”. It’s 
unnatural Japanese students speaking to 
Japanese students; that is not a natural 
situation in English. Okay? But you saw 
these students were almost natural; they 
were not intimidated by the English. That is 
the first outcome of this course.

The second outcome is students are 
able to naturally write a summary reaction 
in English at the end of a discussion. This is 
exactly 15 minutes long. These are examples 
of this kind of reaction. It is one page. This is 
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not something that is easy for students the 
first few times. But these students have a 
very high level of English ability and if my 
expectation is “in 15 minutes you write 
about one page” it’s very surprising how 
many can succeed at that. It is kind of 
setting your expectation that you believe 
that they can do that. It is very interesting 
this ability.

Now, in order to achieve these two 
outcomes, I have tried to develop a method. 
It has four parts. The keywords here are 
Preparation, Individual Preparation. Then 
Discussion and this means three short 
discussions during the class period. Finally, 
Written Reaction, the Reaction. This is a 15 
minute time grading, individual time 
writing. And finally, my Evaluation.

Now for this preparation for this 
kind of discussion, you need an input. This 
input could be a written article or for this 
course, I’ve been using TED talks, video. 
These videos have English subtitles or 
Japanese subtitles available so it’s very 
useful this particular kind of video. And they 
are very short. They are 3 to 18 minutes 
usually, you can choose these. But this is the 
input. Students watch a video. Then they 
complete a preparation handout. This is 
really crucial. Students who have prepared 
can talk about something. You cannot give a 
student a topic and say “Talk about this”. 
They need to prepare. They are young 
people; they have not thought about these 
topics. They have mostly been studying to 
pass the entrance exam. So, this kind of 
preparation is vital.

Now, if you look at, this says page 24 
but page 25, but your page 24, you have the 
flow for this class. I’d like to show you now a 

video which pretty much follows the flow of 
this class. Now this video, this is about 5 
mins long and you will not have to listen to 
me talk. This will clearly give you an idea of 
how this class runs for 90 minutes.

Now all this is happening before the 
chime. This is very important, the timing of 
this.  So I’m talking to the students and 
students are writing on the chalkboard and 
class has not begun officially.

So here students are writing original 
questions on the chalkboard before the start 
of class. 

(Video – “Show me your preparations for 
today, show me your preparations”)

So this is very interesting. I check 
their preparation at the very beginning of 
class. And I have two hankos – a red batsu 
and a blue OK. The power of the red batsu is 
amazing.

(Video – inaudible)

I go over these questions; there are 
many many English mistakes. I never say 
anything about those mistakes; it is 
unnecessary. I understand everything.
(Video – “one, one, one, one, two, two, two, 
two, three, three, three ## four, four, four, 
five, five, five, six, six, six, seven, seven, 
seven ##, eight, eight, eight, OK”)

Now this kind of course takes some 
training to explain this method but after 
about the third class it becomes very 
smooth.

(Video- inaudible)
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So there are 3 discussions then from 
15 to 20 minutes.  And I generally do not 
participate in these discussions with more 
than just a comment or two. The students 
like to talk; they don’t need Daniel speaking.
(Video- “one, two, three, four, one, two, three, 
four, one, two, three, four, one, two, ##, five, 
six, seven eight, five, six, seven, eight, five, 
six, seven, eight ##”)

So when we change groups like this, 
I insist that they finish changing in about 45 
seconds. They are actually quite quick at 
this. I am the slow one sometimes. And you 
will see in the front of this class is a young 
man, he is a French student. OK. So we get 
international students in these classes and 
it really becomes interesting. The Japanese 
students they rise to the occasion and they 
really work hard at speaking. It is very 
interesting to see.

(Video- “### very good, very good. Thank you 
very much. ### Your final reaction ## paper 
is OK, the actual paper”)

Now what is very interesting here is 
after 3 discussions and we change to this 
reaction writing, we see in just 30 seconds 
the atmosphere changes. They seriously 
start writing. It just becomes quiet. OK and 
they focus and it is very interesting.

So now 15 minutes of complete quiet 
while they are writing.

So that is the flow of this class. 

(audience participation- inaudible)

もうちょっと関心あるように言ってほ

しいよ。

OK. So what do they think of this 

course? I am going to read one reaction from 
a student.

“Today was my last time to attend 
this English class so I tried to speak more 
than ever. I was also able to organize and 
elaborate members’ ideas and keep talking. 
The most interesting talk of today was the 
Definition of Dots. One of the members 
asked can dots be made. Is it a natural 
thing? This comes from a talk by Steve Jobs 
who you might know. My answer to this 
question was that we are making dots 
unconsciously and by changing the point of 
view, any experience can be your dot. The 
reason I answered like this is that I believe 
that everything is related. For me the 
motivation to study English was just it 
seemed to be cool and I saw a person who 
can speak English really fluently and I was 
inspired. So, though the motivation of my 
action is foolish I can stick to it and achieve 
goals.”

これ，結構頑張ってね，この･･･this 
reaction. OK?

“But it is also true that we can make 
dots by our efforts. For example, if a person 
wants to get a great job in the future, he or 
she can meet with many alumni of 
university and have connections with them. 
After that, he or she can make use of the 
dots to get a job. So we can make dots 
deliberately. Today so many of my 
classmates are talking about “Stay hungry, 
stay foolish”. I thought these words were 
cool but after hearing others opinions I 
changed my mind.” 

This is the thing about this 
discussion; it changed his mind because of 
this class. 

“If we keep being hungry we have to 
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expose ourselves to the severe environment 
but we also need relaxing time and time to 
do something dumb. So it is not always 
needed. Thanks for the valuable time in this 
class.”
      So I think some students can have 

this kind of experience, I don’t say every 
student. But these are the students we are 
trying to grow I believe.

(audience participation- inaudible)

So what do you think my answer is? 
Yes, they can. Thank you very much.

（拍手）

石井光夫教授（司会）:

アイコースト先生，どうもありがとうござい

ました。アイコースト先生の英語の授業はいか

がだったでしょうか。私たちも巻き込まれてし

まいました。
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1. What is the concept of the Discussion-based Communication Course?   
ディスカッションを用いたコミュニケーション授業のコンセプトはなんですか。 

Communication involves all 4 language skills: reading, writing, speaking, and listening. A 
discussion-based  course can develop all of these skills.  

  
Discussion is something that you actively do and the key to having a good discussion is doing good 
preparation. The preparation involves reading, listening, and writing. If you discuss a topic 
multiple times you can develop  your thinking and become comfortable with the language related 
to a topic. A timed written reaction is a fair  way to evaluate how much you have developed your 
thinking about a topic and how well you know the language related to a topic. 

 
   コミュニケーションには読む、書く、話す、聞くの４種類の言語スキルが必要です。ディスカッシ

 ョンを用いたコミュニケーション授業はそれらすべてのスキルを磨くことを目的とします。 
 
 学生は実際にディスカッションを行います。良いディスカッションをするためには十分な準備が不可

 欠です。準備の際に、読む、聞く、書くことをします。一つのトピックについて何度かディスカッ

 ションするうちに、自分の考えを発展させることが でき、そのトピックに関する単語や表現を楽に

 使えるようになります。限定時間内で書く感想文は、一つのトピックについて自分の考えをどれくら

 い発展させたか、そのトピックに関する言葉をどれくらい覚えているかを正しく評価するために有

 効な方法 です。 
 
2.  What do students do in class?  学生は授業中に何をしますか。 

The main  activity involves students doing 15-20 minute discussions about a topic in groups of 3 
or 4 (approximately 50 minutes). Normally, students do three discussions. Following the 
discussions students individually write a reaction for that discussion (exactly 15 minutes). 

 
 主要部分は学生達によるディスカッションです。3-4 人のグループに分かれ与えられたトピックにつ

 いて 15-20 分話し合います。（約 50 分間）ディカッションの回数は通常 3 回です。ディスカッション

 に続き、学生たちは各自感想文を書きます。（15 分間） 
 
3.  What are the 3 Steps of Discussion?  ディスカッションの３つのステップはなんですか。 

1.  Preparation Step: students read an article or watch a video about a topic and complete a 
preparation worksheet.  

2.  Discussion Step: students do three discussions in groups of three or four people that are 15-20 
minutes long. 

3.  Reaction Step (15 minutes): students write a reaction in English focusing on the discussion 
topic.  

 
 1.  プレパレーションステップ：一つのトピックに関する記事を読む又はビデオを見る。プレパレ 
  —ションワークシートに記入する。 
 2.  ディスカッションステップ： 3-4 人のグループで 15-20 分のディカッションを 3 回行う。 
 3. リアクションステップ（15 分）：ディスカッションした内容を振り返り英語で感想を書く。  

1
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4.  What do students do for the Preparation Step?  プレパレーションステップ 
For the preparation step you read an article in Japanese or English, or watch a video as input 
about a topic. The purpose of this input is to get you to think about the topic and to introduce 
some vocabulary related to the topic.  In the case of an article, you are not expected to translate 
the article, and there will be no test about your understanding of it. Think of the input as a 
starting point for developing your thinking about a topic and  evaluating your ability to discuss 
this topic in English.  

 プレパレーションステップでは、日本語または英語の記事を読むか動画を見てトピックに関する情報を得
 ます。情報を得る目的は、トピックについて考えトピックに関係した語彙を学ぶためです。記事を読む場
 合は自分で訳す必要はなく、どれくらい内容を理解しているかについてのテストもありません。情報を得
 ることとはトピックに関する自分の考えを深め、ま た、トピックについて英語でディスカッションする能
 力を自己評価するための出発点と考えて下さい。 
 

After reading or watching the input, complete the preparation worksheet. You are encouraged to 
research a topic on your own to further develop your knowledge and thinking about the topic. The 
preparation step has been designed to take around one hour to complete. 

 
 記事を読んだり動画をみて情報を得た後、プレパレーションワークシートを記入して下さい。自分自
 身で調べてトピックに関する自分の知識や考えをさらに発展させることを勧めます。プレパレーショ
 ンステップは 1 時間程度で終えることができるよう作られています。 
 
5.  How do students complete the Preparation Worksheet?  プレパレーションワークシートの書き方 

1. Vocabulary section  
In the vocabulary section you should write four words that you imagine will be keywords for 
this discussion. Write the Japanese meaning next to your word. Do not include any words that 
everyone will already know. 

 
Vocabulary sectionでは、ディスカッションでキーワードとなると思われる単語を 4 つ書きます。
その単語のとなりに日本語の意味を書きます。誰もが知っていると思われる単語は書かないように
して下さい。 

 
2. Discussion Questions ディスカッション用の質問 

For Question 1 you should write about your general impressions of the article you read or video 
you watched. Questions 2 thru 5 are listed in the Discussion Topic Guide. Write each question 
on the preparation worksheet and then write a complete answer in English. You are expected to 
use all of the space available for your answer. A complete answer will make doing a discussion 
much easier. 

    
  質問１には読んだ記事または観た動画の感想を書きます。質問 2～5 は Discussion Topic Guide に
  あります。プレパレーションワークシートに各質問を書き英語で完全な答えを書きます。使えるス
  ペース全部を使うようにして下さい。完全な答えを書いておくとディスカッションがずっと楽にな
  ります。 

 
 3. Original Question オリジナルの質問 

 You should think of a question appropriate for this discussion and write the question in   
  English and your answer to it. Other students will be answering your question so take that  
  into consideration when making it. You should write your original question on the blackboard 
  at the beginning of class. 
 
  ディスカッションにふさわしい質問を考え、その質問を英語で書き自分の答えも書きます。他 
  の 学生たちがあなたの質問に答えることを考慮して質問を作成して下さい。授業のはじめに自 
  分のオリジナルの質問を黒板に書きます。 

 
 4.  Upon completing the preparation worksheet answer the question at the top: How much time  
  did you spend  preparing for this discussion?          minutes. Write your answer as a number. 
  
  プレパレーションワークシートが完成したら一番上の質問：How much time did you spend   
  preparing for this discussion?          Minutes?に答えて下さい。数字で答えを書いて下さい。  
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6.  How is the Preparation Worksheet evaluated?   プレパレーションワークシートの評価 
At the start of class the teacher visually checks your preparation worksheet and stamps it with 
either a blue OK or red X. Experience has shown that students who are prepared are capable of 
having a high level and interesting discussion in English. Students who are not prepared cannot 
discuss well which negatively affects the improvement of other students.  
 
 教師は講義のはじめにあなたのプレパレーションワークシートを目視でチェックし、OK又はX
 のスタンプを押します。準備のよく出来ている学生ほど有益でレベルの高い英語のディスカッシ

 ョンができることが分かっています。準備の出来ていない学生はディスカッションがうまく出来

 ないばかりか、他の学生の実力向上も妨げてしまいます。 
 
This is the circle for the OK or X stamp: 
 この○の中にOKまたはXのスタンプが押されます。 
 
Red X Stamp Evaluation   赤の X スタンプ評価 

1. If a stamp is placed in the circle the score is 0 (Unprepared).  
 ○の中に X スタンプが押してあるときは 0 点です。(準備不十分) 
2. If a stamp is placed in a place other than the circle the score will be 1(Could Do Better). 
 ○の外に X スタンプが押してあるときは 1 点です。（準備に改善の余地あり） 

 
Blue OK Stamp Evaluation  青のOKスタンプ評価 

An OK in the circle indicates that all sections of the preparation worksheet have been 
completed. The teacher will later give it a score of either 2 (Satisfactory) or 3 (Fully Prepared).  
 ワークシートの全セクションが完成しているとき、○の中にOKスタンプが押されます。教師

 は内容を確認の上、スコア 2 (可)又は 3 (十分に準備済み)の評価をします。 
 
Coming late  遅刻について 
 A student who comes late will not receive a stamp. This will result in a one point deduction of 
 the score they  would originally have received.  
  遅刻した学生はスタンプをもらえません。これは必ずもらえることになっている 1 点を失うと

  いうことです。 
 
Forgetting your worksheet  ワークシートを忘れた場合 
 A student who forgets their worksheet may submit it the next week. A completed worksheet 
 will receive a score of 1 point. 
  ワークシートを忘れた場合は次の週に提出できます。完成しているワークシートには 1 点が与

  えられます。 
 
When you are absent  欠席について 
 If you were absent you can earn up to 3 points if you turn in a completed preparation 
 worksheet immediately at the start of the next class for the discussion you missed.  
  欠席の場合は参加できなかったディスカッション用の完成したプレパレーションワークシート

  を次の講義のはじめに提出すれば 3 点を得ることができます。 
 

  

OK

X 
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7.  What do students do for the Discussion Step? ディスカッションステップ  
 

Format  
  1. Students are assigned to a group. 
  2. Students go to the location of their assigned group. 
  3. The members of the group select the leader for the discussion.  
  4. The leader starts the discussion. 

5. All students participate about equally. 
 
フォーマット 

1. 教員がグループ分けをする。 
2. 学生達は割り当てられたグループの場所に移動する。 
3. グループのメンバーの中からディスカッションリーダーを選ぶ。 
4. リーダーがディスカッションを開始する。 
5. 全員が均等に参加する。 

 
Desk Arrangement 机の配置 

The arrangement of desks is important to facilitate discussion. In the case of three people, a 
triangle arrangement ensures the greatest eye contact, and in the case of four people, a cross-
shaped arrangement is best.  

  
 ディスカッションを円滑にするためにはデスクの配置が重要です。3 人のグループの場合、三角

 が 互いの視線が一番よく合う配置です。4 人のグループの場合、十字型の配置が最適です。 
 
 
 
 
 
 
8.  How do students warm up for discussion?  ディスカッションに向けたウォームアップ 

 
 Oral Reading (3 minutes)   音読(3 分) 
  Students warm up by reading their preparation worksheet out loud. After joining  your group, 
  get out your preparation worksheet and when the teacher tells you to begin, read the answers 
  you have written out loud until the teacher stops you. You should read at your own pace with a 
  voice slightly louder than you normally use. 
  
  ウォームアップとして、全員が声を出して自分のプレパレーションワークシートを読みます。グ 
  ループにわかれ、各自プレパレーションワークシートを取り出し、教師の合図とともに自分の答え

  を教師が ストップをかけるまで声を出して読みます。自分のペースでいつもより少し大きめの声で

  読みましょう。 
 

9.  What are the instructions for the 3 Discussions?  三回のディスカッションの指示  
Discussion 1 (Practice):  

  1.  Go over the vocabulary words. 
  2.  Discuss all of the questions. 
  3. If time permits, talk about additional original questions. 

 You are permitted to read your answers on the preparation worksheet. 
 You may use a dictionary, cell phone, etc. to look up the meaning of words or expressions.  

  

  1   2 

   3 

1 

4 

2 3 
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ディスカッション 1 回目(練習): 
1. 書き出した単語を見直す。 
2. すべての質問について話し合う。 
3. 時間があれば、追加のオリジナル質問について話す。 
 プレパレーションワークシートに書いた自分の答えを読み上げてもかまいません。 
 辞書、携帯電話などを使って単語や表現の意味を調べてもかまいません。 

 
 
Discussion 2 (Practice Game) ディスカッション 2 回目 (練習試合):  

  1.  Discuss the questions you are interested in as fully as possible. 
  2.  Be sure to talk about your original questions. 

 You are permitted to refer to your answers on the preparation worksheet.  
You should not read them. 

 You may use a dictionary, cell phone, etc. to look up the meaning of words or expressions.  
 
ディスカッション 2 回目 (練習試合) :  

1.  自分に興味がある質問について可能な限り話し合う。 
2. 自分が考えたオリジナル質問について必ず話す。 
 プレパレーションワークシートに書いた自分の答えを参考にしてもかまいません。 

 しかし、答えを読み上げてはいけません。 
 辞書、携帯電話などを使って言葉や表現の意味を調べてもかまいません。 

 
  
Discussion 3 (Game):  
  1.  Discuss your original questions and the questions on the blackboard. 
  2.  Discuss the questions you are interested in as fully as possible.  

3.  Following the final discussion you should complete the self-evaluation section on the 
reaction form. 
 You should talk about the questions without using your preparation worksheet.  
 You should not use a dictionary, cell phone, etc. to look up the meaning of words or 

expressions. 
 Ideally, this discussion will be 100% in English. 

 
 ディスカッション 3 回目 (試合):  

1.  自分が考えたオリジナル質問と黒板に書き出された質問について話す。 
2. 興味のある質問について可能な限り話し合う。 
3.  最後のディスカッションの後、リアクション用紙の自己評価枠に記入する。 
 参加者は自分のプレパレーションワークシートを使わずに質問について話すようにしましょう。 
 単語や表現の意味を調べるために辞書、携帯電話などを使ってはいけません。 
 このディスカッションは 100%英語で行うことが理想です。 

  
 Following Discussion 3, remain seated with your group and take out the reaction form that you 
 picked up at the beginning of class. 
  
 3 回目のディスカッション終了後、グループの自分の席にすわったまま、講義のはじめに受け取っ 
 たリアク ション用紙を取り出します。  
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10.  What do students do for the Reaction Step?   リアクションステップ 
 The reaction form is used to write a reaction. When you pick up the reaction form you should 
 immediately write your name card number on the front and write your name, student number 
 and name card number on the back. The reason you write your name on the back is so that the 
 teacher does not see your name when evaluating your reaction. 
  リアクション用紙を使って感想を書きます。リアクション用紙を手にしたらすぐにネームカード番

  号を表に、名前、学生番号、ネームカード番号を裏に書いて下さい。裏面に名前を書く理由は、教

  員が名前を見ずに評価できるようにするためです。  
 Following Discussion 3, you should immediately write a self-evaluation score in the self-
 evaluation score box. 
 ３回目のディスカッション 終了後すぐに自己評価ボックスに自己評価を記入してください。 

What percentage of your speaking was in English?  
自分のディスカッションの何パーセントを英語で話しましたか 

             Less than 95% = 1        95% - 98% = 2        99% - 100% = 3  
                                                                                        (未記入 = 1) 

Self-
evaluation 

  
 Note: If you do not write a number in the score box on the right your score will be 1. 
 注意：スコアボックスに未記入の場合、評価は 1 点です。  
 You have exactly 15 minutes to write a reaction in English. A reaction should focus on the topic 
 and content of the discussion and be logically organized and written in paragraph form. You 
 should demonstrate your  knowledge of vocabulary related to the topic and freely share your 
 opinions, experiences and information regarding the topic.    
 英語で感想を書く制限時間は 15 分です。感想はディスカッションのトピックと内容に焦点を当てパラ

 グラフ形式で理論的にまとめます。各自はトピックに関連する語彙の 知識を示しながら、トピックに

 関する意見、経験、情報を自由に記述します。 
 
11.  What resources can you use when you write a reaction?  
  感想を書くときに使ってもよい資料は？ 
 
 When writing a reaction you are allowed to use any resource you want. For example, you can use 
 your  preparation worksheet, dictionary, or cell phone. However, you should not copy directly  from 
 a resource. 
    
 感想を書くときにはどんな資料を使っても構いません。例えば、プレパレーションプリ ン ト、辞書、

 携帯電話などを使用できます。ただし、使用している資料から直接内容をコピーしては いけません。  
12.  How is a reaction evaluated?   感想はどのように評価されるのか？ 
 The teacher reads a reaction and scores it based on the quantity and quality of the content. The 
 teacher is looking for a clear expression of your knowledge and thinking about the topic and your 
 reaction to what other  students said during the discussion time. The use of English that is 
 specific to the topic will improve the evaluation.  
 教師は感想を読み内容の量と質に基づいて採点します。教師は本人の知識、考え、他の学生の発言

 に対する意見などが書かれているか確認をします。トピックに関連する重要な英語の語彙を使用する

 と評価に有利です。 
 
13.  What is the grading scale for a reaction?   感想の評価基準は？        
  The following grading scale is used for a reaction: 
  感想の評価基準は以下の通りです。  
    AA: 11     A: 10  B: 9 ~ 8   C: 7 ~ 6  D: 5 ~ 0 
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14.  What is the format for writing a reaction?   感想のフォーマットは？ 
 1. Do not skip lines within a paragraph.        パラグラフ内では行を空けない。 
 2. Make a space of one line between paragraphs    パラグラフ間に一行分スペースを空ける 
 3. Keep the left margin straight.          左端はきちんと揃える 
 4. The right margin should be kept reasonably straight.  右端は大体揃うようにする。 
 
15.  How long should a reaction be?   感想の長さは？ 
 These are general guidelines for how the length is evaluated. 
 感想は長さによって大方以下のように評価されます。 
   Below ½ of the paper    Below Average  用紙の 1/2 以下    平均以下 
   1/2 to 3/4 of the paper    Average    用紙の 1/2～3/4     平均 
   3/4 to on the back of the paper Above Average  用紙の 3/4～裏面まで使用 平均以上 
 
16.  Will grammar usage and English usage affect your score?  
  文法および英語の使い方は評価に関係するのか？ 
  Grammar mistakes are only important if they make it difficult for the teacher to understand  
  your message. I suggest you use the simplest and most direct grammatical constructions. You 
  are under time pressure so you should not be thinking about grammar mistakes while you  
  are writing. Use grammar that you are comfortable with. 
 
  Using English that is directly related to the topic can contribute to your evaluation. There is  
  always some vocabulary specific to a given topic and demonstrating that you can use that   
  vocabulary will improve your evaluation. On the other hand, simply using specialized words  
  without being sure of how they are used will hurt your evaluation. 
 
  文法的間違いは、それによって本人が言わんとしていることを教師が読み取ることが困難な場合に

  問題となります。単純かつ最も直接的な文法構造を使用することを勧めます。時間に制限がありま

   すから文法の間違いはあまり心配せずに書きましょう。自分が使い慣れている文法を使いましょ

  う。トピックに直接関係する英語を使用すると評価に有利です。与えられたトピックには必ず関連

  する重要な語彙があります。その語彙を使えることを示すと評価に有利です。一方、使い方をよく

  知らずにただ専門用語を書いているだけの場合は評価に不利となります。 
 
17.  What should you write in a reaction?  感想には何を書くか？ 
  These are the kinds of things you should write in a reaction: 
   1. Your thinking, impressions, and opinions about the topic of the discussion 
   2. Your reaction to what classmates said during the discussion 
   3. Your experience 
   4. Some interesting information that you know 
   5. Comparing and contrasting two things 
  
  感想に書く事柄は以下のようなものがあります。 
   1. ディスカッションのトピックについて自分の考え、感想、意見 
   2. ディスカッション中に他の学生が発言した内容に対する自分の反応 
   3. 自分の経験 
   4. 自分が知っている興味深い情報 

  5. 二つの事柄の比較または対比 
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18.  What will result in a bad evaluation?   低い評価になるのはどのような感想か？ 
 
  These kinds of things will hurt your evaluation: 
   1. Not focusing on the topic of the discussion  
   2. Not clearly organizing your message 
   3. Not being able to properly follow the basic punctuation rules of English 
   4. Not following the directions about how to complete the form 
   5. Only repeating what you wrote in your preparation worksheet 
 
  以下のような場合は評価は低くなります。 
   1. ディスカッションのトピックに焦点を当てていない 
   2. 意見がきちんと整理されていない 
   3. 基本的な英語の句読法に従っていない 
   4. フォーム記入についての指示に従っていない 

 5. プレパレーションワークシートに書いたことをただ繰り返している 
 
At the end of the 15-minute reaction writing time the leader for each group collects the preparation 
worksheets, reactions, and name cards of the members in their group and brings them to the teacher 
at the front of the class. 
 
感想を書く時間(15 分間)の終わりに、各グループのリーダーはプレパレーションワークシート、感想、

名札をメンバーから回収し教壇にいる教師のところに持っていきます。 
 
 Hints for writing a reaction: 
  1. Write down comments other students make during the discussion. 
  2. Make notes about what you think are the main points during the discussion. 
  3. Have your reaction planned in your mind before the reaction writing time.  
 
 良い感想を書くためのヒント 
  1. ディスカッション中に他の学生が言ったことを書きとめる。 
  2. ディスカッション中に主要なポイントだと思ったことを書いておく。 
  3. 感想を書く時間が来る前に頭の中で内容を組み立てる。 
 
19.  What is expected of the leader during a discussion?  
  ディスカッション中にリーダーに求められることは？ 
  
  The leader: 
     1.  Starts the discussion. 
     2.  Ensures that each person has an equal chance to speak. 
     3.  Ensures that each person can be heard. 
     4.  Advances the discussion. 
     5.  Communicates with the teacher in the event there is a problem. 
  
  リーダーは 

 1. ディスカッションを開始する。 
 2. 各メンバーが均等に話す機会を得られるようにする。 
 3. 各メンバーの意見が聞かれるようにする。 
 4. ディスカッションを展開する。 
 5. 問題が発生した場合に教師と相談する。 
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20.  What is expected of participants during a discussion?  
  ディスカッション中に参加者に求められることは？ 
  
  Each participant, including the leader, is expected to: 
   1.  Be fully prepared for a discussion with a fully completed preparation worksheet. 
     2.  Treat each participant in a discussion with respect. 
     3.  Speak in a voice that other participants can hear. 
     4.  Listen attentively to others. 

 5.  Work to expand the discussion by making comments and asking and answering follow-up 
  questions.  

   6. Use the expressions listed in the Useful Expressions for Discussing a Topic. 
 
  リーダーを含め各参加者は 

 1.  完全に準備したプレパレーションワークシートを使ってディスカッションの準備を完全に

   する。 
 2. ディスカッションに参加する一人ひとり敬意をもって遇する。 
 3. 他の参加者によく聞こえるような声で話す。 
 4. 他の参加者の言うことをよく注意して聞く。 
 5. コメントをしたりフォローアップの質問をしたりそれらに答えたりしてディスカッションを

  展開する。 
 6. Useful Expressions for Discussing a Topic に載っている表現を使ってみる。 
 

21. What does the teacher do during class?   講義中教師は何をするのか？ 
  
  The teacher: 

 1.  Checks that students have a completed preparation worksheet for a discussion. 
   2. Determines the time for each discussion. One discussion is from 15 to 20 minutes long. 

 3.  Observes individual students and discussions and occasionally joins in or even leads a  
  discussion.  

   4. Answers any question a student has about a topic or English. 
   5. Solves any problem that a group may be having. 
   6. Supervises the reaction writing time. 
 
  教師は 

 1. 学生がディスカッションに使用する完全に準備されたプレパレーションワークシートを持っ

  ていることを確認する。 
 2. ディスカッションのタイムキーパーをする。一つのディスカッションの長さは 15 分から 20
  分。 
 3. 各学生の様子およびディカッションを観察する。時には自ら参加またはディスカッションを

  リードすることもある。 
 4. 学生から出されるトピック又は英語に関する質問に答える。 
 5. グループ内で起こる問題の解決をする。 
 6. 感想を書く時間を管理する。 
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22. Useful Expressions for Discussing a Topic 
Asking someone for their opinion about a topic  

(人にトピックについての意見を求める時） 
1. What do you think ...? 
2. Do you believe ...? 
3. Are you for or against ...? 
4. What are the advantages and 

disadvantages of…? 
 
Giving your opinion about a topic 

（トピックについて自分の意見を述べる時） 
Expressing a strong opinion （強い意見を述べる時） 

5. In my opinion, … 
6. In my view, … 
7. I definitely think … 

 
Expressing your opinion with high certainty  
（高い確信をもって意見を述べたい時） 

8. According to government data … 
9. There's no doubt that … 
10. The truth is … 

 
Expressing your opinion with fair certainty  
（ある程度の確信をもって意見を述べたい時） 

11. I guess that … 
12. I suppose … 
13. I believe … 

 
Agreeing （同意する時） 

Expressing complete agreement （完全に同意する時） 
14. Exactly, … 
15. Precisely, … 
16. That's absolutely right. 

 
Expressing conditional agreement  
（条件付きで同意する時） 

17. I'd agree with you if … 
18. I partially agree, but… 

 
Disagreeing （同意しない時） 

Expressing complete disagreement  
（まったく同意しない時） 

19. I don't agree. 
20. I'm afraid I can't agree. 
21. I disagree entirely. 

 
 
 
 

 
 
 
Disagreeing diplomatically （遠回しに同意を避ける時） 

22. I'm not so sure about that. 
23. I wonder whether that's the case. 
24. Are you sure about that? 

 
Disagreeing in part （部分的に同意しない時） 

25. That's not necessarily true. 
26. That's not exactly right. 
27. That's only partially correct. 

 
Countering an argument （反論する時） 

Countering directly （真っ向から反論する時） 
28. But … 
29. But if … 
30. However, … 

 
Countering politely using agreement  
(相手の意見を受け入れながら柔らかく反論する時） 

31. Yes, but … 
32. That may be true, but… 
33. I understand, but … 

 
Logical argument （論理的な論拠） 

Questions using "if" (if を使って質問をする時） 
34. If ..., why ...? 
35. What if ...? 
36. What happens if ...? 

 
Strongly argued questions with "Why"  
（Why を使って強気の質問をする時） 

37. Why do I have to ...? 
38. Why should ...? 
39. Why is it necessary …? 

 
Asking for clarification （具体的な説明を求める時） 

40. Can you be a bit more specific? 
41. What's wrong with …? 
42. What do you mean by …? 
43. Could you explain that more?  
44. Why do you say that?  
45. Why not? 
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Extensive Listening  多聴 
 
23. What is the purpose of the extensive listening activity? 
 The purpose of this activity is: 
 1.  to emphasize the autonomous nature of learning and give credit to those students who are  
  interested in making an extraordinary effort to improve their English listening and     
  comprehension skills, and 
 2.  to introduce English language Internet websites which offer various types of viewing and   
  listening content  and through use of these develop language ability. 
 
 多聴活動の目的は何ですか。 
 この活動の目的は以下の通りです。 

1. 自主的な学びを強調し、英語で聞き理解する能力を高めるために特に努力をしたいと思って

いる学生を評価する。 
2. 様々なコンテンツを見たり聴いたりできる英語のインターネットサイトを紹介し、それらを

活用することにより語学力を向上させる。 
 
24. What are the guidelines for the extensive listening activity?  
 1. Any English language video content on the Internet is acceptable. 
 2.  If a site is viewed multiple times, each time it is viewed the time can be applied to the total.   
  For example, if a video that is 10 minutes long is viewed 3 times, it is 30 minutes. 
 3. The time logged should be rounded up to the nearest one minute. For example, 3:20 (3 minutes 
  and 20 seconds) should be recorded as 4:00 (4 minutes). Before submitting the log sheet the  
  times should be added and a total written in the Total Time box. 
 
 多聴活動のガイドラインは何ですか。 

1. インターネットで配信されているあらゆる英語の動画コンテンツが利用可能です。 
2. 一つのサイトを複数回閲覧した場合、一回ごとの閲覧時間を合計に加算できます。例えば、

10 分間の動画を 3 回閲覧した場合は、30 分となります。 
3. 記録する時間は 1 分単位で切り上げます。例えば、3:20（3 分 20 秒）は 4:00（4 分）となり

ます。ログシートを提出する前に合計時間を計算し Total Time 欄に記入します。 
 
25. How is the extensive listening activity evaluated?  
 Each week you write an Extensive Listening Weekly Score on the preparation worksheet. The 
 score is based on the Total Time submitted for the week. The weekly scores will be totaled to 
 calculate a final score. The general content of the written comments will be evaluated. 
 
 多聴活動はどのように評価されますか。 

週ごとに、プレパレーションワークシートに Extensive Listening Weekly Score を記入します。ス

コアはその週に提出された Total Time を基にします。すべての週のスコアを合計し最終スコアを割

り出します。記入されたコメントの全体的内容を評価します。 
 

    Extensive Listening Weekly Score Chart 
Time (minutes) Score 

81+ 5  excellent 
61-80 4  above average 
41-60 3  average 
21-40 2  fair 
10-20 1  passing 
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26. How should students report about what they watched?  
 閲覧した内容についてどのように報告すればよいですか。 
 
Complete the log sheet on the back of your discussion preparation sheet. Comments should indicate 
what you think about the content. Use report paper if the back of the preparation sheet is not 
enough. The comments should be in English and be 3 or 4 sentences long. The English will not be 
corrected but the content will be evaluated. 
 
ディスカッションプレパレイションシートの裏面にあるログシートに記入して下さい。閲覧したコンテ

ンツに関して自分が考えたことをコメントして下さい。プレパレイションシートの裏面に書ききれない

場合はレポート用紙を使って下さい。コメントは 3～4 個の英文で書いて下さい。英文の間違いは訂正

されませんが、内容が評価の対象となります。 
 
27. Example of Extensive Listening Log Sheet 
 

   Name Card # [  99     ]   Total Time [   61      ] 
 
1. Date watched:   Oct. 15                                                                              Time:         20 x 2 = 40 
Program name:   Ken Robinson: How schools kill creativity 
Web address:  TED 
Comments: I first watched this with Japanese subtitles and then without subtitles. Ken Robinson's 
talk made me think about my experience growing up and overall I agree with what he said. I think 
it is important to try and change the educational system so that creativity is nurtured and not 
killed. One idea I have is to let students study at their own pace and advance to the next grade 
when they have mastered something. 
 
2.Date watched:   Oct. 16                                                                                Time:                          21 
Program name:  Sugata Mitra: Kids can teach themselves 
Web address:  TED 
Comments:  The hole-in-the-wall experiment is fascinating. This really shows the potential that 
people have if they are given the opportunity to learn. It also shows the potential uses of 
educational technology. I am interested in computer programming so I want to think about how I 
can contribute to developing education. 
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28. Recommended Internet Sites 
 

1. TED (Technology, Entertainment, Design) {TED offers lectures by leading people in their  
   field on a wide variety of topics. Talks are around 18 minutes long and have English subtitles.} 
 
  http://www.ted.com/index.php/talks 
 
2. America’s Heartland {This is a professionally produced TV program introducing agricultural 
  related topics. Program segments are 5 minutes long and a full program is approximately 30 
 minutes} 
 
  http://www.americasheartland.org/ 
  http://www.americasheartland.org/episodes/index.htm 
 
3. RSA: Royal Society for the encouragement of Arts, Manufactures and Commerce {British English, 
 high level} 
 
  http://www.thersa.org/events/vision  http://comment.rsablogs.org.uk/videos/ 
 
4. Justice with Michael Sandel {Justice is a complete course from Harvard University with course 
   guide and readings. The lectures are around one hour long.}  
 
  http://www.justiceharvard.org/ 
 
5. VOA Voice of America {American English with some English subtitles & scripts available}  
 
  http://www1.voanews.com/learningenglish/home/ 
  http://www.youtube.com/voalearningenglish 
  
6. Battle of Ideas {British English – many debate-type topics}  
 
  http://www.battleofideas.org.uk/  
 
7. YouTube EDU  
 
  http://www.youtube.com/education?b=400 
 
8. Folk Streams {Documentary films about American culture} 
 
  http://www.folkstreams.net/ 
 
9. Democracy Now {Professionally produced TV program about covering various topics in depth.} 
 
  http://www.youtube.com/user/democracynow 
 
10. Big Think {recommend Big Think’s Top 10 videos / some scripts available} 
 
  http://bigthink.com/ 
   
11. MITOpenCourseware {Massachusetts Institute of Technology courses for free.} 
  
  http://ocw.mit.edu/courses/    http://www.youtube.com/user/MIT 
 
12. MIT World Distributed Intelligence {On demand videos from MIT} 
 
  http://mitworld.mit.edu/ 
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13. NASA video gallery 
  
  http://www.nasa.gov/multimedia/videogallery/index.html 
 
14. Academic Earth {Online courses from the world's top scholars.} 
 
  http://academicearth.org/  http://www.academicearth.org/playlists/ 
 
15. Weather Channel 
 
  http://www.weather.com/ 
 
16. C-SPAN TV {Live TV/Radio; Go To Video Library} 
 
  http://www.cspan.org/ 
 
17. Euronews {European news in a variety of languages; Watch Euro News Live} 
 
  http://www.euronews.com/ 
 
18. Reason TV {recommend Drew Carey videos Ep. 1-26}   http://reason.com/reasontv 
 
19. NHK World 
 
  http://www3.nhk.or.jp/nhkworld/english/news/ 
 
 
English Language Learning Sites 
 
20. English Central        http://www.englishcentral.com/ 
 
21. elllo {English Listening Lesson Library Online}  http://www.elllo.org/ 
 
 
 
Dictionary Sites 
  
 http://www.popjisyo.com/WebHint/Portal.aspx 
 
 http://www.alc.co.jp/ 
 
 http://trans.glova.jp/ 
 
 http://rikaichan.mozdev.org/ 
 
 
Translation Industry Related Sites 
 
 http://www.translator.jp/english/ 
 
 http://jpn.proz.com/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14

 62 



29.  What factors determine a student’s grade?    
  成績の評価項目は何ですか。 
    
   1. Total preparation worksheet points 

 2. Total reaction points 
 3. Total in-class participation points 
 4. Total extensive listening points 
 5.  Observation of student activity by the teacher 
 6. Attendance (In this course there is no test. Students receive points for every class.   

  Therefore,  each class a student misses means they will not receive the points for that  
  class. It is typical that a student’s grade drops one level for each absence.)  

 1. プレパレーションワークシートのトータルスコア 
 2. 感想の評価 
 3. 授業への参加 
 4. 多聴の評価 
 5. 教師の目から見た学生の活動状況 
 6. 出席率（このコースにはテストがありません。代わりに学生は各授業でスコアを取得します。

  従って、授業を欠席するたびにその授業に対するスコアを取りそびれることになります。通

  常、一回欠席するごとに成績が一段階下がると思って下さい。）   
30.  What should a student do to get an AA grade?    
  AA 評価を得るには何が必要ですか。 
 

 1.  Get a maximum score on ALL of the preparation worksheets.    
 2.  Participate positively as a member and leader during discussions.  
 3.  Average 10 points or more for the reactions. Consistently write reactions that are long  

  enough to communicate your thinking in detail and demonstrate your knowledge of the  
  topic and comprehension of what other students said. 

 4.  Average at least 4 for the Extensive Listening Weekly Score 
 5. Attend all of the classes.  
 1.  すべてのプレパレーションワークシートで満点を取る。 
 2.  ディスカッションにメンバーとしてまたリーダーとして積極的に参加する。 
 3.  感想で平均 10 点以上を取る。自分の考えを詳細に伝え、トピックに関する自分の知識及び

  他の学生達の発言に対する自分の理解を実証する内容を含む十分な長さの感想を常に書く。 
 4. 多聴の平均 Weekly Score が 4 以上であること 
 5. すべての授業に出席する。   

31.  What is the minimum required to get credit with a C grade?     
  C 評価を得るには最低何が必要ですか。 
 

 1. Get an average of at least 2 on the preparation worksheets. 
 2. Participate positively as a member and leader during discussions. 
 3. Average 6 points or more for the reactions.  
 4. Average at least 1 for the Extensive Listening Weekly Score 
 5. Attend at least 2/3 of the scheduled classes. 
 
 1.  プレパレーションワークシートで最低平均 2 点を取る。 
 2.  ディスカッションにメンバーとしてまたリーダーとして積極的に参加する。 
 3.  感想で平均 6 点以上を取る。 
 4. 多聴の平均 Weekly Score が 1.0 以上であること 
 5.  授業の 3 分の 2 以上に出席する。 
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Instructions: 
1. Look at ALL of the TED Talk topics and discussion questions. 
2. Choose the 3 you are most interested in discussing. 
3. Write the numbers of your top 3 choices here:  1.  2.   3.   
 
 ＃ TED Talks 

 1 Ken Robinson says schools kill creativity               学校教育は創造性を殺してしまっている 
 2 Helen Fisher: Why we love, why we cheat 人が恋する理由  
 

3 Markham Nolan: How to separate fact and 
fiction online 

オンライン上で 事実とフィクションを区
別する方法 

 
4 

Amy Cuddy: Your body language shapes who 
you are ボディランゲージが人を作る 

 5 Jeff Speck: The walkable city 歩きやすい都市   
 6 Hyeonseo Lee: My escape from North Korea 北朝鮮からの脱出 

 
7 

Bryan Stevenson: We need to talk about an 
injustice 

司法の不公正について話さなければなり

ません 

 
8 

Matt Cutts: Try something new for 30 
days Graham Hill: Less stuff, more 
happiness  

マット・カッツの 30 日間チャレンジ 
ものは少なく、幸せは多めに 

 

9 
Dan Pink on the surprising science of 
motivation 
Derek Sivers: How to start a movement    

やる気に関する驚きの科学 
 
社会運動はどうやって起こすか 

 
10 

Philip K. Howard: Four ways to fix a broken 
legal system 
 

壊れた法制度を直す 4 つの方法 

 
11 

Robin Ince: Science versus wonder?                         
Tyler DeWitt: Hey science teachers -- make it 
fun  

科学は驚きを失わせてしまうのか？ 
科学の先生へ呼びかけ・楽しくしましょ

う! 
 

12 
Stewart Brand + Mark Z. Jacobson: Debate: 
Does the world need nuclear energy?   

討論：原子力発電は必要か？ 

 13 Dave Meslin: The antidote to apathy      無関心への特効薬 
 14 Patricia Ryan: Don't insist on English!  英語だけに固執しない！ 
 

15 
Mikko Hypponen: How the NSA betrayed the 
world's trust -- time to act   

NSAはいかにして世界の信頼を裏切った

のか——今、行動の時 

 16 Peter Saul: Let's talk about dying   死に方を話し合おう 
 17 Joel Levine: Why we need to go back to Mars  なぜ今火星再探査が必要なのか 
 18 Jamie Oliver: Teach every child about food   子ども達に食の教育を 
 19 Shawn Achor: The happy secret to better work 幸福と成功の意外な関係 
 

20 
Anas Aremeyaw Anas: How I named, 
shamed and jailed 

どうやって名前をさらし、汚し、刑務所に

送り込んだか 

 
21 

Rodney Brooks: Why we will rely on robots  
P.W. Singer: Military robots and the future of war 

なぜ、私たちはロボットに頼ることになる

のか 
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1                                                
Ken Robinson says schools kill creativity (19:29)  
ケン・ロビンソン「学校教育は創造性を殺してしまっている」 
 
http://www.ted.com/talks/ken_robinson_says_schools_kill_creativity.html 
 
Sir Ken Robinson makes an entertaining and profoundly moving case for creating an 
education system that nurtures (rather than undermines) creativity. 
 
サー・ケン・ロビンソンは、人間の創造性を（弱めてしまうのではなく）育てていくための

教育システムを構築している。彼のやり方はエンターテイメント性に溢れると同時に、我々

の心の奥底に何かを強く訴えかけてくる。 
 
Discussion questions: 
2. What do you think it means to be intelligent? What do you think it means to be creative? 
3. How do you feel about your experience as a student? What good and bad experiences have you 
 had? 
4. What problems do you see in the education system in your native country? 
5. How would you change the educational system in your native country to improve it? 
 
 
 
 
2                                                
Helen Fisher: Why we love, why we cheat (23:31) 
ヘレン・フィッシャー氏が語る「人が恋する理由」            Filmed Feb 2006  
 
http://www.ted.com/talks/helen_fisher_tells_us_why_we_love_cheat.html 
 
Anthropologist Helen Fisher takes on a tricky topic – love – and explains its evolution, its 
biochemical foundations and its social importance. She closes with a warning about the 
potential disaster inherent in antidepressant abuse. 
 
人類学者のヘレン・フィッシャー氏は、「恋愛」という難しい話題を取り上げ、その進化、生化学

的な根拠、社会的重要性について述べる。最後には、抗うつ病薬の乱用がもたらす可能性のある

害悪についても言及している。 
 
Discussion questions: 
2. What is “love” for you? How would you define it? 
3. What do you think is important to build a good relationship with someone? 
4. How is marriage viewed in your country? What are the marriage trends? 
5. What activity do you think is appropriate for a first date? Why? 
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Example of a Preparation Worksheet プレパレーションワークシートの例

Name[                     ][                     ][           ]  Name Card # [       ]  
            romaji                                Japanese                        ID#                 
                                                               

How much time did you spend preparing     Extensive Listening  
for this discussion?     40   minutes    Weekly Score 
                                               

 
 
 

 

 

 

 

 

Due Date         Topic #  1  Title: Ken Robinson says schools kill creativity         
Discussion Questions: 
1. What do you think about the presentation(s)? 
A1. I agree with this presentation. I think schools kill creativity, too. In fact, children have 
extraordinary capacities for innovation. I like children, because when I talk with children they 
often say something funny or clever that I think is creative. In school, adults and teachers judge a 
student by their score. So, those things that are easy to give a score to become important. I think 
this kills creativity.                                         
 
2. What do you think it means to be intelligent? What do you think it means to be creative? 
A2. I have studied in school most of my life. So, I tend to think that an intelligent person is a person 
who gets a high score. But now, in university, I have met a lot of different types of people and I 
notice that intelligence does not only mean getting a high score. I think creative people tend to do 
things that ordinary people can’t do.                          
 
3. How do you feel about your experience as a student? What good and bad experiences have you had? 
A3. I am mostly satisfied with my experience as a student. When I was younger I was disappointed 
that I couldn’t draw well or sing well, but when I got a good score it made me and the adults around 
me happy. My one bad experience was that everyone assumed that I would go to university. I am 
happy to  be at Tohoku University, but I don’t think it is necessarily good to force a student to go to 
university.                                     
 
4. What problems do you see in the education system in your native country? 
A4. I think the university entrance examination system is a bad point in Japan. We study for the 
examination and succeeding in the examination is the main goal. The point of education, especially 
in high schools, is to study for the university entrance exam. Schools do not encourage students to 
study something they are interested in. I think this is a very bad situation.             
 
5. How would you change the educational system in your native country to improve it? 
A5. First, we must throw away the thinking that everyone must go to university. School and society 
must be developed so that all types of people can realize their potential. Second, I think all 
universities should interview prospective students as part of their application process. This will 
make students think more about their purpose for going to university.               
 
6. Write your own question related to this topic and write your answer. 
  Original Question:  What do you think about the way your parents educated you?                                                                  
A6. My father is an elementary school teacher so he has a lot of confidence that he knows 
everything about education. But, I don’t like the way he treated me. He never thought about my 
feelings and always thought he was right. Even when I know he is right, I think he should listen to 
my opinion, too.                            

OK
X

Vocabulary: Write 4 keywords for this topic. 

1. talent  才能
さいのう

     2. extraordinary 並外
なみはず

れた  
3. creativity   創造力

そうぞうりょく

  4. innovation 革新
かくしん

    
 

Fully prepared   3 
Satisfactory     2 
Could Do Better  1 
Unprepared 0

 5 / 5 
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    Example of an Extensive Listening Log Sheet 多聴ログシートの例 
             Name Card # [       ]   Total Time [   96     ] 

1. Date watched:   4/7                                                 Time: 20 x 2 = 40
Program name:  Ken Robinson says schools kill creativity 
Web address: TED
Comments:  
I watched it with Japanese subtitles the first time and the second time with English subtitles.

2. Date watched:  4/8                                                  Time: 20
Program name: Ken Robinson: How to escape education's death valley
Web address: TED
Comments:
My parents are teachers so I am interested in this topic. I agree with Ken Robinson that teachers need to facilitate 
learning. I also think there is too much emphasis on standardized tests in education. 

3. Date watched:  4/9                                                  Time: 3 x 2= 6
Program name: Academic Writing: Beyond the Five-Paragraph Essay 
Web address: http://learningenglish.voanews.com/media/video/1615459.html
Comments:  
In the future I will have to write academic papers in English so I was curious about this video.

4. Date watched:  4/9                                                  Time: 9  
Program name: One Billion Tons of Food Wasted Each Year
Web address: http://learningenglish.voanews.com/audio/audio/375067.html
Comments:  
I am interested in this problem and concerned at how much food is wasted. I want to support local farmers as much 
as possible.

5. Date watched: 4/10                                                 Time: 21
Program name: Sugata Mitra: Kids can teach themselves
Web address: TED
Comments: The hole-in-the-wall experiment is fascinating. This really shows the potential that people 
have if they are given the opportunity to learn. It also shows the potential uses of educational 
technology. I am interested in computer programming so I want to think about how I can contribute 
to developing education.
6. Date watched:                                                     Time:
Program name:
Web address:
Comments:
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Original Question List 
 
1.  What do you think about Japanese education? 

2.  What do you think is the problem with English education in Japan? 

3.  What kind of education do you want to see in elementary, junior high, and high school? 

4.  Do you think clever and creative are opposites? 

5.  Have you ever been taught by a very good or very bad teacher? 

6.  If you are given authority, what decision would you make to change the education   

   system? 

7.  What subjects do you think are important for your own life? 

8.  Have you studied any kind of art outside of school? 

9.  If you become a teacher, how will you teach? 

10.  In the future, how should we bring up children? 

11.  Do you want to be a teacher? 

12.  What do you think about studying English in the Japanese education system? 

13.  Should we increase the amount of time students study technical subjects? 

14.  Which subjects did you like in high school? 

15.  What do you think about achievement tests? 

16.  What do you think about the way your parents educated you? 

17.  What do you think about home education? 

18.  Which do you think you are, a creative or intelligent person, or both? 

19.  Did you like your junior high and high school? 

20.  What do you think about the six-year education system combining junior and senior   

   high school? 

21.  How will you teach your children? 

22.  What do you think about yutori kyouiku? 

23.  What is your image of a good teacher? 

24.  What do you think of Japanese universities? 

25.  If you have a certain specialty or skill, would you still go to university? 

26.  What do you do to develop your creativity? 

27.  Do you think that art and music should be required subjects in university? 
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Example of a Reaction リアクションの例

Date: April 14, 2014           Name Card # [     99 ]                          

What percentage of your speaking was in English? 

             Less than 95% = 1        95% - 98% = 2        99% - 100% = 3  
                                                                                          (未記入 = 1) 

Self-
evaluation 

3 

 
Evaluation:    

 AA: 11     A: 10     B: 9, 8     C: 7, 6     D: 5… 
Score 

 
I think that today’s topic is very important. Many people all over the world are concerned about 
the problems of education. Through Ken Robinson’s presentation and the discussion I could 
understand many things.                                 
                                   
First, one of my classmates suggested that one of the education system problems in Japan is the 
compulsory education system. He said that while this system has many good aspects it also means 
that all students are allowed to graduate even if they don’t study well. I listened to his idea and I 
think that this is a problem, too. Although this problem is very difficult to solve, some people are 
trying to address it. For example, the mayor of Osaka, Mr. Hashimoto, said that elementary and 
junior high school students who do not have passing grades will have to repeat that year in school. 
I think this idea is a method to solve an educational problem, but it also is an example of how 
schools kill creativity. This creates an environment where only the grades of certain subjects are 
important and all other subjects become unimportant. So, I don’t think this is a good result.        
                                   
 Another thing I talked about with my classmates was the difference between intelligent and 
creative. I think they are different, but I could not explain what the main difference is, so during 
these discussions I asked my classmates what they thought. One person said that when intelligent 
people work they need direction from a boss or some other person, but creative people can find and 
discover work or something on their own. This explanation is very useful and gives me hope that I 
can be a creative person.                                    
                                           .   
Finally, we discussed about “yutori kyoiku”. At first I felt that it is good because we don’t have to 
study hard. However, after hearing some ideas, my opinion changed. One student said that 
younger people study hard now because they did not experience “yutori kyoiku” and we have to 
compete with these people. They are more intelligent and creative, so now I resent it and feel I 
have to study more to keep up with them. This was a very bad policy by the government and 
shows how important educational policy decisions are.                       

Reaction (Write in paragraphs in English)
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 Name    Ichiro Watanabe         渡辺イチロ         B0AA9999         Name Card # [      99      ]                          
                         romaji                                                  Japanese                                           ID #                                
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Time
(min.)

1 Teacher writes location of groups in the classroom on the blackboard.

2 Teacher puts out student name cards, blank reaction paper,graded
preparation worksheets and reaction papers from the previous class.

3 Students pick up name card, blank reaction paper, graded preparation
worksheet and reaction paper from the previous class.

4 Students write their original question from the preparation worksheet on
the blackboard.

5 Students write their original question from the preparation worksheet on
the blackboard.

6 Students put their preparation worksheet on their desk.
7 Teacher visually checks and stamps each student’s homework.
8 Teacher introduces the original questions on the blackboard. 3
9 Teacher assigns students to a group.

10 Students move to their group location and organize their desks.

11 Students warm up for discussion by reading their preparation worksheet
out loud. 3

12 Students choose a group leader.
13 Discussion 1 (students discuss and teacher observes)
14 Teacher ends Discussion 1
15 Teacher assigns students to a new group.
16 Students move to their new group.
17 Students choose a leader.
18 Discussion 2 (students discuss and teacher observes)
19 Teacher ends Discussion 2
20 Teacher assigns students to a new group.
21 Students move to their new group.
22 Students choose a leader.
23 Discussion 3 (students discuss and teacher observes)
24 Teacher ends Discussion 3
25 Students write their individual reaction. 15

26 The group leader collects the reactions, preparation worksheets, and name
cards and brings them to the teacher  at the front of the class. 5

1 Evaluate the preparation worksheets. 10
2 Evaluate the reactions. 30

3 Input the scores: preparation worksheet, reaction, self-evaluation, extensive
listening 10

4 Scan the preparation worksheets and reactions. 5

Post-class processing by the teacher

Discussion-based Communication Class Flow

2

15 - 20

2

15 - 20

Prior to the start of class

Following the start of class

3

10

3

2

15 - 20
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現状報告 2：高大，真の接続の観点から

北海道旭川北高等学校

松井 徹朗 教諭

［講師紹介］

石井光夫教授（司会）:

お二人目も英語教育の実践について，お話を

いただきます。北海道旭川北高等学校の松井先

生にお願いしたいと思っております。先生，ど

うぞよろしくお願いいたします。

松井徹朗教諭：

先ほど，アイコースト先生の東北大学での授

業を見させていただきまして，現在，高校で英

語での授業を受けている子たちがスムースに

入っていける授業だなという印象を受けまし

た。

旭川北高校は，英語による授業をスタートし

て１０年目になります。きっかけは，国立教育

政策研究所の指定校事業です。指定にあたり，

かなり厳しい条件が出されました。それは，英

語の授業から訳読を排除すること。ALT との

ティームティーチングではなく，ひとりの日本

人教員が４０人の生徒を相手に英語で授業を

行うこと。それ以外にも色々条件がありました。

後で分かったことですが，その指定校事業は，

昨年よりスタートした「新学習指導要領」に向

けたモデル校としての実践を求めるものでし

た。10 年後の今も英語による授業を続けられ

ているということは，生徒たちがその授業を受

け入れたからなのです。これまでのことを，限

られた時間ではありますが，先生方にお話しし

たいと思います。

英語教育に関わる部分からスタートします

が，途中からは他教科の先生方とも共有できる

内容と思っております。まず，10 年前に指定

校になった時，そこにいた英語科教員は，その

指定校事業のために集められた人間ではなく，

たまたまそこにいた 8 人の教員でした。私たち

には短期間でのパラダイムシフトが迫られま

した。発想の大転換が。少しずつ変えながら次

の年度の４月からの本格スタートと思ってい

たのですが，その年の 9 月から始めるように言

われました。準備期間はわずか２ヶ月です。

皆様のお手元にある資料は，私たちがそれぞ

れの学年の授業で使っているものです。教科書

本文のプリントの後に，ティーチングプロシー

ジャーというプリントがありますが，それは，

私たちが独自に作った「教員用指導マニュアル」

です。これは，今の教科書のものですが，10
年前も同じようなものを作りました。精神論で

乗り切れるものではないので，少なくとも先生

方にはある程度のシナリオを作ってあげて，そ

れを参考にしながら授業を進めてもらいまし

73 73 



た。2 ヶ月，3 ヶ月すると，先生方に自分らし

さを出そうという気持ちが芽生え，マニュアル

に頼り切らない，カスタマイズした授業を行う

ようになりました。そして生徒もそのような授

業を受け入れました。

それまで行っていた英語の授業は，訳読・文

法説明中心のものでした。それを，コミュニケ

ーション能力育成の授業に変えたわけです。

文法・訳読中心の授業は，全て日本語を介し

て英語を理解するという授業の進め方です。実

際の 1 対 1 のコミュニケーション場面で，逐

一日本語から英語に，英語から日本語に頭の中

で訳していては，即応が求められるコミュニケ

ーションに対応できません。日本語を介さない

で英語を読んだり聞いたりできるようにする

には，分かっている語彙や表現，または文脈と

いったものを手がかりとして，意味を推測しな

がら理解するしかないわけです。また相手がい

る場合は，その人の顔の表情とか，その場の状

況，雰囲気などから判断しながら，相手が言わ

んとしていることを推測するしかありません。

そうなると，教員がしなくてはならないことは，

英文を説明しながら翻訳することではなく，生

徒に内容理解のための「想像力」を身に付けさ

せることになります。仮に生徒が，話されたり

書かれたりしている英語の 7 割しか理解でき

なくても，残りの 3 割を想像力で埋めるという，

そういう力を。

私たちが小中学生の頃初めて手にした現代

仮名遣いではない芥川龍之介や夏目漱石を読

んだ時，分からない漢字や表現に出会う度に立

ち止まって辞書を引いて読んでいないわけで

すよね。きっとこういうことを言っているのだ

ろうと想像しながら読み進んだと思います。そ

れと同じことを英語のリーディングの授業で

もできると私たちは考えました。

想像力とは何なのか？小さな子どもが何か

を伝えようとしている時に，足りない語彙力の

ためその内容が伝わらない時，聞く私たちは，

その子が伝えたいことを想像しながら理解し

ようとするわけです。同じことが，お年寄りの

言葉でも言えると思います。つまり，こういう

ことを言っているのかいと，こちらから質問し

て，相手が言わんとしていることを探ります。

または，クラスで元気のない友達がいたら，ど

うしたのかなと気にかけながら，放課後一緒に

帰ってあげようかなとか，例えば，そういう気

持ちが想像力ですよね。相手の気持ちを察する

力が。結局，コミュニケーションというのは，

相手の気持ちを察することであって，自分の気

持ちを相手に理解してもらうことです。ゆえに，

想像力の欠如はミスコミュニケーションを招

きます。

英語の授業で訳読をしないことで，私たちは

生徒の想像力を鍛えています。曖昧さを受け入

れながらも理解しようとする態度を育ててい

ます。私たちが英語の授業で教科書本文の和訳

を渡さない理由もここにあります。

訳読のない英語の授業では，生徒が口を開か

なければ授業が成立しません。授業は，教師と

生徒，生徒同士のインタラクションを中心に進

められるからです。生徒からの反応がなければ，

教師は 50 分間自分で英語をしゃべり続けるこ

とになります。

生徒にとっても，自分の考えを人前で，しか

も英語で話すことは非日常的な体験です。指示

を待ち，それに従うことに慣れている生徒たち

にもパラダイムシフトが求められます。正しい

答えはひとつと思っている生徒や，他者と話し

合いながら自分の考えをまとめることに慣れ

ていない生徒にとっても，発想の転換が求めら

れます。自分から積極的に意見を言うとか，自

分はそうは思わないと言うことは訓練されな

ければできません。生徒が教師の顔色を見ない

で自発的に自分の意見を言えるようするには，

それができる雰囲気を教師が教室内に作り出

さないと駄目なんです。つまり，息苦しくない，

楽しそうな，失敗しても先生に怒られない，そ

ういう雰囲気をまず教室内に作らないと，「な

ぜ，お前たちしゃべらないんだ」とか，「もっ
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と大きな声で」とか言っても，生徒は動かない

でしょう。

教室の中には，様々な子供たちがいます。体

の丈夫な子もいれば，弱い子もいますし，足の

速い子もいれば，遅い子もいます。当然，学習

の早い子もいれば，遅い子もいます。それは，

その子たちの持つ個性の一部であって，遅いか

らといって教師によって責められるべきもの

ではありません。それは子どもたちのせいでは

ないですから。その認識が，コミュニケーショ

ンを教える教師の側に無いと，なかなか厳しい

ものになってしまいます。つまり，遅くても遅

れてもいいから，個々の生徒をゴールまで連れ

て行くという教師の姿勢が子供たちに見えな

いと，彼らはついて来ません。当然のことなが

ら，そのゴールは大学入試ではありません。

グローバル人材の育成に向けて高校で行っ

ていることは，ここからは英語だけの話ではあ

りませんが，それは，コミュニケーション能力

と，他者と協働して答えを見出すコラボレーシ

ョン能力を養うことです。授業の中でのペアワ

ークやグループワークを通して，生徒同士が協

力しながら，話し合いながら問題を解決すると

いう，そういう力を授業の中で付けております。

もうひとつは，他者との違いを受け入れ，相

手をリスペクトする心ですね。これを育ててい

ます。どこの国の誰であろうとも，リスペクト

できる気持ちを持つ人を育てようとしていま

す。

高校レベルでのグローバル人材の育成は，そ

の部分に焦点が当てられています。そういう子

供たちが高校を卒業し，社会へ出たり，大学で

専門分野を勉強する時に，彼らが困らないよう，

そのための基礎体力を今付けているのです。

まとめに入ります。「高大，真の接続の観点

から」という今回の私の演題ですが，これまで

述べてきたような教育環境で育った子供たち

が大学へ進むことになります。大学ではそれぞ

れの専門分野において，学生たちの想像力，イ

マジネーションと，作り出す方の創造力，クリ

エイティビティを更に育てていってもらいた

いと思っております。

ここ宮城県では 80％を超える高校で英語に

よる授業が始まっております。海外に出なくと

も，現在，日本のいたるところに異文化で生ま

れ育った人たちが多く暮らしています。グロー

バル教育は，一部のエリートを養成するための

ものであって欲しくありません。

北海道で，私は，色々なところでワークショ

ップのお手伝いをさせてもらっています。北海

道以外でも，させてもらっていますが。去年は，

北海道内の高校を 8 校を回って来ました。回っ

て来るというのは，8 校それぞれの学校を，6
月と 11 月に分けて，年 2 回訪問するのです。

そこの英語の先生と一緒に研修をしました。そ

れらの学校の多くは小さな学校です。例えば襟

裳岬って知っていますか？えりも町にあるえ

りも高校とか，阿寒の近くの屈斜路湖にある弟

子屈(てしかが)高校など，本州の皆さんが漢字

を見ても読めない学校です。あとは最北のサロ

ベツ原野にある学校にも行って来ました。小さ

な学校では一人とか二人の英語教員が教えて

います。そういう先生方に支援をするために，

私は昨年，JR で行ける所へは JR で行きまし

たが，行けない所は車で周り，昨年は学校訪問

だけで 4,800 キロ北海道を走りました。

その中のある学校では，一人しかいない英語

の教員が，1 学年 20 人の生徒に英語で授業を

していました。過疎化が進む小さな町にある学

校です。そこには，地元の子供ばかりでなく，

離れた町村から通学してくる子もいます。中に

は，学習障害，そして知的障害が疑われる子も

います。そのような様々な個性を持った子供た

ちがそこに集まって来ているわけです。その子

たちに対して先生が色々サポートをしながら，

子供たち同士で協力させながら，ほぼオールイ

ングリッシュで授業をしていました。

英語の授業を英語で行うことについては

様々な意見がありますが，北海道では，そうい

う子供たちが笑顔で授業を受けております。
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「グローバル人材の育成」イコール「グロー

バルなビジネス等の世界で活躍できる人材の

育成」イコール「エリートの育成」ととらえら

れると困ります。世界で活躍できる人材の育成

は大切です。しかし，世界へ出て活躍まではで

きなくとも，地域社会に住む異文化から来た人

たちとともに暮らし，ともに働くことは，すで

に私たちの暮らしの中での現実となっていま

す。グローバルな視点を持つことは，すべての

子供たちにとって必要なことです。彼らが，グ

ローバル社会で日本人として逞しく，そして幸

せに生きていけるよう，高大の接続が更に密接

なものに進化することを希望します。

以上であります。ありがとうございました。

（拍手）

石井光夫教授（司会）:

ありがとうございました。生徒一人一人に向

きあったきめ細やかなコミュニケーション能

力を育てるというものをお話いただいたよう

に思います。
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現状報告 3：グローバル化と高校教育

沖縄県立辺土名高等学校

東盛 敬 校長

［講師紹介］

石井光夫教授（司会）:

続きまして，沖縄県辺土名高等学校からお招

きいたしました東盛先生。校長先生でございま

す。国語をご担当ではありますけれども，これ

まで様々なグローバル人材を育てるという実

践をされてきたご経験からお話をいただきま

す。それでは先生，よろしくお願いいたします。

東盛敬校長：

こんにちは。多少まぶしいもので，照明を落

としました。大丈夫ですね。私の発表というの

が 20 分。せっかくでございますので，隣の方，

右手の方に自己紹介を 20 秒お願いします。ど

うぞ。

（自己紹介中）

はい，非常にいいですね。攻守交替で，反対

にご紹介をお願いいたします。

（自己紹介中）

どうもありがとうございました。ということ

で，お互い自己紹介の方終わりました。

では，グローバル人材とはと問いかけていき

たいんですけれども，それは一応私の話の後で

ということで，少しこらえていただきたいと思

います。私も，「I'm not a famous person. So I 
will introduce by myself, first. Ok?」で，行き

たいと思いますので，少しスクリーンの方をご

覧ください。

プロフィールの方からいきたいと思います。

東盛敬と申しまして，沖縄のコザ，沖縄市に産

まれ，国学院の文学部入学年を見ると，分かり

ますね。3 年かかりました。その間でございま

す。1970 年にコザ暴動が起こっております。

実は，私の自宅近くで起こりましたので，今で

も鮮明に覚えております。衝撃でした。

5月 15日は昨日ですね。本土復帰，1972年。

通貨がドルから円に変わって，おもちゃみたい

だなと思いました。人間，これまでの習慣とい

うのは恐ろしいもので，これまで紙幣だと思っ

ていたものが，変わると紙にしか思えないんで

すよね。

さらに，1978 年に交通ルールの変更がござ

いました。それまで車は右側を走っておりまし

た。これが一気に反対側となったのです。７月

30 日はイベントでございました。高校生，夜

中，出歩いてはいけませんが，県内の高校生
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95％深夜徘徊？でございます。その瞬間を見

ようと朝 6 時。ピーという合図でおまわりさん

が一斉に出てきて，右側車線の車を一斉に左側

へと変えました。歴史的な経験でした。

その私がなぜ国学院なのか。実は TBS ラジ

オのナッチャコパック（パック・イン・ミュー

ジック金曜日）の影響でした。いい番組ですよ

ね，同年代の皆様。この番組が好きで，東京で

は，すばらしい世界が待っていると思い，自分

の人生はそこに行かないと始まらないと考え

始めました。それで浪人 1 年目から親をだまく

らかして東京に行きました。

大学卒業後，転職にて教員にということで，

これまでの 5 校，パワーポイントをご覧下さい。

5 校でこういうふうに，全ての学校で何らかの

研究に携わっておりました。

まず，球陽と名護では，国語とコンピュータ，

古典とコンピュータ。そして那覇国際において

は，シラバスを作りました。シラバスというの

が 1 時間 1 時間の授業でございます。これを

作って，この時のシラバスというのが，今の私

の国語の授業はこうじゃないかな，というベー

スになっております。さらに，読谷高校に移り

まして，学力向上の研究。これは子どもたちの

やる気を高めながら，進路指導をしていこうと

いうようなことでございます。

そして，宜野座。こちらの方は教頭としてで

ございますけれども，2 年連続で文科大臣賞を

取ることができました。一つは緑化コンクール。

もう一つはキャリア教育です。もちろん職員と

協力をしながら，一つ一つまとめることができ

たというバックグラウンドがございます。

実は，私，転職して教員になっております。

FM 沖縄，今，結構大人気でございます。そこ

の開局 2 年目か 3 年目，途中入社です。途中

入社ということでありますから，一時期はフリ

ーターをしてございました。国学院を出た後，

フリーターとして半年間，色んなアルバイトを

しながらも，自分はどうしても FM 沖縄に入

って番組を作りたいという思いがありました。

なぜか。やはり金パの影響ですね。ナッチャコ

パック。

ところが，その１年半後,フリーアナウンサ

ーになりました。なぜか。アメリカに行きたい

と思ったんですよ。なぜ，アメリカに。実は，

私の友達，高校 3 年の時に英語の単位が取れな

くて，追試を 3 回くらい経て，やっと取り，卒

業にこぎ着けたんですよ。その彼が，アメリカ

に行きました。無謀なことをするなと当時は思

っていたのですが。ところがです。帰ってきた

らしゃべるわけですよ。何だ？人生何か違うん

じゃないか，というふうに感じました。

ちょうどこの頃レスキューダイバーの免許

も取りまして，ダイビングに彼と一緒によく行

きました。彼は米軍基地に勤めておりましたの

で，アメリカの友人を何人か連れてくるわけで

す。すると，彼が楽しそうにしゃべっている横

で，しゃべれない私。人生何か違うというふう

に思いました。ということで上司に相談して辞

めて，アメリカに行くことになってしまいまし

た。

アメリカに行くのなら横断しようというこ

とで，カリフォルニアからテキサス，フロリダ

にある大学の ESL クラスを転校転校？で行っ

て参りました。

そのあとの一番大きなインパクトは，沖縄空

手との出逢いです。上地流山会というのがござ

います。その会長の當山清幸先生，すばらしい，

筋肉の躍動が美しい演武です。YouTube で名

前を打ち込めば，必ず出てきます。お年は召し

ているのですけれども，技が見事なんですよ。

説明するよりも，ご覧になって頂きたい。CD
を用意致しましたが，時間がないということで

却下されましたので，是非，ご自分でお願いし

ます。

さて，私，セントラルテキサスカレッジ（基

地内大学）の学生であります。1 科目だけサブ

ジ ェ ク ト を 取 り ま し た 。 Crime Scene 
Investigation and Reconstruction というもの

で，犯罪現場検証の講義です。その後も受講を
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試みたのですが，米軍の，軍人のための教育機

関であるので，何か急な派兵とかありますと，

昨日まで隣にいた生徒が出席しなくなります。

すると本来の対象となる生徒がいなくなりま

すので，日本人のためだけのクラスで開講とは

いかずにキャンセルとなります。この状況が 2
度ありまして，今は名前だけの学生ということ

でございます。

やっと本題に入ります。申し訳ございません。

グローバル人材の育成に向けて，ということで

話をいただきまして，正直，なんだろうと考え

ました。グローバル化とは何なのだろうかと。

グローバリゼーション。考えました。その前に，

インターナショナリゼーションというのがあ

ったなと。違いは何なのかなと考えました。そ

して，そもそもインターナショナリゼーション

というのは何なのかということで，色々思い悩

んでおりますと，先ほどの空手の大家當山先生

が，私の頭の中に浮かんできました。

彼はどういった方かというと，ヨーロッパ各

地区に行ってデモンストレーションの空手を

やると，全員が注目するんです。拍手喝采です。

すばらしいと。そして，この流れは沖縄空手道

上地流山協会へと引き継がれており，世界にも

各支部がありまして，定期的にインド，あるい

は，ポルトガル，ドイツ等から稽古に訪れます。

この状態を継承・発展させているのが，私の直

の師匠清山ブリエット先生と奥様でございま

す。少しだけ写真で説明を。向かって右手。こ

ちらが清山ブリエット先生，隣が當山清幸先生

です。これが，私が昇段試験，2 段を取った時

の写真で，隣は清山先生の奥様須磨子さんです。

これは，インターネットのホームページ上に載

っており，全世界に情報を発信しております。

グローバリゼーションというのをこの空手

の継承と発展になぞらえてみます。これはあく

までも私の視点ですので。まず當山先生という

存在が，しっかりこれは本物として存在する。

次に，情報をしっかり集め，発信することがで

きる。この発信が，交流として結びつき，空手

の協会として今にあるのではないでしょうか。

「時空を超えて変化に対応し，通用する状態」

というふうに…，今，感じております。

すると改めて，先ほどの単純な方程式に当て

はめ，この「時空を飛び越えて変化に対応する

状態」というのが「本物の力」，それに「情報

の収集や交流」というふうな「整理・発信の力」

が合わさることが「グローバル化」ではなかろ

うかとシンプルに考えてみました。

では，学校ではというところで少し考えて見

ますと，実は先ほどのダニエル先生の授業風景。

びっくりしました。コンセプトが一緒でござい

ました。まず，グローバル化に対応する教育と

いうのは，先ほどの當山先生と清山先生の関係

からスライドしてくると，情報の収集，発信の

力の育成だろうと。それから本物の技や知識を

己に凝縮する力の育成だろうと。那覇国際高校

のシラバス作成に当たってはこの「２つの力」

の育成が念頭にありました。

授業に際しては「分からない」から「分かる」

という感動体験がまずないといかんだろうと

考えます。それから，コミュニケーションの場

が必要であると。そのためにやったのが，パタ

ーン化による生徒の主体的活動の場の創造で

す。ダニエル先生の，授業が始まる前に始まっ

ている授業がありました。感動しました。同じ

く私が目指したのは，古文でも漢文でも，まず

は音読から入ることをパターン化し，教師が入

室した瞬間に，生徒が立ち上がって読み始める

ことを実践しておりました。この実践に係る資

料は，今日，お持ちしたシラバスの方に掲載し

てございますので，少しご覧いただきたいと思

います。

先ほどのダニエル先生の授業風景を思い出

してください。このパターンでした。生徒一人

一人，まずしっかりと考えていきます。その中

でグループを作りますので，やはりリーダーが

出てきます。こういったことで 40 名１クラス

ですと５人のグループが出てきていると。さら

に，グループの中で意見出したものを，今度は
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全体で話をまとめていこうということで，そこ

に教師が登場してコーディネートをしていく。

板書でも，生徒が書いてくれたものを比較しな

がら，この部分とこの部分はどうかなというこ

とで，「答え」を提示をしました。

生徒たち同士での話し合いの場面で，グルー

プの考えがまとまらない時には，必ず教師に聞

いてきます。「僕はこう思うんですよ。先生ど

う思いますか」。「彼はこう言っているんですが

どう思いますか」。その時私は質問には何も答

えずに「二人ともすばらしい」という返しで終

わります。そのあとで，全体での話し合いの中

でまとめていきます。これが大きな要ですね。

この国語のシラバスを作って授業をした発展

として，やっぱりやる気が出てきている，と。

先ほどお互い自己紹介をしていただきまし

た。人間，やはり，しゃべるというのはいいで

すよね。自分の中のエネルギーを相手に伝える，

また貰うと。やる気です。そしてこれが，やは

り社会へつながる思考，判断，表現力の育成に

なってくる。つまり授業の中で，相手に自分の

意見を出す時には，根拠を示さないといけない。

「私はこう思うからこうなんですよ」と。

実は，こういったコミュニケーションが，沖

縄の子どもたちは苦手であります。ですから，

何とか力を付けていきたいと日頃から考えて

おりました。実は，那覇国際高校卒業生なんで

すけれども，結構，海外，県外に行くのを物怖

じしない子供が増えてきました。そして「大学

でのゼミで役に立っていますよ」という声をし

ょっちゅう聞くんですよ。それが，先ほど山口

先生のお話に繋がると思いまして，なるほどな

と合点がゆき，今日はこの場に来て，私，幸せ

でございます。ありがとうございます。

国語のシラバスの件は，前年度，県のある国

語研究会で，指導書を作るということで提案し

たんですけれども却下されました。では，今，

国語の話でございますけれども「情報の収集，

発信力」と「知識を凝縮する力」の育成が求め

られており，これがつまりは「生きる力」と定

義され，「21 世紀に求められている人材育成」

となります。すると，これは，国語に限ったこ

ととはならないはずです。

少し長くなりましたけれども，あと２分お付

き合いください。実は，私，本年度から辺土名

高校の校長です。「辺高グローバルプロジェク

ト」を立ち上げました。これは「教育環境を充

実させ，校訓で語られ，校章に示されるグロー

バルな人材を目指す」ものであります。本校の

置かれた現状は編成整理計画の只中であり，名

護高校の分校になる道を歩んでおります。表に

示された，本年度入学人数をご覧ください。42
名です。定員は 80 でございます。非常に厳し

い状況でありますので，これはプロジェクトを

作って頑張っていこうじゃないかと計画いた

しました。

では，辺土名高校どこにあるのか。スクリー

ン下の方が那覇でございます。ブルーのライン

がございまして，読谷村の左の方の印。実は，

ここが私の家でございます。そこから辺土名高

校まで 1 時間 31 分，63.4 キロございます。当

初，新車を購入して通おうと考え，ガソリンが

高いのでハイブリッドをと買うことに決めま

した。ただ，周りからは反対もありました。な

ぜかと言うと辺土名高校，塩害が厳しいんじゃ

ないかと。そうだなと思いながらも，先ほどの

辺土名高校の状況を見ると，これは買ってしま

おうと決断しました。これは初め通おうと思っ

てのことでしたが，今，住んでいるのは辺土名

高校から走って 5 分のところです。すると，塩

害はさらにひどくなります。僕の新車はどうな

るんでしょう。車の心配はあるんですけれども，

ただ，やはり，それぐらい覚悟を決めて臨まな

いといかんなと感じました。

スクリーンをご覧下さい。辺土名高校です。

環境に恵まれて最高のところです。山に挟まれ

て，そして海があります。ちゃんと緊急避難地

には，避難路も確保してございます。大丈夫で

す。そこに校訓，「愛・誠・勇」でございます。
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環境学科と普通科があるんです。環境学科，よ

くテレビでも取り上げられております。そして，

校内，非常に美しい。特に右下，寮なんですけ

れども，ここにクーラーもついている。１人部

屋というすばらしい恵まれた状況です。ちなみ

に私の住んでいる職員住宅，築 36 年，クーラ

ーなし。どうしようかなと思いながらも，頑張

っています。

こういった昔ながらの風景も見れます。先ほ

ど校訓と校章の話が出ました。「誠を以って己

を持し，愛を以って人に接し，勇を以って事に

当れ」。まさにこれはグローバル化じゃないか

と思いました。これが校章でございまして，「高」

の文字が白，「波の模様」が下の方，金色です

ね。波の上に高校があって，外に，世界に向か

って羽ばたく人材を願っていると言うことで

ございます。私は運命的なものを感じまして，

今，この場に立っております。

校旗。これが，今，校長室にあります。実は，

「辺高グローバルプロジェクト」を立ち上げて

何とかせないかんと考えました。一番困ったの

は，入学式です。子どもたちに，３年後はもし

かしたら分校だと突きつけないといけない訳

です。そこで問いかけました。「一人一人が大

河ドラマの主人公になってくれ」と。そして「辺

高のために何ができるかを考えて，一緒に頑張

りましょう」と。保護者にも「ドラマを感じて

くれ」と。「保護者の皆様も重要なキャストな

んだ」と。

最後には坂本竜馬の言葉を用いてまとめま

した。「道は百も千も万もある」と。色々ある

んだと。そして，「我がなすことは我のみぞ知

る」と。頑張っていこうということを，全てを

この校旗の校章に託しながら，今，頑張ってお

ります。スクリーン下の方にキーワードとキャ

ッチフレーズございます。これが「地球を構」

に「Say・I・You」です。「Say・I・You」で

もってあなたも私も共に声を上げようという

ことです。何の声を上げるかというと，校訓で

すよと。で，「世界」ではなく「地球」として

グローバルを示しました。キャッチフレーズ

「グローバルアイデンティティ辺土名」で，頑

張っている校長でございます。

どうもご清聴ありがとうございました。

（拍手）

石井光夫教授（司会）:

ありがとうございました。本物の力を付けて，

それを交流していく力とする。それを付けるの

が本来のグローバル人材のあり方であるとい

う，今の校長先生をなさっている辺土名高校の

お話をいただきました。ありがとうございます。

それでは，お三方の先生からのご報告をいた

だきました。これから休憩をいただきまして，

それから討議のお時間とさせていただきたい

と思います。その準備にちょっと時間がかかり

ますので，20 分ほどお時間をいただければと

思います。4 時 15 分に再開ということでよろ

しいでしょうか。20 分間お休みをいただきま

す。それでは休憩いたします。
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第 20 回東北大学高等教育フォーラム（新時代の大学教育を考える［11］）

グローバル人材の育成に向けて ～これからの高校教育における課題から～

Ⅲ 現状報告③ 「グローバル化と高校教育」

Ⅰ My profile 沖縄県立辺土名高等学校 校長 東盛 敬

１．歴任５校における研究と取組

①【球陽】国語の授業とコンピュータ ②【名護】古典におけるコンピュータ活用

③【那覇国際】シラバス研究委員 ④【読谷】学力向上研究主任

⑤【宜野座】H24/25 キャリア教育実践推進校：教頭

２．現在に至るまで

①１９６０年 ６月沖縄県コザ市（現沖縄市）に誕生

②１９８６年 ３月國學院大學文学部文学科卒業

③１９８６年 ９月株式会社ＦＭ沖縄入社

④１９８９年 ３月渡米（UCCA<ﾃﾞｲﾋﾞｽ>・UCTX<ｱｰﾘﾝﾄﾝ>・UC フロリダﾞ）

⑤１９９１年 ４月沖縄県立高等学校教諭に採用：県立球陽高等学校勤務

⑥２００５年１１月沖縄空手道上地流山会２段（當山清幸会長より授与）

⑦２００７年 ７月 Central Texas College（米軍基地内大学）入学

Ⅱ Globalization ？→！

１．What is globalization ?

２．What is the difference between internationalization and globalization ?

３．What is internationalization ?

Ⅲ High school education
○グローバル化へ対応する教育 ＝ 情報の収集・発信【交流】力の育成

＋
本物の技や知識を己に凝縮する力の育成⇒

○「生きる力」の育成
⇒⇒⇒⇒⇒⇒

Ⅳ 授業【国語：シラバス 1998 年 4 月発行】

１．授業の定義

①「わからない」から「わかる」の感動体験とコミュニケーションの場。

②パターン化による生徒の主体的活動の場。【個人→グループ→クラス<with 教師>】

２．授業の発展

①「やる気」の波紋

②社会へつながる思考・判断・表現力の育成

Ⅴ 高等学校【辺高グローバルプロジェクト 2014 年４月】

１．目標 教育環境を充実させ、校訓で語られ、校章に示されるグローバルな人材育成を目指す。

２．現状 編成整備計画：中期計画にて「名護高等学校の分校化」予定

「辺土名高校を名護高校の分校とします。」

「ただし辺土名高校が両科の定員を満たした場合は計画を再検討します。」

：H26 年度入試（42 名＝５割）、H25（48 名＝ 6 割）、H24（56 名＝ 7 割）

＜ H26 ～ 28 年度は準備期間＞ ＜ H29 年度～：分校へ移行＞

H26 H27(70 周年) H28 H29 H30 H31
72 期（H10) 分校 1期

73 期（H11） 分校 2期
74 期（H13） 分校完全移行

３．校訓と校章

①校訓 誠<誠を以て己を持し>愛<愛を以て人に接し>勇<勇を以て事に当たれ>

②校章「高」は白色、「波」は黄金色、「万里の波濤を蹴って進む高校の姿を表し、

「万里の波濤を蹴たてて進む姿」に「各地各界に進出する」「人材」育成を願う。

Keyword：「地球を構」に「Say・I・You」（誠・愛・勇） Catchphrase：Global Identity☆ HENTONA
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沖縄県立辺土名高等学校高校

校 長 東 盛 敬

シラバス作成・活用から「国語」を考える

平成９年３月沖縄県教育委員会より、教育内容等調査研究協力委員を委嘱され、県内初となる国語のシラバス

づくりに携わりました。任期は翌年２月末日まで、内容は全授業１９０時間の略案作成。ただ、同年１０月から

半年間は沖縄県立総合教育センター後期長期研修員として、テーマ「和歌の表現世界を読みとる力を育てる学習

指導～コンピュータ活用による言葉の発見を通して～」に取り組むこととなっており、教科書１冊の読み込みと

全授業のイメージ化作業を９月中には終えなければなりませんでした。しかし、実際には年末までの時間を要し

ていた記憶があります。完成したシラバスは新設の県立ＮＫ高校にて活用することとなり、Ⅰ期生を対象に国語

科４教師が挑みました。本編ではこのシラバス作成に際して形となった「国語」と「授業」を紹介致します。

Ⅰ シラバス「００１ オリエンテーション」

平成１０年４月発行の県立ＮＫ高校「高校生活のし

おり－ HOW TO STUDY －」の「３ 各教科の学習の

進め方に」として掲載した原稿をやや訂正を加えて紹

介します。ただし、【学習のポイント】《国語表現》の

項目は、平成年４月に県立ＹＴ高校「進路のしおり～

BrushUp"D"～」（３年間持ち上がりの「しおり」）発行

に際して加筆しました。高校入学時のフレッシュな心

持ちにて目を通されて下さい。

【KOKUGOとは】

通常我々は、小学校１年の「こくご」から中学校３年の「国語」まで９年にわたり KOKUGO の授業を受けま

す。高等学校第１学年では「国語総合」という科目で「国語」力の向上を図ります。

「国語」とは「国の言語」です。「国」が「日本」を、「言語」が「人間の思想や感情、意思などを表現した

り、互いに伝えあったりするための、音声による記号、または、それを写した文字。ことば。」と定義すれば、

「日本のことば」＝日本人の心にある想いを外に表現・伝達するための音声記号または文字ということになりま

す。そしてこのことは世界のどの言語にも共通していることなのです。ということは小学校の「こくご」から高

等学校の「国語」が目標とするものは「書き手の想いを的確に読解する力と読み取ったことを日常の言語活動に

いかしていく力を養うこと」と言えるでしょう。

すると理系であれ、文系であれ、書物を読んだり、言葉で自分の「考え」を表さなければならない多くの場面

が日常にはあるはずです。特に「社会」においては「論理的」に「思考」し、「表現」する力が求められます。

ほとんどの就職試験で「小論文」や「面接」試験が課されるのはこのためです。

【学習のポイント】

現代文・古文・漢文も言語という大きな枠でとらえてください。そこには「書き手の想い」が存在するはずで

す。ですから表記や文法においての相違点はありますが、「書き手の想い」を読み取ろうという姿勢は同じなの

です。各担当から授業計画が提示されますので、それに則って学習して下さい。 そこで重要なのは予習をする

ことです。予習の意義は「わからない箇所を明確にする」というところにあります。よってまずは赤ペンを持ち、

疑問点等をしっかりと確認することが大切なのです。理解できない箇所を明確にして授業に臨むことが授業に楽

しく参加するコツです。最初は「わからない」所だらけかもしれませんが、それでもよいのです。そして、間違

ってもよいではありませんか、問題を解く際には正誤を気にせず自分の答えを、自信をもって書き込んで下さい。

ただ自分の導き出した答えを訂正する際に、消しゴムを使うことだけはやめて下さい。自分で出した答えは大切

なのです。なぜなら、そこにはあなたの思考の過程があるからです。わかる授業のためには「わからない」自分

を知り、その思考過程を見直すことが大切なのです。

《国語総合》＝現代文＋古文＋漢文 ★予習と赤ペンCheckが大切！

さて「国語総合」の内容はどうなっているのでしょうか。「現代文」と「古典」に大別され、さらに「古典」

は古文・漢文に分かれます。中学で古典に多少触れたとは思いますが、それはまだ入門初期の段階です。ですか

ら、現代文はある程度学んできた（つまり生まれてから今日まで現代の言葉の環境の中にいた）ことからすると、

高校の「国語総合」と中学の「国語」の大きな違いは古典を本格的に学ぶところにあると言えるでしょう。しか

し現代文も古典も書かれた文字という点では共通しています。つまり現代文と同じように、古文・漢文も「心に

ある想い」を外に表現・伝達するための手段なのです。国語総合は現代文、古文・漢文の基礎を固める科目です。

ですから、後述の「現代文」・「古典＝古文・漢文」の解説をよく読んで下さい。

《現代文》＝国語総合－(古文＋漢文) ★ ことばの定義と作者の視点が重要！

多くの教科書では、作品形態によって評論・小説・表現・詩歌の４つに大別されています。分けられかたは違

いますが、作品の中に筆者の「想い」が存在するということは共通しています。ですから、文章のスタイルによ

参 考 資 料

 103 



- 3 -

って読解の仕方が多少異なるように思えるかもしれませんが、どの作品理解においても文を解析することが読解

の第一歩となるはずです。そして、その解析から作品中のキーワード・キーセンテンスを選定し、それを手がか

りに作品の奥にある作者の視点を確認することが文章読解の基礎となります。「解析する」とは「分ける」こと

であり、【ことばの定義】と【作者の視点】を徹底してつかみ取ることです。ですから、問題を解く際には、何

となく「答え」を導くのではなく、その「根拠」を懸命に考えて下さい。

《古 文》＝国語総合－(現代文＋漢文) ★「分ける」ことは「解る」こと！

教科書は、古文と漢文のパートから構成されているのが一般的です。古文の目次には、説話の世界・随筆と軍

記・物語と日記・和歌と俳諧等という大見出しが設定されています。ですがどれも作者のメッセージを秘めて作

品として存在していることには変わりありません。すると、作品を読解する際には現代文と同様な取り組みでよ

いということになります。では古文を学ぶ時に特別必要なものは何でしょうか。単語の表記や発音そして意味の

面でも多少異なるところはありますが、現代の日本語と最も異なるのは文法です。特に活用する品詞には特別な

注意を払わなければなりません。活用する品詞の理解が古文読解の大きな助けとなるわけです。つまり十品詞中

の用言（動詞・形容詞・形容動詞）と助動詞をマスターすれば、古文の基礎はある程度固まったといえます。そ

してこの基礎は、古文を【分ける】ことを可能にするのです。【分ける】ことが「わからない」単語の発見につ

ながり、辞書や文法書をひもといて【解る】となるのです。確かに筆者の人生観や生きてきた時代背景を捉える

のも大切です。しかしまずは【分け】、【解る】につなげる努力が必要です。勿論、この体勢を整えながら語彙

（古文単語）を増やすことも忘れてはなりません。

《漢 文》＝国語総合－(現代文＋古文) ★文の構造把握・句法理解が決め手！

なぜ、漢文が古典分野にあり、古文と並記されているのでしょうか。漢文というのは確かに中国の古典語です

（今の中国語ではありません）。しかし、私たちが教科書等で接する漢文はほとんど訓点が施されたものです。

訓点というのは「句読点」と「返り点」・「送り仮名」のことで、「返り点」は日本人の祖先が漢文を原文のまま

日本語の語順で読むために発明した記号です。「送り仮名」は漢字だけの漢文に活用語尾や助詞・助動詞をカタ

カナで表記したものです。そしてその「送り仮名」の法則や助詞・助動詞の用法のほとんどは古文の文法に従っ

ているのです。つまり、漢字だけの漢文に訓点を施すことにより、その漢文を古文のように読むことができたの

です。これが漢文と古文が古典として同じ範疇に入る一つの理由です。ということは、まず大切なのは古典文法

をマスターすることにあります。そして相違点を一つ一つ学んでいけばよいのです。まず、Ｓ（主語）とＶ（動

詞）の関係に注意して、文の【構造】を把握しましょう。そして、漢文独特の用法である【句法】は完全に暗記

するよう心がけてください。

《国語表現》＝「想」の外的表現 ★「読解力」から「表現力」へ

頭の中にあるイメージの伝達手段として、人が最もよく用いるのは「音声」と「文字」です。現代文や古典で

鍛えた「読解力」を「表に現す力」としようというのが「国語表現」の狙いです。現代文の授業でも勿論この「表

現力」向上にはつとめますが、もう少し身近なところから自分の「想」を相手に伝達するための「表現力」に磨

きをかけます。よって、自分史の編纂などを通して自分を見つめ、履歴書の作成等により相手にしっかりと伝え

る練習を行います。最終的には「読解力」と「表現力」の両方が求められる「要約」や「小論文」を「書く力」

を養います。これは「自己推薦文」や「志願理由書」あるいは「面接」においても多いに役立つはずです。

Ⅱ シラバス「００２～０１９ 古文」

県立ＮＫ高校、国語の授業は古文からスタートしま

した。まず、歴史的仮名遣いの習得に力を入れ、同時

に古文を「音」として楽しませることに留意しました。

さらに言葉の「組立・分解」を意識させるべく品詞の

説明と演習を徹底的に行いました。この流れはＮＫ高

校ＨＰ掲載の「平成２３年度版シラバス」にいまだに

引き継がれているようで、ありがたく感じております。

実はこの品詞を徹底的に学ぶということが「日常の国

語」を見直す機会となり、自ずと中学までの総復習と

なっているからではないでしょうか。

古文の授業では始業の一礼直後から音読となり、徹

底的にリズムに慣れさせました。まず、ＨＲ長がタイ

トル等を読み上げます。続いて全員が一斉に元気よく

本文を音読します。この一連の動作を可能とするため

に生徒は事前に教科書を用意し、読むページを開いて

準備をしなければなりません。音読からの始業は授業

への目には見えない「構へ」をかたちづくっていたの

ではないでしょうか。さて、滑らかな読みとなったと

ころで、「日本語訳」となるのですが、その際には用言

の学習に重点を置き、まずは生徒各個人から、そしてグループでの話し合いによる取り組みへと積み上げます。
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ここで大切な点は、古典文法に注意を払わせ「品詞分解」から、日本語としてはぎこちなくとも、自力による

「直訳」へと導くことです。次にやはり、このオリジナルの「直訳」を４、５名を１グループとして話し合わせ

ます。ここで場面設定から「意訳」を考案させた後、各グループの発表、比較する場へとつなげます。グループ

で話し合った後ですので、結構強気で板書や説明をします。そして各グループの板書の比較により、古典文法の

説明から「直訳」「意訳」へと進めます。この時点でどうしても生徒に納得の表情が現れない場合には教師の登

場となります。

Ⅲ シラバス「０２０～０２２・０３２ 表現」

高校１年の春４月から５月は大きな環境変化に伴い、特に心が揺れ動く時期です。ですからこの春を逃しては

ならないのです。一方、２年生は１年過ごした高校生活を振り返って、３年生は本格的な進路決定へと挑む中、

やはり何かしら心にさざ波の立つ季節が春ではないでしょうか。

己の内なる変化に目を向けることから始め、「想い」を形あるものとして表出し、共有することは人間として

の大きな成長につながるはずです。確かに、原稿を書き、人前で発表するというのは「難儀なこと」であります。

しかし、この「難儀なこと」が現代社会の至る所で求められていることも事実ではないでしょうか。また、校内

弁論大会がクラス代表を決める第１次選考のＨＲ大会を経て、学年代表を決める第２次選考の学年大会へと進み、

学校代表を決める弁論大会開催までの一連の流れも重要です。なぜなら、しっかりと手順を押さえて、あるいは

段階を踏まえて、物事は運ばれていくということを見せるよい機会となるからです。

何事においても第１歩が肝心です。高校１年の春にしっかりと取り組んでおくことにより、２年、３年におけ

る大会はさらに円滑に運営され、内容もより充実するはずです。
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Ⅳ シラバス「０２３～０２９ 評論」

小説にせよ、評論文にせよ、作者の「想い」の外的表現がその１作品となっているはずです。そこには作者か

ら明確なメッセージがあり、「読む」ことにより、我々はそれを受け取ります。ただ、小説と評論ではその「想

い」の伝達スタイルが異なります。しかし、「文字」を「言葉」へ、「言葉」を「文」へ、「文」を「形式段落」

へ、「形式段落」を「意味段落」へとつないで結実していることには変わりありません。すると作品が「読む」

側に求めるのは論理的に思考して「想い」を受け止めることだと考えられます。

評論文には感情ではなくより冷静にメッセージを伝達するための効果的な構成が表れます。評論における「想

い」とは作者の「意見」であり、その「意見」はある「対象」へと向けられているはずです。さらに極端に言う

と「意見」とは「対象」への「Yes・No」となります。仮に「原子力発電所の稼働」を対象とすると意見は「稼

働賛成：Yes」と「稼働反対：No」となるわけです。そして、双方の意見の正しさを伝達するべく「展開」が設

けられます。最後に「結論」にて「Yes・No」の再確認が行われます。小論文指導ゼミナール主宰の樋口裕一氏

が多くの著書にて提唱している小論文の「四部構成」（問題提起・意見提示・展開・結論）は大いに参考になり

ます。

Ⅴ シラバス「０５４～０６７ 漢文」

古典である漢文ということでやはり音読を重視しました。ただ音読ではあるのですが、書き下し文ではなく、

白文で読めるようになるまで繰り返し練習させました。その際には文の構造を意識させるようにし、まずは主語

「Ｓ」と述語「Ｖ」を明確にさせ、次に目的補語（目的語か補語のどちらか）との関係を捉えさせました。目的

補語「OC」とは便宜上勝手に名付けたものであり、漢文と日本語の往復作業中にある一文字が目的語か補語か

と悩むのを避けるための造語です。そして「Ｓ、Ｖ、OC」に当てはまらない再読文字や助字等はすべて「Ｊ」
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としました。これにより生徒は「Ｓ・Ｖ・OC・Ｊ」の関係に絞って文字のつながりを整理できます。ＫＹ高校

勤務の頃、この作業を徹底的に行わせたところ英語を大の苦手とする生徒から「英語がわかるようになった」と

いう声が聞かれました。確かに英語の５文型と重ねて教えておりましたので、思わぬ効用でした。

個人からグループへ、グループからクラスでという段階を漢文でも継続しました。すると「思考」、「表現」、

「検討」、「確認」という作業を螺旋状に少なくとも２回は行うこととなり、興味関心も高まったように思えま

す。

Ⅵ シラバス「０７２～０７７ 小説」

筆者の「想い」は小説の主人公の心情により伝えられます。すると冷静な場面設定から心情表出された言葉を

丁寧につかみ取ることが求められます。そこで心情を汎用的に考える一助として「＋」「－」「±」の方向性を

打ち出し、その「度合い」を個人からグループ、クラスへと検討させました。

三島由紀夫は、評論『小説とは何か』における『遠

野物語』再読に際しての、「『あ、ここに小説があった。』

と三嘆これ久しゅうした」というくだりで「炭取の回

転」を「現実の転位の蝶番」として位置づけることに

より「小説」についての見事な解説をしています。

Ⅶ シラバス作成からみた「国語」

シラバス活用当初、４人の教員がキーセンテンスの選定と意味段落設定のために頭をつき合わせました。不思

議と意見は２対２に割れていました。微妙な点ではありましたが、なかなか双方が譲らずにそれぞれの「答え」

と「根拠」を持って教室に向かうこともあり、説明にも熱が入りました。ある意味シラバス活用は教師間のコミ

ュニケーションも深めたように思います。これは偏にシラバスによって「型」が与えられたからではないでしょ

うか。

さて「型」と言いますと、空手には技習得段階によってそれぞれにふさわしい「型」が用意されています。あ

る程度その段階の「型」を身につけるまでは次の「型」には進めません。その段階で留まり、繰り返し繰り返し

同じ「型」に挑まなければなりません。この「繰り返し」により、筋肉が鍛えられて動きが柔らかくなり、姿勢

もシャンとしてくるのです。まさに「型」習得に向けた「螺旋的の練習」の結果です。そして１つの型の動きの

「意味」を体で理解することとなり、「型」の論理性に気づくのです。

シラバス作成を振り返るとその作業は「パターン化」であったと考えます。大きくは「評論」「小説」「古文」

「漢文」への取り組み方であり、空手の「型」のように「構」からはじまる「流れ」をつくりたいと思ったのが

始まりでした。そしてシラバスの中に「評論への構え」「小説への構え」「古文への構え」「漢文への構え」をあ

る程度は提示できたように思います。今回はかなり極端なダイジェスト版でありますので、如何ほどそれぞれの

「型」が伝わったか不安ではありますが、「構え」からその後の「流れ」を感じて頂ければ幸いです。

空手の「型」には動きがあり、具体的なものとして感じることができます。しかし、日常の「国語」ではなか

なかそうはいきません。なぜなら思考過程を表現し、伝達する「ことば」というものが非常に抽象性が高いから

です。ですから不定型ではなく、国語の「構え」から始まる「型」を繰り返して行うことが重要であると信じま

す。この空手のような螺旋的鍛錬が「論理的に思考する力」を養うとにつながるのではないでしょうか。

高等学校学習指導要領解説 総則編

第１章 総 説

第１節 改訂の経緯

21 世紀は，新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の

基盤として飛躍的に重要性を増す，いわゆる「知識基盤社会」の時代であると言われている。この

ような知識基盤社会化やグローバル化は，アイディアなど知識そのものや人材をめぐる国際競争を

加速させる一方で，異なる文化や文明との共存や国際協力の必要性を増大させている。このような

状況において，確かな学力，豊かな心，健やかな体の調和を重視する「生きる力」をはぐくむこと

がますます重要になっている。
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第 3 部  討議

－ディスカッション－





討議 ――パネルディスカッション――

石井光夫教授（司会）：

それではよろしいでしょうか。これから，討

議の時間に入らせていただきます。

ここからは，東北大学高度教養教育・学生支

援機構の北原先生と倉元先生に司会をお願い

いたします。これからフロアからのお話を頂戴

することになろうかと思いますけれども，ご発

言いただく時には，挙手をしていただいて，所

属とお名前をおっしゃっていただいてからご

発言いただくことをお願いしたいと思います。

それでは，討議に入らせていただきます。よろ

しくお願いします。

倉元直樹准教授（討議司会）：

それでは，討議に入らせていただきます。私

司会を務めます，東北大学の倉元と申します。

よろしくお願いいたします。

北原良夫准教授（討議司会）：

同じく北原と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。

倉元直樹准教授（討議司会）：

これから残り時間が 1 時間 15 分ぐらいにな

るかと思いますが，基調講演，それから，現状

報告を受けてのご質問がかなりの数きており

ます。20 枚ぐらいの質問票が寄せられており

ます。なるべくご質問いただいたことに触れた

いとは思いますが，あらかじめ，残念ながら話

題に触れる時間がなくなる可能性もあるとい

うことをご承知おきください。申し訳ございま

せん。

最初に，私の方で，それぞれのお話に関して，

簡単に感想を述べさせていただきます。

まず，最初の岩本先生は，国が公に求めてい

る「グローバル人材とは何か」ということでは

なくて，岩本先生ご自身の経験とお考えからお

話しいただきました。非常に印象に残ったのは

グローバル人材というのは，いわゆる世界市民

のようなものを育てるのではなくて，根っこに

ある自分の地域，アイデンティティ，それを相

手も同じように持っているということを尊重

する，あくまでも，自分が，今，存在するとこ

ろに対する影響ということを意識しながら，

様々な能力を持った人を育てていく。そういう

ことこそが，グローバル化の意味である，とい

うようなお話であったかと思います。

２番目の山口先生は，それを受けまして，東

北大学が育成しようとしているグローバル人

材像のお話，また具体的に TGL プログラムと
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いう３年前から始めている東北大学での取り

組みのご紹介いただいたということになろう

かと思います。

３名の現状報告の先生方は，まず，ダニエ

ル・アイコースト先生は･･･私たちもダニエル

先生が実践されている授業を一部体験をさせ

ていただいて，英語でのディスカッションが，

単に英語能力だけではなくて，学生の考え方な

り態度なりに大きく影響していくというよう

なことをお話になったかと思いました。

また，松井先生は，高校で英語を使って英語

教育ということのご実践の中から，やはり英語

の授業というのは英語の能力だけではなくコ

ミュニケーションを育てる。相手が何を考えて，

何を思っているのかを推測できる力を育てる

のだ，と。さらに，必ずしも恵まれた環境にな

い地域でできることというようなお話だった

かと思います。

最後に東盛先生は沖縄という場所そのもの

が日本の中では極めて特別な環境で，最初から

グローバルな条件を備えていた。また，ご自身

がグローバルな体験を求めてアメリカに行か

れた，と。それを，これから場合によっては統

廃合の対象になってしまうかもしれない高校，

どういう形で生徒たちに伝えていくか，という

ようなお話をいただいたということで，私は理

解をいたしました。

私のこの理解が十分ではなかったり，本質を

誤解していたり，というようなこともあるかと

思いますので，それぞれの先生方に，短く，話

したりなかったようなこと，あるいは，ここで

伝えたいことにつて，お一方ずつ，お言葉をい

ただきたいと思います。まずは，岩本先生から

お願いいたします。

岩本渉氏：

大変，よくまとめていただきました。話した

本人も，なるほどそういう事だったかと聞いて

おりました。ありがとうございます。ちょっと，

１点，私が言っていて，誤解されかねないとこ

ろがあるとしたら，ひとつだけ，今のおまとめ

にはなかったですけれども，私，人を理解する

力とか，共に生きることが大事だということを

申し上げましたけれども，それは決して日本的

な意味で，ぬるま湯のような中で何となくお互

い分かってしまうというような社会が大事だ

ということを言った覚えはございません。むし

ろ，これから我々が直面しなくてはいけないの

は，価値観が全然違う人たち同士がいかに理解

しあうかということでしょう。

ともすると，我々は 1600 年ぐらい前，聖徳

太子が「和を以って貴しとなす」と言った時か

ら，和というのが大事だと教わってきました。

英語で言うと，ハーモニーということになるわ

けです。和音とかいう意味でのハーモニーとい

うのはドミソですとかドファラ，シレソという

ようにそれぞれ違う音が混じり合ってハーモ

ニーが成り立っている。ところが，ともすると

我々日本人がハーモニーと言って，「うん，し

ょうがない年寄りが言っているからここは我

慢するか」「教授がおっしゃっているからそう

なんだろうな」というところで，何となく我慢

しちゃっているとすれば，それはこれから必要

なハーモニーではないと，僕は思います。むし

ろ出る杭を育てる位の意味でのところに成り

立つチームワークというのが，実はこれから必
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要ではないかなというふうなことを追加させ

ていただきたく思います。

山口昌弘教授：

私は講演の中では大学の教員としての立場

からの観点でグローバル人材の育成というこ

とを話したのですけれども，その観点と，実は，

学生が感じていることはかなりギャップがあ

るということを感じております。というのは，

学生に対する色んなアンケート調査をしてい

ますけれども，我々，今日話をしたのは，英語

を含む，だけれども英語だけではないグローバ

ル人材育成の像を出しているわけですけれど

も，学生にとっては「英語がどのぐらいできる

か」ということと，グローバル社会で自分がや

っていけるかというその自信というのは，完全

に相関があります。そういうことが非常に強く

出ていて，この問題はそれを逆手にとってやれ

ばいいのか，それともそうではないんだという

ことも示唆しつついくのか，そこはちょっと今，

悩ましいと思っております。そういう事実があ

ることを考えながら，我々はどういうふうに学

生に向かっていくかということを考えており

ます。

ダニエル・アイコースト講師：

付け加えること，ひとつします。今日の発表。

先ほどのビデオ見て，この授業風景を皆さん見

たと思いますけれども，この中で，一つこうい

う授業の前に非常に重要な授業がありました。

それは，学生たちが自由にディスカッションす

る前に，一つの講義が全部見本になります。こ

の見本が教育学でも足りないところだと思い

ます。ですから，いわゆるこの見本はディスカ

ッションの劇です。やっぱり，学生は「ディス

カッションしなさい」と言っても，日本語でほ

とんど経験することがない。ですから，教員の

責任は，まず見本作りと思います。そういう見

本を作れば，学生は本当に何でもできる。まず，

そこは大きなポイント。ですから，このディス

カッションの講義，２回目の授業は全て見本。

その後は，やってみましょう。まず，やっぱり，

それは教員の仕事と思います。

松井徹朗教諭：

僕は特に付け加えることはありませんので。

東盛敬校長：

では，お願いを 1 点ですね。本校が，今，統

合の危機にございますので，もし，いいアイデ

ィアがございましたら，よろしくお願いします。

もう１点，これも私事になりますけれども，

単身赴任ということで，今，職員住宅におりま

すけれども，なぜか妻が喜んでいると･･･いや，

結構でございます。

北原良夫准教授（討議司会）：

先生方，どうもありがとうございました。そ

れでは引き続きまして，皆様方から寄せられま

した質問票をベースにお話を進めていきたい

と思います。それでは，まずは，質問の数が多

かった本学の･･･手前味噌になると申し訳あり

ませんけれども･･･TGL に関する質問から始

めたいと思います。まずは，細かい方の質問か

ら初めて，話を膨らませていくという感じで議

論を進めたいと思っております。

というようなわけで，山口先生にお願いした

いんですけれども，質問の内容としましては，

運営とそれからその後の影響に関して，もう少

し詳しく教えていただきたいということで，具

体的にはまず留学の費用ですね。ここに関して

のご質問が何件かありました。それから，AO
入試で後期に入学が決まってから，入学前海外

研修に関して，事前研修，留学とかやっている

わけですけれども，対象者の出身高校へはあら

かじめどういうようなアナウンスをして，どう

いうプロセスを踏んで，事業を進めているのか

ということですね。それから，このプログラム

の参加者のその後に関してなんですけれども，

例えば参加していない人と比較した場合とか
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で，どのような違いとか影響があるのかという

ことが主なご質問ですので，よろしくお願いい

たします。

山口昌弘教授：

ありがとうございます。まず留学，このグロ

ーバル人材の育成のために，留学というのは非

常に重要だと考えておりまして，これに対して

は大学としてなるべくバックアップしたいと。

さらに，政府も今そこをバックアップしてくだ

さる体制が取られています。例えば，JASSO
から奨学金というのを出してもらう。それから

大学，今のところは大学の方で支援して，費用

をカバーしていくというような体制でやって

おります。これは合わせると，大体，半期分の

授業料ぐらいは，実は補助されているような感

じになったのかなと思います。これらが本学と

しても力を入れたいということで，かなりサポ

ートしています。

また，高校生のブリッジングのプログラムな

のですけれども，これに関してはもちろん大学

のリソースを使うというのはなかなか難しい

のですが，基金がありまして，東北大学の寄付

でまかなわれている基金等のサポートで，なる

べくサポートしたいということで，やらせてい

ただいております。これは，このプログラム自

身を行うということは，高校側に周知すると言

うよりも，入学した学生さんに，直接，通知い

たしまして，こういうプログラムがあるという

ことを伝えます。

その際に，やはり我々一番重要だと考えたこ

とは，危機管理です。やはり，これは大学生で

もそうなのですが，送り出す以上，危機管理を

しっかりやらなければならないということで，

これを，通常，我々のプログラムでもやってい

ることなのですが，何回かの事前研修を行って

います。その際のひとつは危機管理になってい

ます。こういうことをしてはいけない，こうい

う危険性があるので，こういうことを配慮しな

ければいけない，といったようなことについて

は徹底的にやらせていただいています。

それと，プログラム参加者は，これは一般的

に言えることなのですが，短期の２週間，３週

間であれ，海外での経験をするということは，

その後の彼らの人生に非常に大きな影響を与

えているということをよく見て取れます。我々

はこれを行ったきりの，派遣してそれで終わり，

というプログラムではなくて，事前研修を行っ

て，それで事後も研修を行って，報告会をして

もらう，ということをしているわけですけれど

も，そこではっきりと成長が見て取れる。特に

そのブリッジングプログラムで行った学生さ

んというのは，全員がこの TGL プログラムに

登録して，非常にアクティブにやっています。

北原良夫准教授（討議司会）：

山口先生，どうもありがとうございました。

今の最後におっしゃったのは，知っているか

知っていないか，派遣に行ったか行かないかみ

たいな区分だと思うんですけれども，プログラ

ムに登録しているか登録していないかという

視点では何かございますでしょうか。

山口昌弘教授：

はい。プログラムに登録しているか，してい

ないかという学生のアンケート調査をしてお

112 112 



ります。必ずしもプログラムに参加している学

生さんだけではなくて，全学を対象にアンケー

ト調査をした結果，非常にアクティブ，要する

にグローバル人材に対して前向きである，それ

だけではなくて，実際に様々な行動を起こして

いるということは見て取れています。それで，

まだ１年しかやっていないので，これがプログ

ラムによる成果なのか，それともそういう学生

がこのプログラムに登録しているのかという

ことが，もうちょっと年次で追っていかないと

分からないのですが，参加している学生たちの

意識の違いがクリアに出ています。

北原良夫准教授（討議司会）：

どうもありがとうございました。

ご質問いただいた方，この程度でよろしいで

しょうか。もし何か，さらにご質問等，あるい

は質問票は出されていないんですが，何かご質

問のある方，ございましたらどうぞ挙手をお願

いしたいと思いますけれども，よろしいでしょ

うか。･･･。

倉元直樹准教授（討議司会）：

それでは，私が若干補足と言うのも変なんで

すけれども，もしかすると，他大学のことをご

存知の方，似たようなことは他でも聞いたこと

があるというふうに思われるかもしれません。

ただ，東北大学の TGL プログラムの一つの特

徴は規模ですね。山口先生，確か 2,500 人ほど

の入学者のうち，400 名を卒業までに海外に送

り出すという目標があるということで，よろし

いでしょうか。

山口昌弘教授：

はい，そうです。このプログラムの中で，こ

の５年間においては 400 名程度，と。もうち

ょっと我々自身が実力を付けたら，これを倍に

したい，というふうに思っております。そのた

めには，我々自身が経験をつんで，送り出せる

ような体制を作っていかなくてはいけない。

ちなみに東北大学で調査をしますと，海外に

まったく興味がないという学生が，今は半分い

ます。これが多いかどうかなんですけれども，

結構，これは，逆に言えば，興味が少しでもあ

るという学生が半分いるということですから，

これはかなり「内向き」と言われている中では

大きいのではないかと思っています。興味が少

しでもある学生は，それなりに多いんじゃない

かと思っています。我々はその学生全員に対し

て，機会を提供できていないというのが事実で，

それを機会というのを提供できるように時間

をかけて努力をしていくということが必要だ

と思っています。

倉元直樹准教授（討議司会）：

ありがとうございます。

私は高校に対して東北大学の情報をお伝え

する立場にもあるのですが，このプログラムは

急に決まったというようなこともあって，昨年

度初めて，大々的にお伝えすることを始めまし

た。これから，多分，知られていくことになる

んではないかと思います。

入学前のプログラムに関しても，急に決まっ

たので，昨年は高校にはお伝えしていなかった

と思います。

山口昌弘教授：

そうですね。決まる前になかなかお話できな

いということがあって，もちろん，こういうプ

ログラムを定めるために骨格的なところを，か

なり前から準備していたんですけれども，そこ

をお知らせする機会がなかなか持てなかった

ということです。これに関しましては，今後も

続けていく方針で，準備をしていくということ

です。

倉元直樹准教授（討議司会）：

はい，すみません。どうもありがとうござい

ました。

ちょっと細かい話を先にさせていただいた
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んですが，実はこれまでの議論をお聞きになっ

て，もう一度「グローバル人材とは何か」とい

うようなことに関するご質問が何点か寄せら

れております。その中で，キーワードとしての

「国際化」インターナショナライゼージョン。

それと「グローバル化」，グローバリゼーショ

ン。この二つがどう違うのか，というようなご

質問がいくつか寄せられているのですが。

一方はお帰りになってしまったようなので，

会津大学の山内先生，いらっしゃいますでしょ

うか。ご質問の意図をもう少し補足をしていた

だけると，それぞれの先生方にお答えをいただ

けるかと思いますが。

フロア：

ちょっと言葉で，私が若い時には，結構，国

際化ということが言われていて，つい 10 年ほ

ど前からグローバル人材とかいうことが出て

きたんですが，あまり定義がはっきりしないと

ころでグローバル化ということで･･･。

私としては，昔，よくインターナショナリゼ

ーションということで，そういうことで，結構

議論されていたのが，グローバル。「言葉の遊

び」ということを言うと怒られてしまうかもし

れませんけれども，あまりしっくりこなくて，

ただ「グローバル化＝海外留学」･･･。

いや，私自身，非常に大学として非常に小さ

な大学におりますが，教員の数が，教員の比率

が，元々外国人の人が多くて，実際に毎日の生

活の中で国籍の違う人との話は非常に面白い

んですが，ただ，グローバル化というのは何と

いうか，グローバル化ということとインターナ

ショナリゼーションという言葉はイコール，一

緒じゃないかなと思っていて，その辺は皆さん

どうお考えなのかな，ということをちょっと聞

きたかったので，そういうふうに書かせていた

だきました。

倉元直樹准教授（討議司会）：

岩本先生，いかがでしょうか。答えにくいで

すよね。

岩本渉氏：

確かにおっしゃる通り，私が役所に入った時

も，国際化にどうやって教育行政は対応すべき

かというお話がございました。当時，国際化と

言う時には，国際という時にはよく上司から言

われたのは，「インター」という言葉と「ナシ

ョナル」という言葉がくっ付いてあるだろうと。

国と国との間をどうするかということは，逆に

言うと日本の国というものをいかに開いてい

くかということを主に議論したような気がい

たします。

グローバライゼーションという言葉の中に

は，今度はグローブという言葉が入っているわ

けで，これは地球ということで。フランス語で

言うとこれはモンディアリザシヨンと言いま

して，モンドというのは世界。そうすると，も

ちろんさっきも言いましたように，グローバリ

ゼーションであろうと，国民主権国家を否定し

ているわけではないのですが，どうも国と国，

それを超えちゃうような何かグローバルなも

の。それが IT の進展とともに，グローバルな，

あるいはグローバルスタンダードみたいなこ

とを言います。これは，案外，アメリカンスタ

ンダードではないかというようなことで，それ

はそれで５～６時間議論を要するところであ

りますけれども，単に国と国との関係というの

ではなくて，わけの分からないものがグローバ

ルなものということで，我々に色々な形で押し

寄せてくるというのがあるのかなと思います。

では，それに対してどう備えるか。ある意味，

そのグローバルなものが，これはどうしてもこ

れは避けられないものとしてあるということ

で受け入れなくてはいけないのだけれども，そ

れがあるがために失ってはいけないものも，ま

た別にあるわけで。そこのところの調整という

のが，実はグローバル社会に対応する人間をど

うやって育てるかということなのかなと。ちょ

っと何とも分からない問答みたいになって恐
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縮ですが，これが私の今のところの考えです。

倉元直樹准教授（討議司会）：

歴史的にというか，時代の移り変わりという

意味で言えば，国と国，というような単位で考

えられる時代ではなくなっているということ

でしょうか。技術的にもそうなっていることが

背景でしょうかね。東盛先生のお話を伺ったの

で，松井先生はどうでしょうか。そういった観

点から考えますと･･･。

松井徹朗教諭：

心の準備をしていませんでした。

言葉の違いを尋ねられると，僕は分かりませ

んが，これがグローバル化なのかと考えさせら

れたことがあります。国際化とは僕の中では同

じ意味ではないのですけれど。

旭川から札幌まで国道を車で走った時のこ

とです。昼間，車で走った時ですね。国道沿い

ですから，昔からの商店とか民家があります。

夜の８時に同じ道を旭川に戻る時，その国道沿

いの家の窓に明かりが点いていないことに気

づきました。裏には畑が広がっているのに，で

す。その時に，ここを耕している人は誰なのか

と思ったのです。旭川の郊外にドンキホーテと

いう量販店があります。初めてそこに行った時，

驚きました。肌の色の違うアジア系の人たちが

多く買い物に来ていました。観光客ではなく，

地元に住んでいる人たちです。後に聞いたので

すが，彼らは農作業の手伝いをしている人たち

でした。僕の知らないうちに，外国の人が地域

社会で働いていることを初めて知りました。で

も実際，その人たちとの交流があるかというと，

実はあまりなかったり。彼らは彼らのコミュニ

ティーをどこかで作っていたりします。先ほど

の話でも触れたのですが，国外へ出て外国の人

と渡り合うグローバル人材が必要とされる一

方で，国内にもグローバル人材は必要だと感じ

ています。グローバル化は地方でも確実に進ん

でいますから。

倉元直樹准教授（討議司会）：

はい。それでは，山口先生。

山口昌弘教授：

多分，「国際」という言葉と「グローバル」

という言葉。これからも共存していく言葉で，

どちらかがどちらかに全て置き換えられると

いう言葉ではないと思うんですね。岩本先生が

言われていたようにインターナショナル。やは

り，国と，あるいは日本語でも国際ですから，

国と国があって，その中でのぴっちり区切られ

た中で二つの国が関わっていくと。

例えば，ビザの発給というこれは，国際的な

ことだと思います。これはグローバルなもので

はないと。それから，留学生を「インターナシ

ョナルスチューデント」と言いますが，これは

やっぱり「インターナショナル」だと思うんで

すよ。国というのがあって，それで留学生を定

義しているので，そこはそうだと思う。

じゃあ，経済が国際化されたというのと，グ

ローバル化されたというのはどういう意味だ

ろうかということを考えてみると，経済では，

例えば，ある会社が国際的にやっているといっ

たら支店がいくつかの国にあるというイメー

ジなんですけれども，グローバルって言ったら，

自分たちの活動が，地球規模で影響を与えてい

るというようなことなんだろうな，というふう

に思います。

国際ということとグローバルというのは，い

ったい何がどうなんだろうというふうに，自分

なりに考えようとしておりまして，なかなか常

にその二つを区別して使いこなせているとは

全くもって言えないんですけれども，いくつか

の例をあげてみると，やはりそれはそういう違

いがあると。今はどうなっているかというと，

社会はグローバル。さっき言った意味でグロー

バルな社会になりつつあるんだというふうに

理解しています。
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倉元直樹准教授（討議司会）：

ありがとうございました。よろしいでしょう

か。

おそらくこの話も尽きないと思うんですが，

若干，これに関連して，･･･同じくくりで言っ

ていいのか分からないのですが･･･「グローバ

ル人材の育成に関して，国内で地域差があるだ

ろうか。また，高校での現実と，大学が向かっ

ていくグローバル化の取り組みが，隔たってい

るのではないか」というようなご質問がありま

した。実は，この国内の地域差というのは，日

本だけの話ではないと思うんですよね，アイコ

ースト先生。いかがでしょうか。地域の違い。

先生ご出身が，アメリカのどちらかというと田

舎の方だったと伺っています。地域による違い

は日本だけの話ではないですよね。

ダニエル・アイコースト講師：

まあ，先ほど言いましたが，1982 年に日本

に初めて滞在したのね。ここに来る前にちょっ

と色々調べてね。インターネットの前の時代。

日本も含め，色々世界で仕事を探していて。実

は。アメリカが不景気の時。どこでもいい。

ただ，当時はやっぱり，私，田舎者。ですか

ら，東京，大阪，あのような大都会は駄目と思

って，私わざわざ東北でいいと思った。ですか

ら，私都会よりも東北の方がいい。

倉元直樹准教授（討議司会）：

ダニエル先生のご出身は？出身地はどこか

というと，都会の方ではなかったですよね。。

ダニエル・アイコースト講師：

出身はこのミネソタ州の近く。ノースダコタ

州。アメリカの中部の北の方。そんな時，分か

ったのは，私，やっぱり東北は，よく親しいと

ころ。ニューヨーク市に比べたら。ですから，

やっぱりその地域，そこは国の中でもその違い

がすごくある。ですから私にとって東北は，い

わゆるローカル。インターナショナルよりも自

分の地域と思っている。ですから，これは，結

構，複雑なところがあると感じますね。

倉元直樹准教授（討議司会）：

ありがとうございました。いわゆる公平性と

いうような意味での地域間格差を是正しなく

てはいけないという発想は，やっぱり分かるん

ですけれども，地方は地方なりの取り組みがで

きるというようなことは，多分，ご理解いただ

けたんじゃないかなと思います。

北原良夫准教授（討議司会）：

では，司会を代わりまして，次の話題に移り

たいと思います。今も，先ほど来のご講演とか，

今の補足とかでも色んな話が出ましたけれど

も，これからの社会に求められる人材の姿とか

色んな話が出ましたけれども，その一方で，こ

れも何名かの方からご指摘というかご質問が

あったんですけれども，現代の若者には内向き

志向が強いのではないかというご指摘で，じゃ

あこの原因は何で，先ほど来の人物像とかに照

らし合わせて，どのようなことをしていったら

いいのかというようなご質問を何名かの方か

らいただいておりますので，そうですね。これ

はじゃあ全員の方に順番でお答えいただくと

いうことでお願いしたいと思います。
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では，岩本先生から，すみません。

岩本渉氏：

内向き志向の原因と･･･。

北原良夫准教授（討議司会）：

原因とその対策というか。

岩本渉氏：

私個人としては，内向き志向の原因は，若者

そのものにあるのかというと，それは違うだろ

うと思っております。

まず，一つは，大学に関して言えば大学の先

生方が忙しくなりすぎていること。最近，大学

の先生，教授から准教授から皆さんお忙しい。

そうすると，自然，「雑務」が助教ですとかポ

スドクの方にまでいっている。それが，一つ，

彼らが外に向こうという気をそいでいる原因

に，なってないだろうかというのが一つありま

す。

それから，もう一つ。学会で名が知られてい

るためには，ある程度の間，やはり，若いうち

日本にいた方がいいという風土がいまだに残

っていないかどうか。

それから三つ目。これはインターネットの普

及ということによりまして，色々なことが即座

に手に入るようになっちゃった。それだから，

これで自分は外国のことを理解したという錯

覚をいだいているとすれば，それは若者の責任

であります。フェイス・トゥ・フェイスで，も

うとんでもないブロークンな言葉で，同僚と議

論してやっと得られたこととか，あるいは，自

分の家の外国に例えば留学して，自分のアパー

トの湯沸かし器が壊れちゃった。それをとんで

もない向こうの言葉で何とか通じさせた，この

喜び。そういったものを味わえないとしたら，

それは悲劇だと思います。

むしろ，解決策は何かというのは，今，言っ

たようなこと。それは誰だって，自分の親元か

ら通って親に飯を作ってもらって洗濯をして

もらうと。こんな楽なことはありません。ただ，

それを上回って，何十倍も上回るような喜びっ

ていうのが，実は，外国ですごく苦闘したこと

から得られるということを若者たちにちょこ

っと提示する。「今の若い者は」というのは古

代エジプトのピラミッドの中にもそういった

ことが書いてあるということですが，要するに，

今の若い者は俺たちに比べて駄目なのだとい

うのは，誰でもどの時代でも言っているわけで

す。だけれども，もうちょっと冷静に考えてみ

ましょう。今の若者ってそんなに駄目なのでし

ょうか。別に若者に迎合するつもりはないので

すけれども，むしろ我々50 代，60 代の者が，

俺たち苦労したけどあんなに面白いことはな

かったぜ，って教えてやる。それが，むしろ，

今のグローバル人材育成プログラムなどでも，

そういう体験の面白さを教えるというのがひ

とつ導入なのかなと思っております。すみませ

ん，長すぎて。

北原良夫准教授（討議司会）：

ありがとうございました。最初に前置きで，

あくまで個人的なご意見だというお話でした

けれども，一応，お立場としては背中に文科省

を背負っていらっしゃるのかもしれませんけ

れども，そういう立場でお話いただきましたの

で。

では，次は大学の側からということで，山口

先生とそれからアイコーストさん。もしかして

アメリカとの比較でも構いませんので。アメリ

カの若者との比較でも構いません。もし何かあ

りましたら，お願いします。じゃあ山口先生ま

ずはお願いします。

山口昌弘教授：

岩本先生が言われたことに本当に同感なん

ですけれども，ただ一つ付け加えるとすると，

決して根っから全て内向きだとは思いません。

今まで，外に出る必要がない，非常に恵まれた

社会の中で生きてきたので，出る必要は特に感
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じていないのだと思います。

学生は，これからの社会がどうなっているか，

そしてどういうふうに自分たちは生きたいか，

ということを考えつつ，それでそういう難しい

ことを言わなくても，少し押してあげる。学生

が少しでもそちらの方に目を向けるというこ

とをすると，変わってくるということを実感と

して感じています。こういうプログラムを通じ

てですけれども。このプログラム自身がかなり，

私自身が最初に行った時は，もう本当に一人で

放り込まれて，しばらく生き延びて何とか帰っ

てくるような，そういう体験でしたけれども，

これがかなりオーダーメイドでセキュアな中

でやっているようなことなのですが，それでも

やっぱり出ると違うと。やっぱり体験するとい

うこと。それに「きっとこれは面白いよ」と言

って体験させるということを少しずつやって

いく。それを体験した学生が回りに少しずつで

きてくると，あるところを超えればそれで動き

出すと思っています。

あるクリティカルポイントがあると思うん

ですけれども，そこを突破させる。そうすると

周りを見るとやっぱりみんな経験しているよ

ということになってくるというところまでい

ければいいなと思います。

北原良夫准教授（討議司会）：

どうもありがとうございます。では，続けて

アイコースト先生よろしくお願いします。

ダニエル・アイコースト講師：

これは大変難しい問題ではないかという気

がする。でも，二つの視点から答えてみます。

一つは大学の教員の場合は，もしかしたら現

在の中高の状況をあまり知らない。それは結構

大きい。自分の時は覚えていると思うけれども，

でもやっぱり色々変わっています。

例えば，簡単に言うと 80 年代，私，修学旅

行に言った時には京都に行って，40 人部屋で

学生が泊まりました。今は，もしかしたら個人

部屋で泊まるね。そういう個人で，二人で，と

かね。ですから，だから今の学生の経験はだい

ぶ変わっているね，自分の時と比べて。ですか

ら，私，20 年間高校で勤めてから大学に入る

時に，ちょっと不安がありましたけれども，で

も，実際，中高の世界がよく分かってから，結

構楽。逆に。

それから高校の教員の目でいつも大学に教

員の動きを見ていると，授業作りとかそんなに

意識していない。そういう場じゃないからね，

もともと。ですから，その視点が一つ。

あとは，もう一つはさっき言ったように，デ

ィスカッションの場合，見本が必要。どんなこ

とでも，ここでやっぱり東北大学の研究が強い

ところはいいところだと思う。研究室の方がや

っぱり見本があると思うね。色んな実験をする

と，見本を作っているところを色々見せるね。

ですから，どんなことでも見本が必要ね。この

学生はあれがないと進まないと思うね。ですか

ら，見本があれば，結構，色々大丈夫だと思う

けどね。

倉元直樹准教授（討議司会）：

内向き志向の原因という話で，高校の先生方

お二人に，一つ保護者との絡みで何かありませ

んか？内向き志向の原因と対策についてとい

うことですが。

松井徹朗教諭：

内向き志向の原因ですか。僕も教壇に立って

いますけれども，特に内向きとは感じてはいな

いです。何をもって今の若者たちが内向きと言

われているのかが分かりません。その辺り何か，

ここにいらっしゃる方で，今まではなかったけ

れど最近の子どもは全くこういうことをしな

くなったとか教えていただければと。留学をし

ないということで内向きというふうに考えら

れているのですかね。外に行こうとしないとい

うことですか。
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倉元直樹准教授（討議司会）：

いや，おそらくですね・・・。

フロアの先生方に振りましょうか。私は様々

な高校を見ていて，「内向き志向」というのは

すでに前提だと思っています。ただし，子ども

たちの内面に内向き志向がある，という考え方

が正しいのかどうかは分からないと思います。

それで，「保護者の絡みで」というふうに申し

上げたのですけれども。フロアの方で，特に高

校の先生方で，この件に関して，どなたかご発

言いただけませんか？

フロア：

静岡県の掛川西高校の駒形です。

現在の高校生は親の気持ちを推し量りすぎ

ていると思います。静岡からわざわざ東北大学

に何の話を聞きに来ているんだと思うかもし

れませんけれども，やはり，県内の大学，近隣

の大学への志向が強いのは，「うちの親は通え

るところに行ってほしいと思っているだろう」

というふうに，子どもの側から先回りして考え

てしまって，お金がかかるようなところには行

けない，行かないというふうに思っているとい

う意味で内向きと言えるんじゃないかなと思

います。大学在学中に海外に出るなんてもって

のほかというふうに生徒自身が親の気持ちを

先回りして考えてしまっているというところ

があると感じます。

もう一つ，やっぱり英語の問題だと思うんで

すけれども，英語が苦手，下手くそな子でも，

海外に出られるようなシステムがあれば，と思

います。さっきのお話では，ITP で 550 とい

うようなお話ですが，私は国語の教員なんで全

然分からないんですけれども，国際的な共通語，

国際的だかグローバルだか分かりませんけれ

ども，共通語っていうのはバッドイングリッシ

ュだと思うんですね。下手な英語でもいい，そ

れで伝え合うということが大事だと思うんで

すが，やはり，英語がうまくないといけないん

じゃないか，という気持ちが，生徒に二の足を

踏ませているんじゃないかなと思います。あと

は，大学入試の英語がどういうふうに変わるの

かなということを強く思いますけれども。以上

です。

倉元直樹准教授（討議司会）：

最後の話題は後に回すとして，東盛先生，ど

うでしょうか。

東盛敬校長：

内向きというのをどう定義するのかという

のがあるかと思うんですけれども，本当に子ど

もたちが外に向いていく時には，まずしっかり

と自分と向き合います。それがあって，次だと

思うんですよ。だからその，今の状態の内向き

というのをは，しっかりとまだ向き合っている

状態に置かれていないんじゃないのかと。その

結果，何か相談事にしても，友達としっかりと

ことん相談する，顔と顔をつき合せてですよ，

状態なのかというと，どうもその状態もないの

かなと。メールのやり取りで終わってしまって，

メールが来たらまたこれに急いで返さないと

いけないというふうな状況の中で，生徒と生徒

の付き合い方が少し変わってきているのかな

とは思います。

それを外に向けるもう一つはやっぱり体験

談ですかね。しっかりと夢のある体験談と関わ

っていくことによって，子どもたちも「じゃあ」
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ということで，自分と向き合って，また外に目

が向いていくのかなと。漠然とではありますけ

れども，そういうふうに思っています。

北原良夫准教授（討議司会）：

ありがとうございます。それぞれのお立場か

ら，あるいは個人的なご経験とかを踏まえてお

答えいただきましたけれども，特にご質問され

た方，この辺に関してはよろしいでしょうか。

それ以外の方でも結構ですので，この件に関し

て何か新たなご質問とかおありでしたらよろ

しくお願いします。じゃあそちらの方。マイク

お願いします。

フロア：

（発言者が特定できず，内容が確認できない

ため割愛。）

北原良夫准教授（討議司会）：

ありがとうございました。貴重なご意見，あ

りがとうございます。

それでは，その他に何かございますでしょう

か。内向き志向に対するご質問などですが。よ

ろしいですか。

倉元直樹准教授（討議司会）：

ありがとうございました。

すみません，また，話題が少し変わってしま

うんですけれども，グローバル人材の育成の方

法について議論したいと思います。特に，高校

での方法というようなことで，二つの観点のご

質問が寄せられています。

一つは英語教育という話なのですが，先に１

教科のみではない，他の･･･要するに英語だけ

ではない･･･他の教科とのコラボレーション，

そういった他教科との協同の可能性があるの

ではないか，というようなご質問です。それか

ら，「文理の融合の中で何かできないのか」と

いうような話ですね。教科を超えた取り組みと

いうようなところで，高校側で何ができるのか，

という話になるかと思うのですけれども，松井

先生，東盛先生，多分，お立場が少しずつ違う

と思うので，何かご意見があればと思いますが。

松井徹朗教諭：

他教科との人材育成のためのコラボですか。

みなさんそれぞれ考え方に違いがありますか

ら，なかなか一緒にやろうというのは，きっと

大学の先生方も大変な思いをしているのでは

ないかと思います。

ただ，英語教員について言うと，英語をコミ

ュニケーションの道具として考える人と，学問

としてとらえ細かな文法を教えたい人が，一緒

に手を組んで何かができるかというと，それは

かなり難しいですよね。

では，国語の先生とコラボで何かをやりまし

ょうと言っても，国語の先生の中にも，英語教

員と同様，教科に対する考え方は様々です。国

語の先生の中には，コミュニケーションと言う

と何か薄っぺらい会話のようなものと考えて

いる人も実際います。ただ，生徒とのコミュニ

ケーションを重視した授業の実践では，数学の

先生で非常に上手な人もいるし，理科の先生で

すばらしい人がいます。体育の先生にもいます。
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しかし，同じことを他の教科の先生と一緒にや

りましょうと言った段階でおかしくなってし

まう。だから，各自がそれぞれやってくれれば

いいんですよ。それを，そうしたくない人まで

引っ張ってきてやってみても，実際うまくいか

ないですよ。だから，みんなそれぞれ自分の専

門分野で，子供たちが言いたいことを言えるよ

うに，色々な発想を持ってしゃべってもいいと

いう，そういう雰囲気を作って授業をやってく

れたらいいと。これは個人レベルの課題であっ

て，どこかと協力して予算を貰って来ないとで

きないというものではないと思います。

東盛敬校長：

同感でございます。いわゆる，その教科の特

性があるわけですから，それをやっぱりその教

科の中で，いかに「分からない」を「分かった」

という感動体験とするかというのは，教科によ

っての特性になりますので，そこを無理やり結

びつけると，いかがなものかなと思います。以

上です。

倉元直樹准教授（討議司会）：

ありがとうございました。フロアの方ではど

うでしょう。ご意見ございませんか。

フロア：

株式会社日本ドリコムの平木と申します。

実は，先日ある大学さんで英語科教員養成フ

ォーラムというのに出て参りまして，そちらの

方に国立教育政策研究所の直山調査官もいら

っしゃってお話をお聞きしてきたんですが，ま

ず，一つあるのは教科横断という意味で，授業

の中での先生方同士のコラボレーションとい

うよりは，例えば，今，社会でこういうところ

をやっているから，英語の授業の中でそういう

ところは扱うであったり，そういう協力の仕方。

それは，当然，管理職がきちんと調整をとらな

ければいけないんじゃないかという部分。

それから，もう一つ，英語，これは教員養成

の問題にもなってくると思うんですけれども

英語科の，英語をそこまで重要視するのであれ

ば，英語の先生自身が政治経済だったり，世界

の歴史文化であったり，日本の歴史文化であっ

たり，そういったものについて，英語できちん

とネイティブスピーカーの方に説明をできる

だけのレベルの知識。それから英語の力という

ものがなければいけないと思うんですね。

ですから，そういった部分の教員養成課程の

問題というのも非常に大きいのではないかと

思っております。以上です。

倉元直樹准教授（討議司会）：

ありがとうございました。この問題，よろし

いでしょうか？なかなか，その教科間の協力と

いうのは難しいというのが高校現場の現状で

あるということですかね。大学側も，それを認

識しなければいけない，というようなことにな

ろうかと思います。

もう一つ，ちょっとまた別な視点で，英語の

中でのコミュニケーション，英語の授業という

ことでのご質問があります。

一つはアイコースト先生なんですが，「アイ

コースト先生の英語の授業というのは，東北大

学の学生の受験英語力が高いから可能なので

はないか」と。要はそういう質問ですね。要す

るに，東北大学生の学力の高さが前提で成立し

ている授業なのではないか，という疑問です。

それでは，もう一つ，すみません。大学側へ

の質問ということで，「高校側がコミュニケー

ション中心の英語で教育をしてきて，大学にと

ってそれは本当にいいのか」という質問があり

ました。最初の質問はアイコースト先生。２番

目の質問は山口先生にお答えをお願いします。

ダニエル・アイコースト講師：

まず，このディスカッションの授業に関して

は，これは東北大学じゃなくて，私，この講義

はまず宮城学院女子大学で始めた。そこで，英

文科でこのディスカッション講義がありまし
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て，そこで作り始めました。結構，うまくいき

ました。いわゆる，このような講義はしっかり

準備すれば 15 分間程度できます。これ，実は

レベル合わせることができますね。ですから，

あまり東北大学生だからできるとは思わない。

実は，今でも宮城学院で３人の教員が，このや

り方を使っています。

一つ重要なポイントは，このインプットの段

階。いわゆるビデオ，または記事を使っている，

そこで合わせられる。幸いなことに東北大学生

は結構レベル高い，このやり方が使える。それ

でさらに面白くなる。

でも，やり方としては色んな可能性があると

思うね。時間も変えられる，15 分間から 10 分

でも。ですから，これは単純に一つの方法で，

教員の理解によってそれが使えると思います。

倉元直樹准教授（討議司会）：

少しお待ちください。松井先生がうなずいて

おられたので。

松井徹朗教諭：

どの大学でもできると思います。大学によっ

て学生の持つキャパシティの差はあると思い

ますが，教師がどう工夫して授業をするかです

よね。自分の目の前にいる学生の口に入るサイ

ズにしてやって，同じ味のものを食べさせるこ

とは可能だと思います。

倉元直樹准教授（討議司会）：

では，山口先生。大学にとって高校でのコミ

ュニケーション中心の英語教育が望ましいか，

というような質問になりますが。

山口昌弘教授：

まず，私は，英語を専門にして学生に接して

いるわけではないので，これからの発言はあく

まで個人的な見解だと思っていただければ，と

思います。

英語の習得ということに関しては様々な目

標が色々あると思います。まず，何でもいいか

らコミュニケーションを取る，ということもあ

ると思いますが，もし，外国でそれなりの交渉

をしたいとか，国際会議に行って，それなりに

発言をしたい，それなりのしっかりした発表を

したいと思ったら，･･･僕は，これはすごくこ

の今の流れと逆らっていることを言うと思い

ますが･･･文法をしっかりやらなきゃいけない

と思っています。文法がしっかりあった上で，

コミュニケーションを取らないと，僕はいけな

いというふうに感じています。それと，ボキャ

ブラリーですね。ボキャブラリーを，どういっ

た種類のボキャブラリーを用意できるのか。例

えば，普段使う英語のたぐいと，改まったとこ

ろで使うべきボキャブラリーってやっぱり違

うわけですね。そういった感覚を持っていない

と，本当に国際的なところではちょっと恥ずか

しい思いをするのではないでしょうか。自分自

身がやっぱり，英語については，まだまだやら

なくてはいけない，鍛えなくてはいけないなと

いうふうに感じていますので，そういう意味で

言うと，僕の印象ではグラマー，文法を覚える

というのはやっぱり若い時にやらないと難し

いんじゃないかというふうに感じています。

一方で，コミュニケーションは，実は，行け

ばできます。数ヶ月経つと，やっぱりしゃべれ

るようになります。私もそうでしたが，しゃべ

れるようになるものだと思っています。だけど，

文法はできないですよね，数ヶ月では。子ども

の頃からきっちり叩き込まないと，できないと

思っています。

これは，あくまで私の個人的な見解で，どう

いうふうに，それはどういう人材になりたいか

ということに関わってくると思います。世の中

のマジョリティがそういうところを目指すと

いうことではないとは思うのですけれども，少

なくとも，グローバルなところでしっかりとし

た発言をしたいというのであれば，たまに文法

的なミスを犯したとしても，それなりの英語は

必要だというふうに思っています。こういう感
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じですみません。

北原良夫准教授（討議司会）：

ありがとうございます。松井先生，何か。

松井徹朗教諭：

よろしいですか。僕の先ほどの発言で何か誤

解があったかもしれないのですけれども，文法

は大事です。コミュニケーションに高校英語が

シフトしたからといって，文法をおろそかにし

ているわけでは全くありません。ですから，例

えば，先ほどのアイコースト先生の授業を受け

ていた学生さんも，きちっと文法を学校でそれ

までやってきたから，あのレベルの授業を受け

ることができていると思います。外国に行って

ちょっと買い物をする時に必要な英語のレベ

ルではないわけで，文法は大切です。高校でも，

きちっと訓練して教えるべきところは教える。

だから白か黒かと言われちゃうような議論だ

と，つまり，コミュニケーションなのか文法な

のか迫られるような議論になると困ってしま

います。

白と黒の間には，何十光年という距離のグレ

ーゾーンがあるわけで。だから今の英語教育を

白黒で論じてほしくないのです。必要なものは，

必要な時期に教える。ただ，余計なものまでこ

こで教える必要はないだろうという，選択能力

がもっと英語の教員にあってもいいかと思い

ます。

北原良夫准教授（討議司会）：

ありがとうございます。元に戻って申し訳な

いんですけれども，山口先生にご指名でご質問

があるんですけれども。今，語学，特に英語に

関してお話をいただきましたけれども，大学の

立場から高校現場に何を求めたいか。特に具体

的に身につけておいてほしい知識とか，スキル

とか。そういったものがあったらお話しくださ

いと。ちょっと話しにくいのかもしれませんけ

れども，もし何かありましたらお願いします。

山口昌弘教授：

現実問題としてぶち当たっているのは，やっ

ぱり大学に入ってくる時点での･･･いわゆるこ

れを TOEFL で測るというのは正しいのかど

うか，よく分かりませんが･･･英語力が低いと

いう問題にぶち当たっています。これは，他の

大学，留学生を見ていると普通に日本語で授業

を受けている学生でも，TOEFL を 550 取って

いるのは当たり前なんですね。ところが，うち

の学生というのはそうではないという問題を

抱えているというところがあります。なかなか，

そこのところでは苦労しているということは

あるのですが。

実は，今日，こういうところに参加させてい

ただいて，非常にありがたいと思います。とい

うのは，普段，何が高校とか中学の現場で起こ

っているかということを知る機会が非常に限

られていて，我々が学生を見て，「きっとこう

なっているんだろうな」というふうに推測して

いるということなんですよね。例えば，こうい

うことが言えるかなと思います。基本的な，論

理的な文章が書けない。それは強く感じていま

す。論理的な文章を，おそらく書いた経験がな

いのです。しっかりしたレポートを書いてほし

いと思っても，ほとんどそういう経験がない。

そこで，大学でレポートの書き方，そういった

ところからかなり取り組んでいるのですけれ

ども，そういう，知識だけではない･･･高校側

では色々やられているとか，あるいは高校，大

学入試というものがあって，ということがある

んだと思うんですが･･･私自身がそういうとこ

ろまで分からないのですが，実際に学生に接し

ていると，論理的な思考力というか，論理的に

ものを書く力が非常に不足しているというこ

とを感じています。

北原良夫准教授（討議司会）：

どうもありがとうございました。じゃあちょ

っと倉元の方に変わります。
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倉元直樹准教授（討議司会）：

こちらの方にいただいたご質問がまだある

ことはあるのですが，残り 10 分ほどになりま

したので，あとはフロアの方から，質問票を出

さなかった方も含めて，何か今までの話お感じ

になっていることでご質問を受けたいと思う

のですけれども。

どなたかいらっしゃいますか？

フロア：

地方工科系大学の教務部職員です。今日はど

うもありがとうございました。

本学ではグローバル人材育成の取り組みを

始めたばかりなんですけれども，本学の現状と

して，昨年新入生に対して無料で，TOEFL-IP
テストを受験できるようにしましたけれども，

現状として半数しか受験しませんでした。本年

度は全員受験を実施しています。TOEIC のス

コアによって，成績評価と単位数が与えられま

す。英語科目は必修ではありません。

あとですね，無料の短期海外研修とか，留学

への助成金，補助金を設けているんですけれど

も，募集をしても学生が集まらない状況です。

興味がないということを，学生からよく言われ

ます。学部生 2,000 人程度いるんですけれども，

10%程度の学生しか，そういったグローバル人

材育成，海外留学等には興味がなく，実際に参

加等となると 1%しかいないということが現状

としてあります。

それで，ご質問なんですけれども，英語学習

への意欲を出させるにはどうしたらいいのか。

動機付けをどうしたらいいのかという，根本的

なところになってくるんですけれども，本学の

その英語に対する学習意欲っていうのがない

という現状を目の当たりにして，グローバル人

材育成までにもまだ行けていない状況なんで

す。よろしくお願いします。

倉元直樹准教授（討議司会）：

どなたにお答えをお求めになりますか？ご

指名は？

フロア：

ご指名はないです。

倉元直樹准教授（討議司会）：

どうしましょう。英語学習への意欲を出させ

るために，工夫ということなんですが，やっぱ

りダニエル先生？

ダニエル・アイコースト講師：

大変難しいですけれども，答えるとすれば，

教員の場合，自分の持っているものがあるね。

ですから，この数年間，私の場合，二つのこと

を頑張ってその辺の授業を作っているね。

一つは今日紹介したディスカッションのよ

うなこと。それは色んな形でできると思います。

ただ，もう一つはここで紹介しなかったところ

で，今，東北大学でもやっていますけれども，

多読法のいわゆるリーディングの関係。これは，

ある意味すごく可能性がある方法だと思いま

す。ですから，ここで説明するより，もしご存

知かもしれないけれども，この多読法はどんな

レベルの学生でも可能ですし，色んなやり方が

あるから，これは一つ可能だと思います。

倉元直樹准教授（討議司会）：

よろしいでしょうか？他にフロアから，最後

もう一方ぐらいご質問をいただく時間があり

ます。

フロア：

（発言者本人の希望により割愛。）

倉元直樹准教授（討議司会）：

答えというのはよろしいですか。はい，では
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ご意見を承ったということで。

最後，それではあもう一方，どなたか？

フロア：

すみません，高校の国語の教員です。

松井先生がおっしゃったように，答えは白，黒

ではなくして，その中間のどこかにいろんな答

えがあるのだろうというふうに思うのですが，

そこであえて，また答えにくいことをお尋ねし

ます。

岩本先生にお尋ねしたいのですが，グローバ

ル人材育成ということがあって，今，小学校か

ら英語を導入するという方針が出ております。

私は高校の教員ですが，英語の面白さとか，そ

ういう魅力を早い時期にこどもにわからせる

というのも必要かもしれないとも思うのです

が，やはり日本の文化であるとか，先ほど山口

先生がおっしゃったように，日本語での論理的

思考力であるとか，そういうことの方を小学校

段階では，発達段階に応じてしっかり指導する

べきではないか，英語教育は少し時期尚早では

ないかと思います。聞いた話によると，小学校

で英語を習った子がそろそろ中学校にあがっ

てきて，中には英語嫌いをもう小学校の時に身

に付けてしまって，中学に入ってもそれがなか

なか解消しないとか。本当かどうか分かりませ

んが，そういう話も耳にしたりします。答えに

くいとは思うのですが，小学校からの英語教育

は，本当に果たして必要なのかどうかというこ

とについて，個人的な見解でも結構ですので，

お聞かせいただければと思います。

倉元直樹准教授（討議司会）：

岩本先生，すみません，おおとりで。最後に

お願いします。

岩本渉氏：

非常に核心をつく質問で，今日，この質問が

出たらどうしようと思いながら，新幹線で来た

のですけれども。私のこれまでの持論は日本人

の子どもで，日本語で考える力が育っていない

うちに，英語を教えるというのはいかがなもの

か，それだったら，むしろ，国語の時間で論理

的な思考力を育てるとか，そういう方が重要で

はないかということを，よく役所の同僚に言い

ました。役所の同僚からの反応は，「岩本，お

前は例外だ」と。つまり，「岩本みたいに子供

の頃から外国人のネイティブに英語を教わっ

てやっていれば，それは日本語ができてから英

語ができればいい，ということなんだろうけど，

そうじゃないんだ」と。「日本語を学びつつ英

語を小学生のうちから勉強しなくちゃいけな

いんだ」というようなことを，よく反論で伺い

ます。私自身も言語学者じゃないので，どっち

がどうということは言えないのですけれども，

最近は，そういうふうに反論してくる同僚に，

ちょっと歩み寄っています。

英語と言うのはグローバリゼーションだか

らというので，私はなぜこのグローバリゼーシ

ョンで外国語教育の話が出てくるのにフラン

ス語のフの字も出ない，ドイツ語のドの字も出

ない，中国語のちゅの字も出ないというのは不

満で仕方ないのですが，学習指導要領には「外

国語」と書いているわけで，だけどまあしょう

がない。英語はグローバリゼーションのデファ

クトの言葉になってしまっているので。確かに，

私としては日本人として日本語でものを考え

られない者が，英語でどれだけのことができる

のかというのはあるのですけれども，逆に，英

語で考える。英語でものとものを結びつける。

それが日本語の方にも少し役立つようになる

のではないかな，と。そういうような，ちょっ

と光を見出そうと，勝手に思い出しております。

実は，私は別に英語ができるのがグローバル

人材だとは思っていないわけであります。私は

むしろ，被災地に BBC のリポーターが来て取

材した時に，「ありがとうございます」と言っ

てお辞儀したおばあさんの方が，よっぽどグロ

ーバル人材だと思っています。そこら辺を忘れ

てはいけないわけで。
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だから，英語教育の方法，英語教育がどれだ

け大事かということはもう言うまでもありま

せん。ただ，その時に忘れてはいけないのは，

先ほどもどなたかおっしゃったけれども，一人

っ子社会に育つ。地域に何もグローバルのグの

字もない，そういった産業すらない。そういっ

た子供たちが，自分の地域をかけがえのない地

域だと思って，それを大事にしていく。そこか

ら，think globally act locally とか言いますけ

れども，世界的な規模の問題っていうのはこう

あるんだ，そういった中で，自分のところの畑

を耕すということがどれだけ危険な食品に対

する防護壁になっているかと，そういったよう

なことを考えられるような子供が一人でも増

えていくということが，これからのグローバル

社会に向けた日本なのかなと思っております。

長くなりましてすみません。

北原良夫准教授（討議司会）：

どうもありがとうございました。質問された

方，よろしいでしょうか。ありがとうございま

す。

それでは，議論も尽きないとは思いますけれ

ども，そろそろ予定の時間になりましたので，

これで討議を終了したいと思います。講演から

始まりまして，長時間色々お答えいただきまし

たパネルの先生方，どうもありがとうございま

した。

（拍手）

北原良夫准教授（討議司会）：

それでは，お忙しい中，ご参加いただきまし

たフロアの方もどうもありがとうございまし

た。改めてお礼を申し上げます。
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127 

閉  会  挨  拶 

 

東北大学高度教養教育・学生支援機構副機構長 / 東北大学大学院工学研究科教授  

安 藤  晃 
 
石井光夫教授（司会）： 

それでは最後に，閉会のごあいさつといたしま

して，東北大学高度教養教育学生支援機構の副

機構長の安藤教授からお話をいただきます。 
 
安藤晃副機構長： 

本日はお忙しい中，お集まりいただきまして

大変ありがとうございます。また，本日貴重な

ご講演，またディスカッションをしていただき

ました先生方にもあらためて感謝を申し上げ

ます。 
私も実は，色々コメントを聞きながらノート

に書いていたら，だいぶたくさんのメモが集ま

りまして，発言したくてうずうずしておりまし

たが，せっかくの機会を奪ってはいけないと思

いつつ，ちょっと自分の出番を待っていました

ので，1 分ほどお時間をいただきまして，少し

お話させていただきたいと思います。 
本日の中で，岩本さんの方からいただきまし

た，本当にグローバルな人材というのはどうい

うことなのだろうか。特に，最後におっしゃっ

ておられた，いわゆるその地域の中の一人とし

て，自分にとって一番大事なことはなんだろう

か。それからの世界のグローバルなところに，

どうそれが生かされるのか，というのが非常に

大事な観点だと思っています。これから自分た

ちが作るグローバル人材像という中で，えてし

て日本というのは色んな意味で限られたルー

ルの中で，色んなことをするのは得意なんだけ

れども，それを作ることができないということ

がよく言われています。山口先生が，いわゆる

グローバル人材育成の中で新しい価値を創造

できるような指導的人材を育てるというそう

いった観点を持っておられて，この事業を展開

されております。 
 

 
 
つまり，グローバル時代を先導する人材，ル

ール作りがきちっとできる人材を作るという

のが，一つの観点ではないかというふうに私は

思っています。例えば，スポーツの世界だと，

ヨーロッパの人間は，自分が負けだすと勝手に

ルールを変えるんですね。例えば，柔道にして

もしかり，スキーのジャンプにしてもしかり。

複合があんなに強かった日本がなんで負ける

んだ，という裏には，全部，勝手にルールを変

えられてしまった過去があります。また，最近

でもパラリンピックできちんとルール通りに

決められたコースを走った日本人が，他の外国

人はみんなコースを間違えちゃったので，「お

前もついでに１周走ってこい」と言われ，優勝

できなかったりするんですね。要するに，そう
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いった理不尽なことに対してきちんと言えな

い。そういったことを見るたびに，やはりこれ

から色んな価値観の違う人間の中で，生きてい

く力を付けるというのが非常に大事なことだ

ろうというのが，本日，聞いていて大変感じた

ことでございます。 
また英語に関してですが，英語というのは一

つのツールであって，それを中，小学校から続

けていって，大学でも勉強します。それぞれの

過程で色々なやり方があり，教育の意味付けっ

ていうのが違うと思います。私も，今年から外

国語関係の担当になっておりますけれども，大

学に入ってきた学生にどういうふうに英語，そ

れから先ほどありましたようなフランス語，ド

イツ語など，第二外国語と言われている教育を

どのようにするべきかと，色々と考えさせてい

ただいておりますが，いわゆるグローバル社会

の中で生き抜くための力を付けるという，そう

いった観点で取り組みたいと思って聞いてお

りました。 
それで，これが最後になりますが，もう一つ

東北大学の方もグローバルサイエンスキャン

パスという事業を，これは優秀な高校生に対し

て大学が早期教育をする事業，それから，海外

に行かせるという，そういった事業に，今，応

募しているところです。それがうまく採択され

ました段階には，先生方，高校の先生方の方に

色々ご案内させていただきたいと思いますの

で，ぜひよろしくお願いします。 
という宣伝を申しまして，終わりのあいさつ

とさせていただきます。本日はどうも，大変お

忙しい中，ありがとうございました。 
 

（拍手） 
 

石井光夫教授（司会）： 

もう一度フロアでお話いただいた先生方に

拍手で感謝申し上げたいと存じます。ありがと

うございました。 
 

（拍手） 
 
石井光夫教授（司会）： 

それでは，これで終了です。お気を付けてお

帰りください。ありがとうございました。 
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講評





講評 1：第 20 回東北大学高等学校教育フォーラム

「グローバル人材の育成に向けて」に参加して

青森県立青森東高等学校  

菊池 真理子 教諭

１ はじめに

私事であるが，高等学校の英語教員として

採用され今年が20年目となる。その節目と

言える今年，「グローバル人材育成に向けて」

をテーマとするこのフォーラムについて講評

を述べさせていただくのは光栄至極であると

同時に，これまでの英語教員としての軌跡を

振り返る機会となった。日々教科指導・進路

指導をしている中で抱えていた疑問への解決

を探る絶好の機会ととらえ，初心に戻り参加

させていただいた。

２ 基調講演

２-１ 基調講演Ⅰ

「グローバル社会に求められるもの」

文部科学省参与 岩本 渉 氏

昨今耳にしない日はないと言ってもよいほ

ど，よく言及される用語となった「グローバ

ル」であるが，その定義付けはさまざまであ

る。今回のフォーラムにおいても，後に続く

討議の中で用語論的質問がいくつかなされた

ほどだ。「グローバル化はコスモポリタンを

意味するのでも，主権国家を否定するもので

もない」，そして「今いるところでアイデン

ティティを持ち，他の国のことも考えられる

力を持つことである」という岩本氏の講演の

中でなされた定義付けに，強く賛同したい。

英語を流暢に話すこと＝グローバル化と考え

ている高校生は意外に多い。しかしそれは全

くの誤解であり，英語であろうと何語であろ

うと相手に自らのことばで，正しく理解して

もらいたい意見や内容を当該話者が持ってい

ること，そしてその伝え方を知っていること

が重要なのだと考える。学歴や知識偏重の優

勢は未だ拭えない現代日本だが，それだけで

は世界に通用しない。どこで何を学んだかだ

けでなく，学んだことがいかに自分の教養を

深め，言いかえれば自分の意見を発する際の

裏打ち，拠り所となっているか，自己のアイ

デンティティをどれだけ強固なものにしてく

れるかが，学びの目標の１つであると考える。

自分の立ち位置，つまり自己のアイデンティ

ティをしっかり保持していないと，周囲の状

況，特に他国の状況は見えてこないし，事態

の善し悪しも判断しづらい。アイデンティテ

ィをしっかり持つことがグローバル化につな

がっていくという考え方はその通りだと思う。

グローバル社会に対応し得るグローバル人

材は，紛れもなく日本社会から生まれてくる。

しかし，子どもたちの実態を振り返ってみた

ときに，上記で定義づけられるようなグロー

バル化は地域社会レベルで十分展開されてい

るとは言えない。ワーキングプアといった表

現が当然のように使用される経済状況の現代

では，他国はおろか自分自身のアイデンティ

ティをとらえ直すことさえ難しい時もある。

この国土の小さな国で現実的に露わになって

いる地域間の多くの側面での格差を考えると

き，「ローカルがきちっとしていることが肝

心である」との指摘はその通りだが，このロ

ーカルの精度をどこまで高めていくかを同時

に考えていくことが，グローバル化に欠かせ

ない急務であると感じた。そして，このロー

カルの精度を高める役割は，自分の所属する

高等学校という教育現場にも課せられている。

より一層気を引き締めて，授業研究，進路指
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導にあたらねば，と襟を正す思いである。

２-２ 基調講演Ⅱ

「東北大学におけるグローバルリーダー育

成の取組」

東北大学副理事/グローバルラーニング

センター長 山口昌弘 教授

山口先生による基調講演では，東北大学が

いかに本気でグローバル人材育成に着手し，

実績を積み上げているかについて深い認識を

得ることができた。理系学部生の英語力の低

さについての言及があったが，実際高校教育

の現場においても理系選択の生徒たちは英語

学習に対して苦手意識が強く，やや臆病な学

習姿勢をとっているように感じられる。理系

選択の高校生には効率よく公式や解法を読み

解く生徒が多く，それらに比べると英語の長

文読解などは，「単語の意味以外何のヒント

もなさそうに見えるから」と読む前から半ば

諦め気味の者もいる。また，「読む・聞く・

書く・話す」のいわゆる４技能のバランスか

ら成る英語学習は，彼らにしてみると泥くさ

く，答えが美しく完成しないことも不満に感

じるようだ。今回の講演を聞き，「理系には

英語力が不可欠である」という点を再確認し

た。では，高校教育においてどれだけの英語

力をつけさせるべきか。近年「英語の授業は

英語で教える」方針が改めて打ち出された。

もちろんこれまでも個人レベルでオールイン

グリッシュの授業やL.L.での英語による授業

などを展開してきたが，「英語で教える授業」

において最も大切な点は，間違いを恐れない

態度を養うことであると私は考えている。意

味のとり違え，聞き間違い，書き間違い，発

音の間違い。どれも現実場面で起こり得るこ

とばかりである。私は，他教科の授業におい

てより英語の授業においての方が間違いを恐

れない態度を育成しやすいと考えている。ほ

ぼ全ての活動に相手を必要とするからだ。間

違いを経験したり，意見を訂正したりされた

りする機会が多ければ多いほど，上達も早い。

大学で高等教育を受ける際に必要な力として，

間違いをおそれず未知の英文や未知の分野・

研究に果敢に挑戦しようとする態度に加え，

英語指導において今まで以上に４技能をバラ

ンス良く習得させる必要があると感じた。

「グローバル時代を先導する人材」には自分

の失敗体験に打ち克つ強い気持ち，失敗の後

も自分を保つ力がやはり必要なのだ，と改め

て納得させられる講演だった。

３ 現状報告

３-１ 現状報告Ⅰ

「英会話の先にあるもの―批判的思考とコ

ミュニケーション能力の育成―」

東北大学高度高等教育・学生支援機構

ダニエル・アイコースト講師

英語学習の際，リーディングであろうとラ

イティングであろうと，必ず指摘される習得

必須事項の一つが上記の批判的態度である。

10数年英語指導に携わってきて感じるのは，

日本人にはこの批判的態度が，日常的にはあ

まり身につかないのではないかということだ。

島国という地理的条件のためか，長きにわた

る家長制度の風習のためか，それは私には断

定できないが，昔から和を重んじている日本

人には，この批判的態度が相手への攻撃であ

ると誤解を招くことも多いようだ。攻撃なの

ではなく，相手の意見を尊重し共有しつつも，

自分の意見もきっちり発しそれを理解しても

らう一連の流れ，それが批判的態度であると

私は認識している。しかし周囲より目立たな

いようにとか，周りの目を気にしたりして忍

耐強く自分の意見を押し殺し，予定調和を保

つことを良しとする雰囲気の中では批判的態

度はなかなか育たない。批判的態度の育成は，

言葉を換えれば双方向のコミュニケーション

には欠かせない要素である。日本人は自分の

意見を持っていないなどと，ひところ言われ

たりもしたが決してそうではない。ただそれ
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を快適に伝えることに慣れていないだけであ

る。近年はグループワークやディスカッショ

ンといった形態の授業も大いに増えてきた。

本来協調性の高い日本人であれば，相手の立

場を思いやりつつ自分の意見を述べることは

必ずできるはずだ。あとは訓練次第である。

ダニエル先生はその手順において学生のス

ピーチ準備を強調しておられた。この点が特

に重要であると感じる。英語学習の動機づけ

の１つとして，「英語がペラペラになりたい」

と話す生徒たちがいる。この時，この生徒た

ちは話す内容についてはあまり意識していな

い。日本語での日常会話はどちらかというと

情緒的に進められることが多いが，日本人の

私たちが英語をツールとして使うのは，留学

など日常体験の機会を除けば，ある程度目的

すなわち伝えたい内容が存在する時である。

それゆえ，何を伝えたいのかをはっきりと自

覚する必要がある。準備して授業に臨むとい

うことは，意見を自覚するという観点からも，

それを英語でしっかり構築するのでライティ

ングの観点からも良い練習機会である。授業

風景のビデオでは，学生たちが自律して生き

生きと活動する姿が映っていた。こういった

批判的態度の成長を促す指導及び活動を高校

教育の現場でも常に模索していくべきである。

３-２ 現状報告Ⅱ

「高大，真の接続の観点から」

北海道旭川北高等学校 松井徹朗 教諭

英語科教員として，日々様々な授業研究・

実践を重ねておられる松井先生の報告の中に

は共感させられる部分が多々あった。「英語

の授業は英語で行う」と言われ始めて久しい

が，そもそもこのフレーズが言われ続けてい

ること自体が問題である。裏を返せば，戦後

間もない頃から続いていた文法・訳読式で英

語の授業を展開している教員がまだまだ存在

する，という事実を露呈しているからだ。も

ちろんそれが常に悪いということではない。

翻訳家等を目指したい場合は必要な作業かも

しれない。しかし，これだけの経済大国日本

で，一定の高水準を保ち続ける教育を受けた

人たちが，国際舞台において少なくとも中高

３～６年は学んだはずの英語で発言すること

すらおぼつかないようでは，文法訳読式の指

導方法は改善の余地が大いに有りだと言わざ

るを得ない。実際の会話場面で文法の間違い

や構文を一つ一つ確認しているような時間は

まずない。むしろ，自分の発した意見に対し

て相手がどう反応するかを確認し，それに対

してまた自分が意見を述べるといった即時性

が求められる。一昔前まで主流であった文法

訳読式では，この即時性を身に着けられない。

だからこそ松井先生も，「英語の授業から訳

読を排除する」とおっしゃったのだと考える。

「わかる語彙から推測し，想像する力」が

「他者との違いを受け入れリスペクトする力」

につながるという意見にもうなずける。これ

は日本人のいわゆる「あうんの呼吸」や「行

間を読み取る」のとは異質のものだ。相手が

自分とは異なる意見を持っているという前提

で，その違いをまるごと受け止めつつ自分の

意見も相手に受け入れてもらう。どちらかが

どちらかに合わせるのではなく，あくまでフ

ィフティフィフティの関係だ。不思議なもの

で，日本語で話している時には上下関係やバ

ックグラウンドが気になるが，ひとたび英語

で話すとなると，正直にはっきりと意見を述

べることができる，といった体験をした人は

多いのではないだろうか。これでいいのだと

思う。ローカルな場面で，例えば地元で，ご

近所の年配の方に国際問題について英語で語

れというのではなく，必要な場面で臆せずに，

自分の意見をたとえ英語であろうと発するこ

とができる―このメリハリを，これから私た

ちは生徒に身につけさせていくべきである。

松井先生の報告をお聞きして，改めてそう感

じた。

松井先生の「ゴールは大学受験だけではな
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い」との言葉も印象的だった。確かに，学ん

だ英語力をツールとし，卒業後大学などの上

級学校あるいは海外等でどのように使いこな

すかが重要なので，これはその通りである。

しかし地方によっては，高等学校が地域や保

護者から進路達成に向けて多大な期待を寄せ

られているところもあるので，ゴールをどこ

に設定するか常に意識することは必要である

と考える。また多様な英語教授法が提示され

ている近年だが，そのゴールや到達度を評価

した分析はあまり目にすることがない。勤務

校でもcan-do statementsを作成しそれに則

って授業を展開しているが，まだ経過途中で

あり分析には至っていないのが現状である。

大学での学びやその先の人生につながる英語

指導法の分析を深め，高校におけるグローバ

ル人材育成の一助になると言える教授法を模

索し続けることが，高校英語教員の責務であ

ると感じた。

３-３ 現状報告Ⅲ

「グローバル化と高等教育」

沖縄県立辺土名高等学校 東盛 敬 校長

東盛先生の報告をお聞きして真っ先に感じ

たことは，先生ご自身の authentic な体験

へのこだわりであった。常に本物を求める姿

勢，それが全身にみなぎっておりあふれるパ

ワーを感じた。東盛先生は国語がご専門とい

うことであるが，この authentic な感覚を

大事にすることは，英語指導には常に求めら

れる側面である。それは，とりもなおさず英

語という教科が座学ではなく実技教科であり，

その学習には現代社会の変化に伴い常に変化

が求められるということも同時に示唆してい

る。グローバル化について考えるとき，それ

は当然ながら英語指導に限定した話ではない。

それぞれの専門教科の延長戦上から私たちの

生きる現代社会へどうつながっていくのか，

そしてその専門性がどのように社会の中で活

かされるのか。そのメッセージを，指導教科

を通じて常に高校生に対し送り続けること，

それが高校学校教育に携わる者の役割なので

はないかと考える。その教科の授業が自分た

ちの生きる社会と深く結びついていると実感

できれば，生徒たちの興味もますます強まり，

やる気の増進にもつながる。得た「技や知識

を己に凝縮する力」がその生徒の確固とした

アイデンティティ確立の手助けとなることは

間違いない。東盛先生の講演を拝聴し，これ

からの教材研究・授業展開をますます工夫し

ていかねばならないと，自分自身のやる気を

大いに増進させていただいた。

４ 討議

東北大学高度教養教育・学生支援機構

北原良夫 准教授

東北大学高度教養教育・学生支援機構

倉元直樹 准教授

およそ200人近くもの方々が出席なさって

いた今回のフォーラムでは，グローバル化の

定義づけから，他大学でのグローバル人材育

成に関する助言のお願いまで，大変広範囲に

わたる質疑応答がなされた。また，教育関係

者ではない一般の方も参加なさっており，改

めて東北大学に対する世間の期待の高さを感

じた。

５ おわりに

十数年前にさかのぼる新卒４年目，中高教

員対象の研修会において，当時の教育委員会

指導主事に私は次のように質問した。「現場

でどんなに実践的英語コミュニケーション力

を伸ばす授業を展開しても，高校生にとって

大きな進路目標の一つである大学入試でその

実践力が問われないのなら，進路目標達成を

手助けするべき立場の高校英語教員はどうし

たらよいのか」……その問いに対して明確な

回答はなかった。以後高校教員として働き続

けるなかで，「真の国際人を育てるため自分

は何をするべきなのか」を常に念頭に置き今
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日まで邁進してきた。日本の多くの大学で，

中でも東北一の著名伝統学府である東北大学

において，グローバル人材育成の強化および

コミュニケーションツールとしての英語力重

視がますます目視できる状況になってきてい

ることをこのフォーラムで目の当たりにし，

大変心強く感じられるとともに，これまで実

践的英語力を身につけさせることの大切さを

信じ，教材を通して世界をとらえようとする

姿勢を身につけさせることの大切さを信じて

高校生の指導にあたってきたことが間違って

はいないことを認識できた。さらにはこのよ

うに世界に開かれた大学を目指し，そこから

国際舞台へ羽ばたこうとする高校生の指導に

あたることのできる我が身の幸福を改めて実

感した。

持ち前の好奇心旺盛さから重責を顧みず参

加させていただいたが，このような機会を与

えていただいたことに深く感謝の意を述べた

い。また，フォーラムへの出席に際し事務局

の石井教授，倉元准教授をはじめ多くの関係

者の方々にご尽力いただいたことにも，あわ

せて深く感謝する次第である。
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講評 2：第 20 回東北大学高等学校教育フォーラム

岩手県立盛岡第二高等学校  

鳴海 譲 教諭

１ はじめに

本大会テーマは「グローバル人材の育成に

向けて――これからの高校教育・大学教育に

おける課題――」。その案内文書の冒頭には，

情報通信技術の飛躍的発展と情報のボーダレ

ス化が進み，近未来の社会を担う子どもたち

を育成する教育もグローバル化に対応するこ

とが求められていますとの記載があった。

グローバル化の波は，高校教育界のみなら

ず義務教育界にまで及び「外国語活動」の必

修化が平成 23 年度から小学 5・6 年生で実

施となった。高校では平成 18 年度から大学

入試センター試験でのリスニング試験が導入

されるなど，話すことに重視した取り組みが

行われている。さらに今年度からは「スーパ

ーグローバルハイスクール」の指定事業も始

まる。

今，未来の日本を支えていくべき若者に求

められる「グローバル人材」とは何かを大学

・高校それぞれの立場で考え，具体的に研究

及び実践している報告をしていただき，大変

参考になった。

２ 基調講演

２-１ 基調講演Ⅰ

「グローバル社会に求められるもの」

文部科学省参与 岩本 渉 氏

(1) グローバル人材とは？

① 経済産業省では，「社会人基礎力に関す

る研究会――中間取りまとめ――」（平成

18 年）で多様な人々と仕事を行う上で必要

な基礎的能力として次の三能力が提言された。

・前に踏み出す力：主体性，実行力等

・考え抜く力：課題発信力，創造力等

・チームで働く力：発信力，傾聴力，柔軟

性，状況把握力等

② 文部科学省中央教育審議会「学士課程教

育の構築に向けて」（平成 20 年）では，学

士課程で培うべき学士カを参考指針として次

のように挙げている。

・知識・理解：多文化，異文化や社会と自

然に関する知識の理解，人類の文化等

・汎用的技能：コミュニケーション・スキ

ル，数量的スキル，情報リテラシー，論

理的思考力，問題解決力等

・態度・志向性：自己管理力，生涯学習力,
チームワーク・リーダーシップ，倫理観,
社会的責任等

③ 「グローバル人材育成推進会議審議まと

め」（平成 24 年）では，グローバル人材と

して次の三つの要素を挙げている。

・要素Ⅰ：語学力，コミュニケーション能

力

・要素Ⅱ：主体性・積極性，チャレンジ精

神，協調性・柔軟性，責任感・使命感

・要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人と

してのアイデンティティー

(2) ESD とは？

① ESD に関する我が国の取組

ESD (Education for Sustainable Devel-
opment）は，持続可能な社会づくりの担い

手となるよう個々人を育成する教育をさす。

その基本的な考え方は，人格の発展や自律心，

判断力，責任感など人間性を育みながら，個

々人が他人との人間関係や社会との関係性・

自然環境との関係性を尊重できるよう支援し，
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環境・経済・社会の統合的な発展を目指す取

組みである。

ESD が育みたい力は，OECD（経済協力

開発機構）がグローバルに通用する資質・能

力として提唱しているキー・コンピテンシー

に酷似し，

・社会，文化的，技術的ツールを相互作用

的に活用する能力

・多様な社会グループにおける人間関係形

成能力

・自律的に行動する能力である。

更には，批判的思考力の育成をも視野に入

れ，「収集した情報を明確化し，隠れた前

提，推論の土台となる根拠や証拠を吟味し，

論理的・分析的推論によって適切な論理を

導き，最終的に，行動決定や問題解決を，発

言する，文章化する。」ことが理念となって

いる。

② ユネスコスクールアンケート結果

日本にはユネスコスクールに登録している

学校が全国に 705 校ある。標記アンケート

結果では，「ESD を通じて育てたい資質や

能力を明確化，問題解決力を高め，自ら，ま

たは協働して学習課程を重視した編成を試み

ましたか。」「教科横断的な指導計画を立て

るなど指導の工夫改善をしましたか。」とい

う質問へは，８割以上の学校から前向きな回

答が寄せられた。

③ 総合的な学習の時間と学力の相関

昨年度実施した標記アンケート調査では，

「総合的な学習の時間」の主旨に即した活動

に取り組んでいる生徒ほど，問題に対する平

均正答率が高いという結果がでている。研究

のプロセスとして，第１段階は実社会や生活

における問題について自ら課題を設定する。

第２段階では探求の過程を経由し，例えば

1）課題を設定，2）情報の収集，3）整理・

分析，4）まとめ・表現，第３段階は自らの

考えや課題が新たに更新され，探求の過程が

繰り返される仕組みである。

(3)「学習：秘められた宝」

ユネスコ「21 世紀教育国際委員会」(1996
年) には，学習の四本柱が述べられている。

・知ることを学ぶ

・為すことを学ぶ

・共に生きることを学ぶ

・人間として生きることを学ぶ

日本の文化の創出は，周囲を海に固まれた

陸地による「有利」「不利」，天候の利によ

る影響が大きい。「わび」「さび」など。

・ラポルテュール

グローバル化社会で世界を渡り歩くために，

今後の日本のあり方として，諸外国との中に

あって対等に法律などを創出し，自国に貢献

する人材の必要性が増えるものと考える。

価値観を異にする人々と評価観を共有でき

るのか。空気を読めない，出る杭を育てる指

導のあり方を模索するのがグローバル化を意

識するこれからの日本の教育には必要な価値

観であり，人材育成の必要性を感じる。

２-２ 基調講演Ⅱ

「東北大学におけるグローバルリーダー育

成の取組」

東北大学副理事 / グローバルラーニング

センター長 山口昌弘 氏

現在，東北大学で行われているグローバル

人材育成における取組状況について，その経

緯や進捗状況が理解でき，参考になった。

(1) 文部科学省「グローバル化」プログラム

の紹介

2006～ グローバル(GCOE) 12 拠点

2009～ グローバル採択 (G30)
2012～ グローバル人材育成 (GGJ) 全学

推進型

2014～ スーパーグローバル大学

(2) グローバル時代の到来

① ベルリンの壁崩壊 (1989 年)
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② 航空機チケット格安化

③ 情報通信革命 ※携帯・スマホ

（狭義）経済や人々の往来のグローバル化

（広義）上記に加え，情報通信革命＋急速な

技術革新＋急激な社会（グローバル

時代）

・グローバル化は新しい文化

産業革命に続く革命

(3) グローバル人材の定義

① グローバル人材とは

・グローバル化社会において活躍する

・グローバル時代において活躍する

② 要素Ⅰ：語学力，コミュニケーション

能力

要素Ⅱ：主体性・積極性，チャレンジ

精神，協調性・柔軟性，責任

感・使命観

要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人

としてのアイデンティティー

(4) 東北大の取組

① グローバル人材育成推進事業スタート

(2012 年)
② 里見ビジョンにおけるグローバル人材

育成の位置づけ (2013 年)
・グローバルリーダー育成プログラムの充

実を核とする教育改革

六つのキー・コンピテンシー

ⅰ．専門力

ⅱ．鳥轍力

ⅲ．問題発見・解決力

ⅳ．異文化国際理解力

ⅴ．コミュニケーション力

ⅵ．リーダーシップ力

・グローバルな修学環境の整備

・学生支援の充実・強化

③ 高度教養教育・学生支援機構の設立

(2014 年)

３ 現状報告

３-１ 現状報告Ⅰ

「英会話の先にあるもの――批判的思考と

コミュニケーション能力の育成――」

東北大学高度教養教育・学生支援機構

ダニエル・アイコースト 講師

授業の基本的なあり方・考え方について見

直すきっかけをいただいた。現在，コミュニ

ケーション能力の重要性が説かれているが，

その能力の根幹をなすものは何か明確に答え

られなかったように思う。読む・書く・聞く

・話すの４種類の言語スキルが必要でそれを

磨くことが大切になる。その手立てとして，

３～４人グループでのディスカッション (15
～ 20 分) を３回で約 50 分間行うことによ

りその能力向上に劇的な効果がある。終盤に

は，まとめとして授業内容について英語で感

想を書き，自己評価を行うという取り組みや

授業スタイルには共感するところが多かった。

通常の授業では，PDCA サイクルの重要

性を認識していながらも実施できていない実

状がある。しかし，日々，自らの授業を見直

し生徒の実状に合わせた授業構成と支援の必

要性があると感じた。それがグローバルコミ

ュニケーション能力を養う授業であるならば，

その能力を身につけさせるべく，今回の授業

を参考にしながら手立てを考えたいと思う。

３-２ 現状報告Ⅱ

「高大，真の接続の観点から」

北海道旭川北高等学校 松井徹朗 教諭

９年前から資料収集と作成をし，年を追う

ごとに完成度を高められた功績は計り知れな

い。日本語を介さないで，語訳・文訳する手

立てを模索し得たその過程は困難を極めたの

ではないかと推測される。指導方針の基本は，

能力の育成を基本に，限られた地域における

地道な指導の継続には敬服するばかりである。

・訳読しない指導が基本
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・指示されない違和感からのスタート

・発言できる雰囲気作りからスタート

・コラボレーション能力の育成からの始ま

り，誰とでも誰の意見でもリスペクトで

きる環境。

・宮城県では 80%の高校で英語のみで授

業が展開。

３-３ 現状報告Ⅲ

「グローバル化と高校教育」

沖縄県立辺土名高等学校 東盛 敬 校長

Globalization とは

・グローバル化とは何か。

高校教育

グローバル化へ対応する教育は，情報収

集と発信，交流する力の育成や本物の技

・知識を己に凝縮する力を育成すること

をとおして「生きる力」を育成するとこ

ろにある。

授業【国語：シラバス作成を通して】

・授業の定義

「わからない」から「わかる」の感動体

験とコミュニケーションの場。

パターン化による生徒の主体的活動の場。

・授業の発展

「やる気」の波紋

社会へつながる思考・判断・表現力の育

成

・海外，県外に出て行く卒業生が増える

・大学で役に立っているとの報告

高等学校【辺高グローバルプロジェクト】

・辺土名高校を名護高校の分校化（案）予

定

・目標：教育環境を充実させ，校訓で語ら

れ，校章に示されるグローバルな人材育

成を目指す。

・ 校訓：誠〈誠を以て己を持し〉

    愛〈愛を以て人に接し〉

    勇〈勇を以て事に当たれ〉

・校章：「高」は白色，「波」は金色色，

「万里の波濤を蹴って進む高校の姿を表

す」

・キーワード：「地球を構」に「Say・
I•You」

・キャッチフレーズ：グローバルアイデン

ティティー☆辺土名

４ 討議（パネルディスカッション）

《TGL プログラムにおける，留学経費》

大学からは半期分の学費程度の費用が補助

されている。留学する際は，危機管理を配慮

事項として特にも説明している。

《グローバル化と国際化の違いについて》

後者は国と国との関係を基本に捉える考え

方で，前者はそれを超えて地球規模で自国か

ら世界で活躍しようとする意識が基本的な考

え方ではないか。

《若者の内向き志向について感じること》

大学で指導にあたる方々が多忙化し，学生

とのやりとりや関係をつくる時聞が減少して

いること。加えて，学生自身が日本で学ぶこ

とのメリット（利益）が多いとの判断をして

いること。何より，情報過多の時代を反映し

諸外国の知識が理解できたと学生が錯覚して

いることがその原因と考えられる。

将来像への後押しをすることで，学生の生

き方に変化が生まれる。周囲への波及効果も

ある。

大学では中高生の状況を知らないことがハ

ンデとなっている。高校の現場では内向きだ

とは考えていない。

親の考えを先読みして，心配をかけない行

動をとるよう配慮している点においては内向

きといえるのではないか。

現代っ子はメールのやり取りにしろ，表面

上のやり取りだけで，顔と顔を突き合わせて

腹を割って話すことにおいては内向きといえ

る。

生徒自身が自分と深く向き合ってこなかっ

たつけが今表面化しているのではないか。道
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徳教育の問題であろう。

《英語以外の教科とのコラボレーションは可

能か》

教科の特性があるので，それぞれの教科で

独自に取り組むことが望まれる。

《ディスカッション講義は学生の学力レベル

が高いからできるのではないか》

この講義は，宮城学院女子大学で始めたも

のであり，東北大学の学生レベルが高いから

できるのではない。ほとんどディスカッショ

ン経験がない学生であるので，学生に見本を

見せることが教員の重要な役割である。

《高校ではコミュニケーション能力重視でい

いのか》

個人的には，文法（グラマー）英語の必要

性を感じる。どういう人材になりたいかに関

わる問題であろう。

二者択一ではない。コミュニケーションか

文法かではなく。どちらも重要で，どちらも

軽視できないものである。

《興味を持たせる英語講座のあり方につい

て》

ディスカッション講座の実践と多読（リー

ディング）法を試すことをおすすめします。

《グローバル化推進に向けて所感》

一人っ子家族が多いご時世，子どもを家か

ら出したくないと思う親が多い。就職先の薦

めにも乗りにくいのではないか。

《小学校からの英語教育は必要か》

日本語が育っていない子どもに英語でどれ

だけのことができるのか疑問である。逆転の

発想で，日本語が身に着いていないからこそ，

能動的な英語能力育成が達せられるのかもし

れない。

５ まとめ

日本人として日本語でものを考えられない

者が，英語でどれだけの事ができるのかとい

う懸念はあるが，逆に英語でものとものとを

結びつける，それが日本語をより深めること

に役立つのではないかとも考えられる。

しかし，英語ができる人＝グローバル人材

だとは思わない。例えば東日本大震災の被災

地で取材に来た BBC のレポーターに「あり

がとうございます」と言ってお辞儀をしたお

婆さんの方がよっぽどグローバル化された人

材である。

日本には全くと言っていいほどグローバル

性のない地域社会に生きる子どもたちが大勢

いる。そんな子どもたちが，自分たちの住む

地域をかけがえのないものとして大切に思う

ことを出発点として，そこから世界的な規模

の問題を考えられる人に成長する事，これこ

そが，本当のグローバル人材の育成ではない

か。自分の畑を耕すことが，ひいてはどれだ

け危険な食品に対する防護壁となっているか

等，そんな事を考えられる子どもが一人でも

増えてくれる事が，これからグローバル社会

に向かおうとする日本にとっては必要な事で

あろう。
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講評 3：第 20 回東北大学高等学校教育フォーラムに参加して

宮城県仙台第一高等学校  

阿部 伸 教諭

１ はじめに

このたびは，このようなフォーラムに参加

させていただき，東北大学高度教養教育・学

生支援機構の事務室の皆様，関係の皆様に感

謝申し上げます。

毎年開催される高等教育フォーラムであり

ますが，今回は個人的にも大変楽しみにして

おりました。テーマ「グローバル人材の育成

に向けて――これからの高校教育・大学教育

における課題――」は，まさにこれから大学

へ生徒を送り出す，高校側の直近の進路指導

上の課題・視点でありますし，外国語（英語）

の教科指導に携わる者として，また子どもた

ちの発達課題に合わせた高大接続のあり方を

考える現場にいる者として，多くの意見を拝

聴できる貴重な機会でありました。

２ 開会挨拶

はじめに，開会の挨拶の中で，東北大学高

度教養教育・学生支援機構長の花輪先生は，

東北大学の考えるグローバルな人材像には，

七つの視点があり，その中の一つに鳥瞰力が

あるというお話をなさっていました。鳥瞰力

とは状況を臨機応変に捉え，ダイナミックに

視点を変えて，物事を視る力であり，常に高

みを見ながら深いところに近づいていく力で

ある，というものです。議論の中身について

は触れていませんでしたが，様々な文化や価

値観の異なる社会状況の中で，物事の本質へ

近づき，解決に向かう糸口を探るものの見方

として参考となるものでした。本日フォーラ

ムの議論のキーワードの一つとなりました。

３ 基調講演

３-１ 基調講演Ⅰ

「グローバル社会に求められるもの」

文部科学省参与 岩本 渉 氏

海外経験が豊富な岩本氏からは，「グロー

バル社会に求められるもの」というタイトル

で，「１．グローバル人材とは？」「２．

ESDとは？」などの項目について，国が求

めるグローバル人材の概念と，国際的に日本

が発表した行動計画の紹介がなされ，ご自身

の体験を交えながら，わかりやすくお話をし

ていただきました。特に，平成24年6月の

「グローバル人材育成推進会議審議まとめ」

の要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人とし

てのアイデンティティーをあげた点は，決し

て言語（英語ができる）力があればよいと考

えるのではなく，「言語以外の自分の文化，

自分が拠って立つところ，を大事にしていく，

あるいは，それを外に向かって発表できる力

が必要になってくる」という具体的で明確な

道筋を示すものでした。

よくいわれる言葉に、"Think global, act 
local" というものもあります。直訳すると

「グローバル規模で考えて、現地にあわせて

行動せよ」という意味ですが，この言葉をも

とに私なりに考えてみると，次のようなこと

が言えるのではないかと思います。

現在の日本においては，日常の生活のどの

場面でも外国人を目にし，仕事における顧客

や同僚として，また普段一緒に外国人と活動

することがあたりまえのような生活状況にあ

ります。しかし目の前にいる外国人は，日本

人とは異なって，それぞれの文化を持ち，生

まれ育った各地域・各地元の価値観に根ざし

ています。また社会も，たとえば日本の自宅
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から，世界のどこかにあるサーバー上で稼働

するサイトにアクセスし，画面上でクリック

して注文すると，注文が外国のどこかの国に

飛んで，運送業者を経由して税関を通り，数

日後には自宅に届くというような世界にいま

す。そのようなコミュニケーションの対象と

なる外国人も，まさに自国以外ではその国の

地元のコミュニティに所属し，そこでの価値

観に根ざして生活しています。このことを考

えれば，グローバル化社会の本質は，「画一

性」ではなく「多様性」の尊重である，とい

うこともできます。

このような世界規模で連動する仕組みが既

に基盤となって，私たちの生活を支えている

時代にあっては，「現地で考え，地域にあわ

せて行動し，グローバルの仕組みを活用する」

という意味の "Think locally, act regionally, 
leverage globally" という言葉のほうがしっ

くり来るように先生の講演を聴いて感じまし

た。

と同時に，「自分に拠って立つ」の解釈は

自由だと思いますが，日本人としてのアイデ

ンティティーにその解釈を置き換えながら，

より発展させ，地球家族の一員としての「心」

を培う教育や社会的なメッセージを発信して

いくことも大切だと強く感じます。「外に向

かって発信していく」ことイコール日本人と

しての発信ではなく，地球の一員である個人

レベルでの発信（貢献）という形で広く浸透

させることが大切であると思います。そうし

た「多様性」を尊重しながら，共に理解し合

うために，おたがい自国の文化や物の見方・

考え方・価値観などを発信し合う。そうした

あなたが，偶然日本人だったということでは

ないでしょうか。

３-２ 基調講演Ⅱ

「東北大学グローバルリーダー育成の取組」

東北大学グローバルラーニングセンター長

山口昌弘 教授

山口先生からは，これまでのグローバルプ

ログラム施策の変遷について触れながら，グ

ローバル化は新しい文明であり，一過性の現

象ではなく，時代の大きな流れであるととら

えていること，また2013年8月に公表された

東北大学「里見ビジョン」に基づき、高度教

養教育・学生支援機構の設立と東北大学がグ

ローバル社会で活躍できるリーダー育成のた

めのプログラム（TGLプログラム）の紹介

がなされました。

このプログラムは2012年から5年間の事業

計画で，特に全学推進型が採用されており，

生徒を送り出す高校側にとっても大変魅力あ

る事業であると考えます。全学部生を対象に

授業等のサブプログラムはもちろんのこと，

海外へ学生を多く派遣する「海外研鑽サブプ

ログラム」は，志の高い学生が切磋琢磨しな

がら学んでいく場としては理想的な環境が与

えられていると感じます。高校側もこうした

取り組みの例を参考にしながら，個々の大学

での様々なプログラムを生徒に情報提供する

ことが肝要であると感じました。

特に，入学前にAOⅡ期入試に合格した生

徒を対象に希望を募り，短期の留学経験をさ

せる取り組みについては，新しい高大接続の

形であると感じており，注目しています。も

ちろん，ただそれだけでは英語のコミュニケ

ーション力の大きな上達は望めませんが，上

達したいという強い動機付けになり，将来の

長期留学する際に敷居が低くなるといった効

果が期待できます。多額の費用をかけての研

修であることを考えれば，高校側や高校生に

とってはとても魅力的であるし，また同時に

大変貴重な機会でもあります。プログラムの

研修内容を充実させ，大学や研究施設での見

学や講義を聴くといったものだけでなく，交
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流など積極的に関わる活動を入れ，生徒の海

外へのチャレンジ意識が高まるようにするな

ど配慮いただければ幸いだと感じています。

いずれにせよ高大接続の新たな推進役として

注目されるプログラムであることは間違いな

いと言えるでしょう。改めて東北大学の先見

的な取り組みに敬意を表したいと思います。

４ 現状報告

４-１ 現状報告Ⅰ

「英会話の先にあるもの――批判的思考と

コミュニケーション能力の育成――」

東北大学高度教養教育・学生支援機構

ダニエル・アイコースト 講師

東北大学の学生たちの実際の授業場面を映

像で紹介していただきながら「ディスカッシ

ョンを用いたコミュニケーション授業」を報

告していただきました。先生の授業スタイル

は授業を三つのステップに分け，４技能の言

語スキルをすべて刺激させ，すべてのスキル

を磨いていくものでした。

私が特に目から鱗の落ちる思いをしたのは，

２番目のステップディスカッションステップ

でした。グループディスカッションを異なる

メンバーで３回行う中で，一つのトピックに

ついて討議し合ううちに，自分の考えを発展

させることができ，さらにそのトピックに関

する単語や表現を楽に使えるようになるとの

指摘です。さらに１回目（練習）→２回目

（練習試合）→３回目（試合）として，プレ

パレーションワークシートの利用の仕方に配

慮し，自分の答えを話させる工夫は大変参考

になりました。

サブテーマの「英語を通じて批判的な思考

やコミュニケーション能力を育成する」につ

いては，これがいかなるものなのか，具体的

なイメージをつかむことができました。それ

と同時に「批判的思考力」は，まさに「生の」

ディスカッションの中でしか直接的には生ま

れないものであり，またコミュニケーション

能力を磨く設定の中でしか養い得ない能力で

あると認識したものです。

しかしながら，高校現場では「ディベート

・ディスカッション」を授業時間内に取り込

もうとすれば，他の語彙・語法や文法知識，

難しい構文の理解が疎かになるのではという

懸念から，単元が終わった後に Lesson 内

に登場したトピックを設定し，生徒にまとま

った文を「話すこと」や「発表すること」を

求めるのが主流になっています。それでもじ

っくりとアイコンタクトをとり相手の表情を

見ながら，意見を述べたり，討論したりする

レベルには，まとまった時間として50～60
分の中で行うことは難しいと感じます。発表

も暗唱をベースにしたスタイルに終始し，ど

うしても現行の授業展開では表面的，一時的

になりがちです。50分，55分と制限された

高校の授業内では，「話すこと」から「考え

て議論する」レベルまでには持って行けない

という現状認識は消えません。一般的な高校

教育活動の現場は，柔軟な対応が困難である

という実情も考慮した上で，「コミュニケー

ション重視の授業」を展開していくにはどう

したらよいか，また高校カリキュラム全体の

枠の中で，一定の言語習得の学習環境を多く

かけられない事情をどう改善してゆけばよい

か，改めて考えさせられます。小学校からの

英語学習の必修化もあり，母国語と外国語，

子どもの発達段階に応じた学習課題等を総合

的に議論することも必要ではないかと考えま

す。

４-２ 現状報告Ⅱ

「高大，真の接続の観点から」

北海道旭川北高等学校 松井徹朗 教諭

モデル校として９年間英語による授業を展

開してきた実践の中で，従来の訳読中心の授

業からの転換を短期間で迫られ，日本語を介

さず英語を理解するという，即座の対応が求

められるコミュニケーション力とはどういう
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ものなのかの分析の指摘がありました。先生

は，コミュニケーションの成立には相手が言

わんとしていることの７割理解していれば残

りの３割を創造力，つまりわかっている語彙

や文脈を手がかりとして，また相手がいる場

面では顔の表情やその場の状況や雰囲気から

判断しながら推測することが大切になるとい

うこと，したがって教師の仕事は生徒に内容

を推測する力を身につけさせることで，内容

の７割しか理解できなくても残りの３割を創

造力や推測力で理解する力を育てる必要があ

るということ，ペアワーク活動の中でも，お

互い助け合いながら問題を解決させていく過

程に，たとえ指導の中でコミュニケーション

が成立していなくても失敗を恐れず積極的に

発言することを促し，「推測する力」や「創

造する力」を育成し，それが子供たちの異文

化を理解する態度や今後生きていく上での経

験的な心構えを養うことにつながるというこ

と等を，北海道の小規模な高校の事例も含め

て報告をいただきました。

先生は，生徒の学力レベルや地理的条件等

に触れながら，グローバルな環境を経験する

ことが身近になっていく社会においても，そ

のような相手を尊敬する気持ちを育てていく

ことが大切であると力説していました。私も

同感です。限られた時間内の報告ではありま

したが，「英語による授業」のもたらす効果，

生徒の学力の変容や授業の展開例・進学指導

重点校での指導実践例等，その一部でも良い

のでより具体的な場面に即して説明をしてい

ただけるとなおありがたかったと感じていま

す。

４-３ 現状報告Ⅲ

「グローバル化と教育」

沖縄県立辺戸名高等学校 東盛 敬 校長

ご自身のこれまでのユニークな経歴と体験

から，先生らしい熱のこもったお話を伺いま

した。教職につく前には，グローバル化の中

に自ら身を置き，その後高校教育の現場へ転

身した先生は，国語教員として研究活動をす

るも，グローバル化へ対応する教育を実践し，

なお「分校化」という新たな課題へ向かって

います。その姿に大変感銘いたしました。

グローバル化に対応する教育とは，必要な

情報の収集を可能にする力とそれを発信して

いく力の育成のことであり，それらが交流す

ることを通じ，本物の技（術）や知識を己の

中に凝縮する力となって，「生きる力」の育

成につながるのではないか，とのお話がなさ

れました。それは英語や国語に限らず，どの

教科にも通じる点であり，生徒の主体的な活

動の場を増やし，自分の意見やエネルギーを

相手に伝える場面を提供することが大切であ

ると話していました。

「内にこもった子どもたち・学生像」とい

うことで後の討議の中で話題にあがりました

が，少なくとも社会的状況も踏まえて，積極

的に議論することは大切であると私も感じま

す。交流を促進する活動は社会，地域・職場

はもちろん，学校，大学，研究機関等，教育

活動の中でも必要であることは間違いないし，

あらゆる機会を捉えて他の文化・価値観・物

の見方に触れあうことで，子供たちは生の人

間的な触れ合いを経験し，そこから様々な刺

激を受け，様々な価値観を受け入れる態度を

養うことになります。しかし，少しでも「内

にこもる」子どもや学生のことが話題にのぼ

る以上，実際の学生像や社会的背景も分析し

なければならないと考えます。コミュニケー

ションの土台を作る発信力は，人間誰もが子

どもの頃に経験する，人間関係を楽しむこと

が素地としてあり，その喜びが子どもたちの

心を豊かにする点を今更ながら確認できまし

た。

５ 討議

本日お話をいただいた５名の先生方がパネ

ラーとして登壇し，会場からの質問をもとに，
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多くのトピックに対して，様々な意見交換が

なされました。「大学の立場からの提言」

「高校の英語の授業の形態」「小学校からの

英語の導入」「人材育成の方法」等々が主な

テーマでした。

その中で，山口先生から「一般的に見られ

る大学生の英語力」についての指摘がありま

した。実は，この点は高校側としても非常に

気になるところです。どのような生徒を高校

から大学へ送り出すのか，大学入試やアドミ

ッションポリシー等がそれに大きく関わるこ

とは当然でそれが一つの指針とはなりますが，

果たして大学入学後の学生の実態がどうであ

るのか，どう教科学力（英語力）が定着して

いるのか，こうしたことについて高校側では

なかなか生の声を聞くことはできません。そ

うした点では山口先生のお話は大変新鮮でし

た。このような討議を聴くことは大変貴重で

あり，今後も機会があれば参加したいと思い

ます。

６ 閉会挨拶

閉会の挨拶の中では，東北大学高度教養教

育・学生支援副機構長の安藤先生から締めく

くりとして，「価値観の違う世界で人類が共

存していくためには『ルールづくりのできる

人材・リーダー』が求められている。英語は

あくまでも，そのためのツールであって，東

北大学でも英語以外の他の外国語，フランス

語，中国語なども視野に入れて，地球規模で

活躍する人材の育成のために『 Global 
Campus』作りに取り組みたい」とのお話が

なされました。

Rule（ルール）は「まっすぐな棒，規範」

を語源とし，尺度として恒久的に変わらない

ものと理解しています。それが習慣として社

会に定着し，誰もが平和な生活を営める社会

・世界作りこそ人類全体が望む理想であると

考えます。そのためのルール作りは鳥瞰的な

視点で，なおかつ，それぞれの文化背景を持

つアイデンティティーや力が協力し合い，解

決する方向に向かうことが大切であると思い

ます。困難を極めることですが，一つずつ歩

みを進めていくしかないでしょう。

７ おわりに

このフォーラムの企画主旨にあるように，

現在は，社会の「グローバル化」が叫ばれ，

教育も未来へ向かって，グローバル化への対

応が求められ，小学校での外国語活動の必修

化や高校での英語による授業，大学入試もセ

ンター試験のリスニング試験導入ばかりか，

新たな入試システムの検討と一部の大学によ

る外部試験導入と，話題はつきません。とも

すれば，我々高校側の教員も，ふだんの教育

実践や教科活動，そして新たな大学入試に向

けた指導だけに，目線はいきそうですが，は

たしてその先にあるものが何なのか，それを

子どもたちにしっかりと，具体的に説明でき

ないと本当の意味でのグローバル人材の育成

のための実践にはならないと感じます。

次の世代を担う子どもたちが，果たして，

これからどのような世界の中で，どんな人材

となっているのか，またそのような世界で，

いかに人とコミュニケーションをとり，どん

な社会を作っていくのか，そしてその子ども

たちが，そのまた次の世代の子どもたちに何

を伝えていくのか，そういう大局的な視点が

非常に大切であると思います。本日のフォー

ラムからは，グローバルな社会に生きる人材

を，どう育成していくかばかりでなく，そこ

から少し先をしっかり見据える視点というも

のをしっかりと伝えてくことの大切さを学ん

だ気がします。高校教員であるとともに，一

人の子を持つ親として，そのような視点・課

題意識を持ちながら参加させていただいたこ

とに感謝し，講評・感想とさせていただきま

す。
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講評 4：第 20 回東北大学高等学校教育フォーラムに参加して

秋田県立秋田南高等学校  

山本 長幸 教諭

１ はじめに

今回で 20 回目となる東北大学高等教育フ

ォーラムであるが，私にとっては，これまで

参加する機会がなく，今回が初めての参加で

あった。今回のテーマは，「グローバル人材

の育成に向けて」である。最近は，「グロー

バル化」，「グロ－バル人材」など，「グロ

ーバル」という言葉をいたる所で目にし，耳

にするようになっている。高校現場では今年

から「スーパー・グローバル・ハイスクール」

の指定も始まり，私が勤める秋田南高校も，

「郷土や国家を支える高い志と国際的な視野

を備えたグローバルリーダーの育成」を基本

理念として，平成 28 年度より中高一貫教育

校としてスタートする。そのような中で，今

回のフォーラムのテーマは非常にタイムリー

で興味深いものであり，様々な視点からお話

を伺える絶好の機会と期待しながら参加させ

ていただいた。

２ 基調講演

２-１ 基調講演Ⅰ

「グローバル社会に求められるもの」

文部科学省参与 岩本 渉 氏

岩本氏の基調講演は，グローバル人材に求

められる力の紹介から始まった。「グローバ

ル人材を育てる」とは，よく聞く言葉ではあ

るが，どのような力を付けさせればよいのか，

その解釈は曖昧でバラバラであることが多い。

この講演の中では，経済産業省が提言する社

会人基礎力，文部科学省が挙げる学士力，グ

ローバル人材育成推進会議がまとめたグロー

バル人材に必要な要素が紹介された。その三

つには，我々がよく耳にするコミュニケーシ

ョン能力や問題解決力などの言葉が，少しず

つ違ったニュアンスで並んでいた。

次に，ESD という言葉が紹介された。こ

れ は ， Education for Sustainable De-
velopment の略で，持続可能な社会を作る

ための教育を指している。この ESD で育

みたい力と OECD が示しているキー・コン

ピテンシーという力の中にも，データや情報

の分析能力や人間関係形成能力などの言葉が

並んでいた。どの言葉も「グローバル人材」

の話をする際にはよく聞く言葉である。どの

言葉も，言われてみれば，グローバル人材が

身につけなければいけないものとしてもっと

もな力ではあるが，改めて考えてみれば，グ

ローバルという言葉が使われる前から，生徒，

学生に身につけさせなければいけないとされ

てきた力でもある。グローバルな人材となる

ためには，これらの力のほとんどを，より高

度に持たなければいけないということなのか

もしれない。

よく，グローバル人材＝地球市民という考

え方がされがちであるが，岩本氏は，この基

調講演の中で，グローバル化は地球市民化で

はなく，主権国家を否定するものではないと

おっしゃっていた。確かにこの考え方は現実

に即しており，「地球は一つ」や「国境はな

い」という考え方からスタートするより，グ

ローバル化する世界の中で，自分たちの国，

地域，文化をどう守っていくかということや，

異文化を背景とする人のアイデンティティー

をどう尊重していくのかということなどを考

えていくべきなのだという主張は大きな説得

力を持つものであった。協力と競争，この二

つのバランスをどう取っていくのかがグロー

バル化には大切なのであると教えられた。
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２-２ 基調講演Ⅱ

「東北大学におけるグローバルリーダー育

成の取組」

東北大学副理事／グローバルラーニング

センター長 山口昌弘 教授

山口氏の基調講演では，東北大学における

グローバルリーダー育成プログラム（TGL
プログラム）の紹介があった。山口氏は，グ

ローバル化は産業革命と同じくらいの世界的

に大きな流れと話していたが，まさに，情報，

技術の発展や社会的な変化はめざましく，ス

マートフォンの普及に伴う変化や，リーマン

ショックが日本に与えた影響を例に取るまで

もなく，グローバル化は否が応でも進んでい

る。そのグローバル化された世界に対応でき

る者が，グローバル人材なのであろう。

TGL プログラムは登録制で，授業と課外

活動の両方で一定の要件を満たせば，東北大

学グローバルリーダー認定証が発行される。

そのためには，TOEFL ITP で 550 点以上

であるとか，海外留学経験があることなどの

条件を満たしていなければいけないようだ。

山口氏の講演からは，東北大学がこのプロ

グラムに懸ける意気込みが感じられた。留学

生を戦略的に受け入れて人数を増やして，そ

の留学生とグループを作らせ課題解決型の授

業をしたり，TOEFL の受験を必須としたり

と，様々な手だてでグローバルリーダーを育

成しようとしているのが窺えた。

３ 現状報告

３-１ 現状報告Ⅰ

「英会話の先にあるもの――批判的思考と

コミュニケーション能力の育成――」

東北大学高度教養教育・学生支援機構

ダニエル・アイコースト 講師

東北大学のアイコースト氏からは，ビデオ

映像や授業資料などを含めて，東北大学での

英語の授業の報告があった。アイコースト氏

は，大学生には，高校までと大学での英語の

授業の違いを知ってもらうことが大事とし，

高校までは入試というゴールがあるが，大学

では英語を使えるようになるということがゴ

ールであることを認識させなければいけない

と語っていた。高校現場でも，英語が使える

ことをゴールとして授業をしているつもりで

はあるが，では，入試はどうでも良いのかと

いわれると，それも否定できない。進学校で

あればなおさら，特に生徒側にしてみれば，

何といっても入試が一番のゴールであること

は間違いないであろう。

また，アイコースト氏は，英語でディスカ

ッションすることがクリティカルシンキング

の力をつけることにつながると語り，実際の

授業の様子をビデオで見せてくれた。その授

業の中では，生徒の力に合わせた事前のイン

プット，生徒が話すことを準備してくること，

何人かとディスカッションした後にまとめの

時間を取り文章化することが大事であるとい

うことであった。確かに，そのうちのどの一

つが欠けても効果は望めないし，それがうま

くいけば高校生や中学生でもその発達段階に

応じて取り入れられる授業であることを示唆

してくれた。

３-２ 現状報告Ⅱ

「高大，真の接続の観点から」

北海道旭川北高等学校 松井徹朗 教諭

松井氏は，新指導要領でうたわれている，

英語による英語の授業を 10 年前から実践さ

れており，その経験に裏打ちされた報告は，

非常に参考になった。英語で授業をするため

に，初めは先生用に完全なマニュアルを作っ

たそうで，そのような周到な準備がなければ

全ての先生が全て英語でという授業はなかな

かできなかったのではないかと感じさせられ

た。 松井氏が言われるとおり，コミュニケ

ーションという側面から考えればいちいち日

本語を介してる暇はなく，日本語を介入させ

ることは不必要であるということは，当然で

あると思う。また，コミュニケーションには

推測が必要で，その推測力をつけさせなけれ
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ばいけないという点も，普段の日本語でのコ

ミュニケーションを考えても，もっともな指

摘であると思った。

グローバル社会で活躍するのは生徒全員で

なくとも，全ての生徒が必ずグローバル化さ

れた社会で生きていかなければいけない。そ

のために，コミュニケーション力，他者と協

力する力，違いを受け入れ尊重していく態度

を高校時代に身につけさせなければいけない

という松井氏の考えは，グローバル人材を育

成する者が再認識すべき観点であると強く実

感した。

３-３ 現状報告Ⅲ

「グローバル化と高校教育」

沖縄県立辺土名高等学校 東盛 敬 校長

東盛氏の報告で一番感銘を受けたのは，氏

の生き方そのものかもしれない。ラジオ番組

にあこがれて東京の大学を受験し，外国から

帰国した友達の影響でアメリカに渡り，しか

も西海岸から東海岸まで渡り歩くなど，氏の

思ったことをすぐ行動に移す，その行動力に

まず驚いた。

東盛氏は，グローバル化に対応する教育と

は，情報の収集・発信力の育成と共に，本物

の技や知識を己に凝縮する力の育成が必要で

あるとし，それが生きる力につながると語っ

ていた。課題発見力やコミュニケーション力

がグローバル人材に必要な力であることはよ

く言われるが，確かに氏の言う本物に触れて

感動する機会を与えることは，あまり取り上

げられていないような気がする。しかし，よ

く考えてみれば本物に触れさせ，感動を与え

ることができれば，それをもっと深く知りた

い，人に伝えたいという気持ちは自ずと生徒

達の中にわき上がってくると思うし，その後

の生き方も違ってくるのではないかと思う。

「わからない」を「わかる」に変える感動

体験とコミュニケーションをする場が授業で

あるという東盛氏の言葉に，「心」が動かな

ければ習ったことも定着しないであろうこと，

隣に座っている友達やクラスメートとのコミ

ュニケーションがなければ，一つの教室で数

十人が一緒に授業を受ける意味もないのだと

いうことを再確認できたのは大きな収穫であ

った。   

４ 討議

基調講演，現状報告を受けた討議は，テー

マが今話題のグローバル人材の育成に関して

ということもあり，フロアからの質疑も含め

て非常に活発なものとなった。その中で印象

に残っていることをいくつか述べてみたい。

まず，グローバル化を話題にする際に，必

ず 出 て く る globalization と interna-
tionalization の違いについてであるが，前

者には globe，つまり「地球」という言葉が

含まれ，後者には nation，つまり「国家」

という言葉が含まれているという考え方に集

約できるのではないかと思った。ただ，ここ

で興味深かったことが２点ある。一つ目は，

グローバルな社会であっても自分のアイデン

ティティーは失ってはいけないし，他者のア

イデンティティーも尊重しなければいけない

ということ。二つ目は，この二つの言葉は共

存していくのであって，「国際的」という言

葉が「グローバル」という言葉に取って代わ

られてきているのではないということであっ

た。

次に取り上げたいのは，今の若者は内向き

であるかどうかという問題である。討議の中

では，決して内向きではないという意見や，

子供が親の気持ちを酌みすぎて，心配をかけ

まいとして行動する結果であるなど，様々な

意見が出された。現代は，情報機器の発達に

よって居ながらにして様々なことを疑似体験

ができてしまうし，外に出て冒険しなくても

満足できる環境が整っているので，内向きに

なるのも仕方がないとも思うが，それでも私

は，今の若者も金銭的，そして時間的余裕が

あれば，外の世界に飛び出してみたいという

気持ちを十分に持っているのではないかと考
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えている。そのような中で，討議の中に出て

来た，自分と向き合う時間が不足してるので

はないかという意見や，外国で苦労してつか

んだ喜びを伝えることで外向きにできるので

はないかという意見は新鮮なものであった。

他にも，グローバル化を感じる機会のない

田舎でも，自分たちの畑で作っている野菜が

世界の安全な食生活を守る一助になっている

と考えることが，グローバルな考え方である

という意見や，英語でのコミュニケーション

には文法も大事であるという意見，高校生の

うちに日本語でいいから論理的な文章を書け

るようにしてほしいという意見など，様々な

話題に興味深い意見が出され，大変勉強にな

った討議の時間であった。

５ おわりに

冒頭でも述べたとおり，私にとって初めて

の参加となった今回のフォーラムであるが，

期待通り，様々な収穫が得られたものとなっ

た。今までは，グローバルな人材を育てるた

めに生徒に多様な力をつけさせなければいけ

ないと重荷に感じていたところもあったが，

グローバル社会＝現代社会と考えれば，結局

は今を生きる力をつけさせるということにな

り，それはどの時代でも教育が担っていかな

ければいけない普遍的な課題であると考えれ

ば，少しは肩の力を抜いて進んでいけるよう

な気がした。もちろん，従来とは違う新しい

試みも増やさなければいけないが，それを考

える際の材料が得られたことが，今回のフォ

ーラムに参加しての大きな収穫であったと思

う。

最後に，このフォーラムに参加する機会を

与えてくださったことを，企画・運営に携わ

った皆様に深く感謝いたしたいと思います。

ありがとうございました。

147

 147 



148 

講評５：第 20 回東北大学高等教育フォーラム 
｢グローバル人材の育成に向けて｣に参加して 

 
山形県立山形南高等学校    

高橋 徹 教諭 
 
１ はじめに 

東北大学高等教育フォーラムには，今回も

含めて３回参加する機会に与っています。毎

回，テーマに関わる多角的な検証と活発な討

論に，多くのことを学ばせて頂きました。今

回の「グローバル人材の育成に向けて」とい

うテーマを最初に知った時は，「それは英語

の先生の為のテーマでは？」と思い込んでい

ましたが，実際に参加してみると，高校や大

学の教育の在り方，或いは「知」の在り方そ

のものに関して，いろいろと考えさせられる

ことが多い内容でした。 

 

２ 基調講演および現状報告について 

  岩本渉氏（文部科学省参与）の基調講演１

は，「グローバル化とはアメリカ化のことで

はない」とする本会の趣旨を，明確に示すも

のでした。「バスに乗り遅れるな！」的なグ

ローバル化を唱える主張には，既にできあが

っているルールに日本が従っていないと批判

し，日本独自のものを「ガラパゴス化」との

レッテルを貼って無価値と断じるかのような

嫌いがありました。それに対して岩本氏は，

「他の国と共に参加し，他の国と共にルール

を作る」ことの重要性を説かれ，「グローバ

リゼーションがローカルにどのような影響を

与えるかを考えられなければグローバルな人

材とは言えない。」と述べられました。「英

語の先生の為のテーマ」という思い込みを，

打破してくれるものでした。 

 山口昌弘氏（東北大学教授・副理事・グロ

ーバルラーニングセンター長）の基調講演２

は，東北大学に於ける現在のグローバル人材

育成の全体像を示すものでした。それに対し

て，ダニエル・アイコースト氏（東北大学高

度高等教育・学生支援機構講師）の現状報告

（１）は，東北大学における英語教育の実際

を示すものでした。基調講演と現状報告にま

たがる形で，東北大学の今回のテーマに関す

る取り組みが，紹介されたことになります。 

 松井徹朗氏（北海道旭川北高等学校教諭）

の現状報告（２）は，「英語のみの英語の授

業」という，現行の高等学校学習指導要領に

於ける「グローバル化対応のための目玉」の

実践例が示されました。そして東盛敬氏（沖

縄県立辺土名高等学校々長）の現状報告（３）

は，氏自身の，グローバル人材によるローカ

ルな課題に対する取り組みのこれまでと現在

（国語教育の革新・沖縄空手道の世界への進

出・校長としての取り組みなど）を語られた

ものでした。 

 以上５名のパネリストにより，「グローバ

ル人材の育成に向けて」というテーマの様々

な切り口が示され，フロアの一般参加者を，

討論へと誘いました。 

 

３ 「グローバル化」とは何か 

  「グローバル化は，従来のインターナショ

ナル化とどう違うのか？」という問いが，討

論の一つのトピックになりました。この問い

に対する筆者の考えを述べると，次のように

なります。 

 「インターナショナル」には，主権国家の

存在を当然の前提とし，全ての交流も，主権

国家を単位としてなされるという了解がある

ように思われます。それに対し「グローバル

化」ないし「グローバリゼーション」には，

主権国家の存在は前提ではなく，交流も主権
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国家の下位団体・組織が主権国家の仲介ない

し規制を介さずに行えるものである，という

印象を受けます。それはある意味，主権国家

を溶解させる動きとも言えます。これは主権

国家からの解放といえる一方で，主権国家に

よる保護を喪失させ，全ての人々を全世界的

な（それこそグローバルな）弱肉強食の競争

へと駆り立てる怖れを有しているとも言えま

す。そのため，グローバル化を否定的に捉え

る言説も次々と登場しています。 

 しかしグローバル化を全く拒否することは，

貿易立国である日本にとって，それこそ非現

実的で大変危険なことです。グローバル化が

不可避であるなら，その副作用への対応をど

れだけしっかりと行えるかも問われることに

なります。グローバル化という言葉を用いる

際には，「主権国家の溶解」ということの正

負それぞれの影響を考える事が，不可欠と思

われます。 

 

４ 若者は「内向き」か 

  この問いに対する反応は各人各様で，「何

をもって“内向き”と言うのかがわからない」

という意見もありました。筆者は，現在の若

者に「内向き」というか「物事への視野の狭

さ」を感じることがあります。しかしその原

因は，現在の若者が育ってきた「失われた

20年」に大人が与えてきた環境にこそある

と思われます。 

 この20年余り，新たな成長産業を見出す

ことが困難だった中で，IT産業が脚光を浴

びましたが，それは何をもたらしたのでしょ

うか。例えば，今や小学生にまで携帯電話や

スマートフォンが普及しています。そのこと

は，同時に子ども達の人間関係の形成に大き

なバイアスをかけることになりました。

SNSは，青少年達を常に同世代の他者との

位置関係に神経をすり減らす状態をもたらし

ました。そんな中では，自己とじっくりと対

話する事はできません。それが「内向き」と

も表現される「視野の狭さ」を若者達にもた

らしたと言えます。 

 また現在の大学生には，「自由な時間」は

どれだけあるのでしょうか。「学部３年から

就職活動」を異常と思うことができない社会

に，彼らは生きています。東北大学の学生は

そうでないとしても，それは幸福な例外でし

かありません。大学生の大半が，広い視野を

養う暇もなく就職活動へと急かされているの

です。学部新卒・新採の機会を掴むことがで

きなければ，非正規雇用の蟻地獄が口を開け

て待っています。そして正規雇用としての就

職が叶っても，若者達には即戦力であること

が要求され，「使い捨て」にされる恐怖と常

に向き合わなければならない人も存在するの

です。若者の「内向き」や「視野の狭さ」と

は，現在の日本社会の全体の度量のなさの現

れであると思います。 

 

５ 「英語は一つのツール」である筈が 

  このシンポジウムは，「グローバル化＝ア

メリカ化」や「グローバル化＝何事も英語で」

という短絡的解釈の否定を前提としていまし

た。しかし，グローバル化の進行は異文化と

の共生を当然のこととするのですから，外国

語の習得によってそれを深めることは当然求

められます。英語もその外国語の一つである

ことは，言うまでもありません。「英語は一

つのツール」である訳です。ところが，日本

人の英会話力がいつまで経っても上達しない

との批判が，本末転倒と言うべき現象をもた

らします。 

 フロアからの発言に，「英語教員が英語で

政治経済や世界史を授業出るようにしては 

？」というものがありました。発言者はどう

いった規模でそれを実行すべきとしているか

はわからないで，杞憂かもれませんが，世界

史教員である筆者は，己の立場を否定される

危険性を感じました。日本国内の大学で，授

業を英語で行うことを原則としているところ
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もありますが，それは何をめざしているので

しょうか？どの学問領域にしても，英語で発

信する力が求められていることは理解できま

すが，例えば，日本史の古文書読解の演習を

全て英語だけで行うことは，意味ある授業に

なるのでしょうか。大切なのは日本語での思

索や発想を，英語に限らす多言語で発信する

ことだと思います。従って，英語教員が英語

で政治経済や世界史の授業を行うのではなく，

社会科（地理歴史科・公民科）の教員が，例

えば英文の要約を教材の一つとして用いた授

業を行ったりするべきと考えます。また，一

つの主題について複数の教科で同時期に授業

を行えるようにシラバス策定の段階で協議し

て実行したり，総合学習を各教科相互乗り入

れの場にすることも，考えられます。「英語

と他教科のコラボレーションは不可能，ある

いは難しい」のは現実ですが，特に総合学習

で各教科の日常の学習とは全く別のことをや

るよりは，各教科相互乗り入れの場にする方

が，大いに有意義で，教員にとっても実行し

やすくなると思われます。 

 この「英語は一つのツール」ということを

強調するように，｢閉会の言葉｣では東北大学

に於ける第二外国語拡充に関する言及があり

ました。「グローバル化＝何事も英語で」と

の短絡的解釈を戒める言葉として受け止めま

した。 

 

６ 望まれる「グローバル人材」とは 

  「３．『グローバル化』とは何か」で述べ

たように，グローバル化による主権国家の溶

解は，正負二つの影響を私たちに及ぼします。

主権国家に制約ないし保護されていたより身

近な地域＝ローカルも，グローバル化の正負

二つの影響にさらされます。グローバル化は

経済に典型的に現れていますが，TPPに対す

る期待と反発の両極端に見られるように，グ

ローバル経済推進の副作用は未知数なだけに，

反対も強くなります。真のグローバル人材に

は，岩本氏の言われるように，「グローバリ

ゼーションがローカルにどのような影響を与

えるかを考えられる」能力が必要です。その

能力によって，グローバル社会と主権国家や

地域社会の共存の先導者になってもらいたい

と思います。その為にはやはり，岩本氏が言

われるように，「他の国と共に参加し，他の

国と共にルールを作る」人であることが求め

られます。筆者は，その大先達として，山形

県出身で1930年代に常設国際司法裁判所(現

在は国際司法裁判所)の所長を務めた安達峰

一郎を挙げます。彼は，常設国際司法裁判所

の所長になっただけではなく，1920年代に

常設国際司法裁判所設置規定を起草する際に，

現在の国際司法裁判所にも適用されている組 
織原理を提案して採用された人物です。※ 
そのような，「他の国と共に参加し，他の国

と共にルールを作る」人こそ，真の「グロー

バル人材」と言えます。 

 

７ むすびにかえて 

 「それは英語の先生の為のテーマでは？」

との思い込みは，今回のフォーラムに参加し

て氷解しました。しかし，フロアからの意見

を訊くと「グローバル化＝英語」という短絡

的理解は，大変根強いようです。筆者は世界

史教員です。日本の高校世界史は，様々な批

判はありますが，一方では最も満遍なく人類

の諸文明の歴史を網羅した内容になっていま

す。それは，日本における外国史・異文明研

究の多彩で分厚い蓄積があってのことです。

日本からのグローバル化推進の際に，この蓄

積を活かさないとすれば，それは余りにも大

きな損失といえます。現在のところ，制度と

しては高等学校地理歴史科の１科目としての

み存在している世界史を，どう展開させてい

くかを，筆者は考えていきたいし，多くの方

々にも考えていただきたいと思います。 
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講評６：第 20 回東北大学高等教育フォーラム「グローバル人

材の育成に向けて――これからの高校教育・大学教育

における課題――」に参加して

福島県立福島高等学校  

浜田 伸一 教諭

１ はじめに

本校は，ほとんどの生徒が東北大学をはじ

めとする国公立大学への進学を志望する普通

科の高校である。生徒ひとり，ひとりが進路

実現できるような学力を養成していくことは

もとより，昨年からは進路指導部の目標に

「キャリア探究力の養成」を掲げ，大学，学

部，学科選択に当たっては，「自分が将来，

社会とどう関わっていき，何をなすべきなの

か」という視点を持ち続け，最終的には自分

で納得のできる進路選択ができるようにする

ことを重視したいと考えている。

したがって，今後，生徒たちが関わってい

く社会がグローバル化していけば，必然的に

それに対応できる人材を育てるための役割を

担っていくことが使命となることは言うまで

もない。巷に溢れている「グローバル化人材」

という言葉がもつ多様な意味合いをどう共有

し，高校，大学それぞれの段階で何ができる

かを考えるうえで本フォーラムは大変参考に

なった。2012年からの大学での「グローバ

ル人材育成」に続き，高校でも2014年から

はじまる「スーパーグローバル・ハイスクー

ル」の事業も高大連携のあり方を探る指標に

なるのではないか。今後も大学や他校の先進

的な取組みから学んで行きたい。

２ 基調講演

２-１ 基調講演Ⅰ

「グローバル社会に求められるもの」

文部科学省参与 岩本 渉 氏

岩本氏からは，フランス日本国大使館やユ

ネスコでの経験を踏まえたうえでの「グロー

バル人材とはどのような人材なのか」につい

てご講演いただいた。経済産業省の社会人基

礎力や文部科学省の汎用的技能，グローバル

人材育成推進会議によるグローバル人材の概

念などを踏まえ，一度，整理する必要があり，

整理し体系化したものを共有する必要がある

のではないか。語学力やコミュニケーション

能力は要素として言うまでもないが，それだ

けにとどまらず，「主体性，チャレンジ精神，

協調性，柔軟性，責任感，使命感，課題発見

能力，リーダーシップ，判断力，創造性，交

渉力」「異文化理解力と日本人としてアイデ

ンティティ」などなど。ESDの育みたい力

やOECDのキー・コンピテンシーについても

参考になったが何より，岩本氏の「グローバ

ル人材とはどのような人材かはわれわれが考

えていくべき」との言葉に納得させられた。

また，総合的な学習の時間の主旨に即した

活動に取り組んでいる生徒ほど全国学力・学

習調査における正解率が高かったというデー

タが紹介された。本校では「スーパー・サイ

エンス・ハイスクール（SSH）」事業の一

環として総合的な学習において，「知の技術

の獲得」として発想法の演習や情報検索や図

書館の利用について学んだり，「テーマ別研

修」や「ディベート講座」などを設けている

が，それらをより充実させていくことがグロ

ーバル人材の育成のみならず学力の養成に繋

がるとすれば，今後，取組みを継続していく

うえでの拠り所となる。
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２-２ 基調講演Ⅱ

「東北大学におけるグローバルリーダー育

成の取組」

東北大学副理事 / グローバルラーニング

センター長 山口 昌弘 教授

山口先生からは東北大学で行われている

「グローバル人材推進事業」の取組みの紹介

をしていただいた。それに先立ち，グローバ

ル時代の特色について，「経済や人の往来の

グローバル化と情報通信革命・急速な技術革

新」との指摘があった。その後，「東北大が

育てるグローバルリーダー」についての説明

があり，第一に「専門力」を挙げられた点に

「東北大らしさ」を感じた。

外国人留学生との共修プログラムや海外留

学の促進などにより大学生の主体性が育って

いることや，AOⅡ期合格者が高校生時代に

海外で研修できるプログラムなどが紹介され

た。留学や海外研修に参加できる学生は一部

でも，そのことにより育った主体性や積極性

は他の学生にも良い刺激を与えているのでは

ないか。

本校でもSSH事業でイギリスや台湾など

の大学での研究会や高校生との交流を実施し

ているが，コミュニケーション能力や主体性

の面で優れた成果が現われているといえるだ

けでなく，そのことが他の生徒にも良い影響

を与えている。また，台湾など外国から高校

生が訪れ，交流の機会を持てたことで多くの

刺激を受けた。特に，台湾の高校生の英語力

に圧倒され，英語学習の必要性を痛感する生

徒が多いようだ。異なる価値観や文化に触れ

る機会を持つことは好奇心やチャレンジ精神

を育てるうえでも大きな力となるのではない

か。

大学での取組を踏まえ，高校でどのような

プログラムが有効かを考える契機としたい。

３ 現状報告

３-１ 現状報告Ⅰ

「英会話の先にあるもの――批判的思考と

コミュニケーション能力の育成――」

東北大学高度高等教育・学生支援機構

ダニエル・アイコースト 講師

先生の東北大におけるディスカッションを

用いたコミュニケーション授業についての報

告は英語で行われ，報告書をまとめるため私

の耳はこれまで以上に先生の英語に集中した。

そして，自分の英語力のなさを痛感すること

となった。国語科とはいえ，これではグロー

バル人材を語れないだろう。ただ，聴き取ら

なければならない状況ができれば，必死にな

ることを実感した。

先生の授業の特長は，トピックに関する記

事や動画への感想を書いておき，話すべき内

容の準備をしっかりした上で，ディスカッシ

ョンさせるという点にある。準備をさせるた

めのスタンプ評価など，細やかな指導もなさ

れる。コミュニケーション能力と思考力を同

時に養成できるよう工夫されていた。また，

ディスカッションには見本が必要との言葉も

参考にしたい。

先にも述べたように，英語で会話をしなけ

ればならない状況と話すべき内容の準備がで

きていれば英会話力は鍛えられると思う。本

校でも，外国の高校生へのプレゼンテーショ

ンや外国人留学生に対する市街地案内，さら

には，スカイプを使ってのフランスや韓国の

高校生とのディスカッションなど，参加した

生徒達は大変な思いをしながらも，なんとか

相手との会話を成立させるため必死になり，

以前よりも英語力をつけていった。フランス

の高校生とは原子力発電を，韓国の高校生と

は，「高校生による旅行ビジネスプラン大会」

での旅行企画立案をテーマにして討議した。
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３-２ 現状報告Ⅱ

「高大，真の接続の観点から」

北海道旭川北高等学校 松井徹朗 教諭

先生が先進的に継続してきた英語による授

業の研究・実践の報告をお聴きした。コミュ

ニケーションのためには意味や相手の気持ち

を推測できる「推測力」をつけてやることや，

ペア・グループ学習を通して他者との違いを

受け入れることのできるようにすることの必

要性を説かれたが，大変参考になった。また，

ひとつではない解答に向かって話し合いをし

て，自分の考えをまとめるといった，先生の

授業を受けた生徒であれば，先の東北大にお

ける英語の講義にも自然に対応できるに違い

ない。先生は後の討議の際に，「高校での英

語がコミュニケーション中心でよいか」との

問いに「文法かコミュニケーションか」の二

項対立で考えるべきではなく，教える順序や

どこまで教えるかについて考えることの大切

さについて述べた。また，北海道の小規模校

で一人ででも，生徒がグローバル社会の中で

活躍できるよう，英語教育に情熱をそそぐ先

生の話が心に残った。北海道の農家でも外国

人労働者が田畑を耕している現実を踏まえる

と，地方(ローカル)においてもグローバルな

視点や能力が求められるようになるとの指摘

は，先に，岩本氏が「グローバルな視野でロ

ーカルのあり方を考える必要がある」と述べ

たことをより，具体的に私たちに示してくれ

ている。

３-３ 現状報告Ⅲ

「グローバル化と高校教育」

沖縄県立辺土名高等学校 東盛 敬 校長

先生はアナウンサー，アメリカ語学留学，

沖縄空手道の修行といったさまざまな体験を

交えながら，シラバス作成による，わからな

いことがわかるようになる感動体験の大切さ

やパターン化による生徒の主体的活動の場を

つくってきたことなどを報告された。社会へ

つながる思考・判断・表現力の育成を目指す

ことで，海外や県外に出て行く卒業生が増加

しているという。英語だけに限らず，情報収

集力や選択力，発進力などはむしろ国語教育

の中で養成されるべきであろう。そして，そ

れらの力が生きる力に結びつく。グローバル

人材を育てるための国語教育の重要性を痛感

すると共に，先生のグローバルで主体的な生

き方に感銘を受けた。

４ 討議

東北大の山口先生に東北大学の取組による

成果についての質疑があり，まだ，プログラ

ムがはじまって1年目であり，海外体験によ

り主体性が育ったのか，主体性のある学生だ

からこそ，積極的にプログラムに参加するの

かの見極めが難しいとの説明があった。ただ，

海外体験が短期でもある学生は成長が見て取

れ，行動を起こしており，他の学生との意識

の差は大きいとのことである。

「グローバル」と「インターナショナル」

との違いについての質疑があり，「グローバ

ル」が地球全体を一つと考えるのに対し，

「インターナショナル」は国と国の相関関係

で捉えたものとの回答があった。また，この

二つはこれからも並立して存在していくとの

指摘もあった。

若者の内向き指向に対する働きかけとして

何ができるかという話題ではネット上の理解

で満足させず，外に出ることの楽しさや体験

することの大切さに気づかせたいとの意見が

出された。また，この傾向は，保護者の影響

が大きく，自分と向き合う機会がないことに

よるのではないかという意見も出された。確

かに，高校生についても同様の傾向が見られ

る。

高校における英語の取組同様，グローバル

人材育成に向けての他教科との連携は可能か

という質疑に対しては，教科によって考え方

が異なり難しく，同じ教科内でも指導観が異

なることもあるとの回答があった。教科間の

連携が難しいのであれば，先にあげたように，

154

 154 



総合的な学習やさまざまな行事を通して，さ

まざまな能力を伸ばしていくことは可能では

ないか。

５ おわりに

今回，本フォーラムに参加することで，こ

れまで未整理だった「グローバル人材」に必

要な能力について考えるとともに，それらの

能力を育てるために，高校において何ができ，

どう，大学に，そして，社会に引き継いでい

けばいいのかという視点を持つことができた。

英語を中心とした語学力が求められることは

事実だが，それは，コミュニケーションをす

るために必要なスキルであり，「語るべき内

容」を同時に育てていくことが肝心ではない

か。それは，専門性かもしれないし，その人

の好奇心に基づく人間的な魅力によるものか

もしれない。社会でたくましく生きていく力

をつけていくことは，グローバル化する社会

の中で生き抜く力をつけていくことと同義で

あるように思える。たとえ，外国で生活しな

くても，国内での外国人労働者は72万人と

なり，ローカルにグローバルが侵入し，誰も

が，グローバル社会とは無縁でいられない以

上，その変化に対応できる力を育むためには

どうしたらよいかという課題を念頭に日々，

生徒と向き合っていかなければならないとの

思いを強く持った。
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アンケート・参加者統計





平成26年5月16日

第 20 回東北大学高等教育フォーラムアンケート

（回収数 82，回収率 56.6%）1

１．御所属

(1) 高校：52 名 (63.4%) (2) 大学：18 名 (22.0%)  (3) その他：12 名 (14.6%)

２．フォーラムのテーマは如何でしたか。

(1) よかった：77 名 (95.1%)  (2) どちらとも言えない：3 名 (3.7%)
(3) 改善すべき：1 名 (1.2%)

３．基調講演者の発表は如何でしたか。

(1) よかった：61 名 (76.3%)   (2) どちらとも言えない：15 名 (18.8%)
(3) 改善すべき：4 名 (5.0%)

４．現状報告者の発表は如何でしたか。

(1) よかった：63 名 (78.8%)   (2) どちらとも言えない：13 名 (16.3%)
(3) 改善すべき：4 名 (5.0%)

５．ディスカッションは如何でしたか。

(1) よかった：51 名 (79.7%)   (2) どちらとも言えない：11 名 (17.2%)
(3) 改善すべき：2 名 (3.1%)

６．時間は如何でしたか。

(1)短すぎた：3 名 (3.9%) (2)ちょうど良い：61 名 (79.2%) (3)長すぎた：13 名 (16.9%)

７．今後も「東北大学高等教育フォーラム」を行うとすれば、どのような形式、テーマ

を望まれますか。

(後述)

８．その他、全般的な御意見、御感想をお寄せください。

(後述)

ご協力ありがとうございました。

1 ダブルマーク，無回答は個別の集計から除く．
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アンケート自由記述

2. フォーラムのテーマは如何でしたか．1

○ 様々な立場の観点が聞けて良かった．（高校，よかった）

○ 本校に必要な関係あるテーマです．（高校，よかった）

○ 本学としても取り組んでいかなければならないテーマなので興味を持って聞くことができ

た．（大学，よかった）

○ 必要性は感じながらも，どこか遠い話のように感じていたため．（その他，よかった）

○ 日本の教育が変化しなくてはならないことを知れました．（高校，よかった）

○ 日本がめざす方向性に関するテーマだから．（高校，よかった）

○ 内容，流れがスムーズであった．（大学，よかった）

○ 大学・高校そして中学校と様々な分野の方の意見を聞けたから．（高校，よかった）

○ 接続可能な教育から 10 年目，震災を経てグローバル人材育成にどんな影響があったのか，

これからどのような視点で育成するのか，方向性が見えるフォーラムだった．テーマがタ

イムリーでした．（高校，よかった）

○ 人材育成のヴィジョンがわかった．（高校，よかった）

○ 実践例の講師の配置が特によい．（高校，よかった）

○ 時流にのっている．（大学，よかった）

○ 最近の東北大の変化と共に非常に興味深いものでした．（高校，よかった）

○ 今まさに考えなければならないテーマで，よい選択だったと思う．（高校，よかった）

○ 今，特に注目されているテーマなので．（高校，よかった）

○ 高校教育の状況を踏まえることが大切と思われます．（大学，よかった）

○ 現在自分及び職場で関心の高いテーマであった．（大学，よかった）

○ 具体的な施策を知ることとグローバル化の本質的な部分を知ることができた．（高校，よか

った）

○ 興味深いテーマだった．（高校，よかった）

○ 興味のあるテーマだった．（大学，よかった）

○ 教育において「グローバル」はキーワードであるため．（大学，よかった）

○ 基調講演は平凡だが高等学校教師を招いたのはよかったと思う．ただ高校と大学（と文科

省）のつながりがはっきりしないので，東北大とつながりのある高校の関係者を招くとよ

かったのでは．（大学，よかった）

○ 何者かよくわからないものをかみくだこうとする形が．（高校，よかった）

○ 何がグローバルなのかということを考えられたこと，意見を伺えてよかった．（高校，よか

った）

○ 英語教員なのでとても興味があった．（高校，よかった）

○ 英語教育を考える上で今一層考えなければならないと思うから．（高校，よかった）

○ まず，グローバル人材とは何か．またその意義や今後の育成への展望について，国の施策

や大学教育の現状などから理解することができました．特に各大学の人材育成事業の成果

1 末尾の括弧内は所属，選択された御意見．
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や評価について今後追求していきたいと思いました．（その他，よかった）

○ まさに高大で求められている視点でタイムリーだった．（その他，よかった）

○ とても興味のある内容だった．（高校，よかった）

○ テーマ自体はタイムリーで良いと思うが，発表内容にバラつきがあり，まとまりが無かっ

た．（その他，どちらとも言えない）

○ テーマ自体はタイムリーでよい．（高校，よかった）

○ テーマについて深く知ることができた点．（その他，よかった）

○ ディスカッションを聞いて，わけがわからなくなりました．テーマはいいけど，まとめる

方向が？．（高校，改善すべき）

○ タイムリーなテーマであった．（大学，よかった）

○ タイムリーでした．（高校，よかった）

○ タイムリーである．（大学，よかった）

○ さまざまな考え方を知る機会となった．（高校，よかった）

○ これは今，不可欠なテーマ．（その他，よかった）

○ このテーマなので参加しました．（その他，よかった）

○ グローバル人材の育成は本学の課題であり，取組み始めたばかりで，大変参考になる内容

でした．（大学，よかった）

○ グローバル教育に対する大・高の現場からのとりくみを感じることができたのでよかった．

（高校，よかった）

○ グローバル化の動きが整理できた．その対応の一例（東北大）も知ることができた．（高校，

よかった）

○ グローバル化の定義がわかった．（高校，よかった）

○ グローバルの考え方，議論，参加者の意識．（高校，よかった）

○ グローバルの意味がよくわかった．（高校，よかった）

○ グローバルとは何なのか．いろいろなアイデアをいただけた．（高校，よかった）

○ 「今」を反映している．（高校，よかった）

○ 「グローバル人材とは」について様々な御意見をうかがえたので．（その他，よかった）

○ 「グローバル人材」というテーマには食傷気味でしたが切り口が面白かった．（高校，よか

った）

○ 「グローバル化」に対する大学の考えを聞けた．（高校，よかった）

3. 基調講演者の発表は如何でしたか．

○ 例年に比べると，ちょっと興味がわきかねた．（高校，改善すべき）

○ 本学に参考になる内容が少なかった．（大学，どちらとも言えない）

○ 豊かな経験を聞けたから．（高校，よかった）

○ 文系・理系の両先生方がグローバル人材育成について見解を話してくれたこと．（高校，よ

かった）

○ 日本人が必要とされる能力と人材育成に関する内容である．（高校，よかった）

○ 内容の重複，主旨不明瞭 ←（解消しました），話術の巧みさがもったいない．テーマにつ

いて何を伝えたいのかが伝わらずに終わった感がある．（その他，どちらとも言えない）
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○ 内容が理想的すぎたように感じました．（高校，どちらとも言えない）

○ 東北大学様の取り組みの紹介が具体的で興味深かった．（大学，よかった）

○ 東北大学の先進的な取組について知ることができ参考になった．（大学，よかった）

○ 東北大学の取組についてよく分かった．（高校，よかった）

○ 東北大学の取組が具体的にわかった．（高校，よかった）

○ 東北大学の取り組みへの積極性がよくわかった．（高校，よかった）

○ 東北大学の教育の実際がよくわかった．（高校，よかった）

○ 東北大の取り組みがわかった．（高校，よかった）

○ 東北大の取り組みがよく分かりました．（高校，よかった）

○ 定義としては良いが，東北大学の取り組みは果たして最終的（卒業時）にどのような人物

になっているのか見えない．（高校，どちらとも言えない）

○ 大変参考になりました．（高校，よかった）

○ 大学，社会が考えるグローバル人材像の具体が理解できた．（その他，よかった）

○ 人にふれた話がよかった．（高校，よかった）

○ 深いものが根底にあると感じた．（その他，よかった）

○ 情報が役に立ちそうであるから．ただし山口氏の資料はほしかった．（大学，よかった）

○ 山口先生のスライド資料の印刷版が手元に欲しかった．（高校，どちらとも言えない）

○ 最後に日本文化の成り立ちについてグローバルな視点を示されたのはよかった（岩本先生）．

（その他，よかった）

○ 講演者の先生方の経験にもとづく“人材観”をうかがうことができ，大変ためになりまし

た．（その他，よかった）

○ 言葉が先行している中で，実在の理念と実際のとりくみをうかがえて参考になった．（高校，

よかった）

○ 経験談が良かった．（大学，よかった）

○ 具体性があり，勉強になりました．（大学，よかった）

○ 貴重な立場にいらっしゃる岩本先生のお話で，グローバル人材の大枠をとらえることがで

きましたが，もう少し具体的に焦点を当てた例や事例をおききできればと思いました．（高

校，よかった）

○ 期待が大きかったので．（大学，改善すべき）

○ 既知の話が多い気がした．（大学，どちらとも言えない）

○ 岩本先生の我々が社会を構成していくという視点．（その他，よかった）

○ 岩本先生のお話でグローバル人材の整理ができた．（高校，よかった）

○ 岩本先生からはもっと深い話を聞きたかったです．（ESD もグローバル人材定義も知って

いたので）．（高校，どちらとも言えない）

○ 岩本氏 → ためになった，というよりお人柄がわかった． 山口氏→資料の準備と配布．

（大学）

○ よかったが，結果グローバル人材育成に向けてこれからどう取り組むのがいいのか不明．

（高校，改善すべき）

○ もう少し時間が長ければもっと具体的な話まで聞けたのではないか．（高校，どちらとも言

えない）
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○ テーマに沿って，実際の現場の講演で必要な情報が得られた．（高校，よかった）

○ テーマについて深く知ることができた点．（その他，よかった）

○ さまざまな視点と幅広い知識，考え方を知り得た．（高校，よかった）

○ さまざまな考え方が聞けて勉強になった．（高校，よかった）

○ グローバル人財育成について本質的なことをきけた．（大学，よかった）

○ グローバル人材育成への歩みがよくわかった．（大学，よかった）

○ グローバル人材に必要な要素が明確化した．（高校，よかった）

○ グローバル人材についての考え方，東北大学の TGL の取り組みについて，わかりやすく講

演いただいた．（高校，よかった）

○ グローバル人材とはどのよう人を育てればよいか少し明確になってきた．（高校，よかった）

○ グローバル人材がどういうものかイメージを具体化できた．（高校，よかった）

○ グローバル人材，社会について深く学ぶことができた．（高校，よかった）

○ グローバル社会の職場の一例であるユネスコでのご体験をうかがえ，かつ，大学現場に身

をおかれる立場からグローバル再考の中身をうかがえた点．（大学，よかった）

○ グローバル化の中で求められる人材について学ぶことができました．（大学，よかった）

○ TGL 参加の学生の様子，感想，グローバル化について学生はどう考えているか？．（高校，

どちらとも言えない）

○ TGL に少しかたよっていた．（その他，どちらとも言えない）

○ SSH 指定校に勤務しており，英語教育と SSH と両方の観点から学べることがあった．（高

校，よかった）

○ １はよくまとめられていたが，２はボリュームがありすぎた．（その他，どちらとも言えな

い）

○ ☆もっと長く聴けるとよかったです．（高校，よかった）

○ 「グローバル人材」について学べた．（高校，よかった）

○ （よかった）文科省の講演では紙ベースの資料があり聴きやすさ感じた．

（改善すべき）東北大学の実践の方にも資料があると助かると感じました．（高校）

4. 現状報告者の発表は如何でしたか．

○ 様々な取り組みを知ることができ，よかった．（高校，よかった）

○ 目標がそれぞれはっきりしていて，実践を明確に行っていることがわかり，たいへん刺激

になった．（高校，よかった）

○ 北海道の旭川の松井先生はとてもよかった．論点がズレている発表者もいたように感じる．

（大学，どちらとも言えない）

○ 北海道，沖縄と．（高校，よかった）

○ 非常によかったのもあった．（大学，どちらとも言えない）

○ 日本は広い．都市部だけが日本ではない．（大学，よかった）

○ 日本の北から南，外国とグローバルという点でもよい話でした．（高校，よかった）

○ 内容はともかく人選が面白いと思います．（高校，どちらとも言えない）

○ 内容に深みを感じない．（その他，どちらとも言えない）

○ 特にアイコースト先生の授業は生徒の実際の反応がわかっってとてもよかったです．（高校，
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よかった）

○ 地方の方々が最先端の教育を行っていることが分かりました．（高校，よかった）

○ 大学での英語の授業を知ることができて，参考になった．（高校，よかった）

○ 大学での英語の授業の様子を知ることができた．（高校，よかった）

○ 大学，高校現場での実践例など参考になった．（高校，よかった）

○ 松本氏，東盛氏 → もっと「教育実践」の中身についてお話し頂きたかったです．東北

大での日本人英語教師の授業についても報告して頂きたい．（大学）

○ 松井先生の推測力，創造力のお話．（その他，よかった）

○ 松井先生のすべての生徒にグローバル時代を生き抜く力が必要という話．（高校，よかった）

○ 授業の大切さを改めて学ぶことができました．（高校，よかった）

○ 実践例をもう少し見たかった．（大学，どちらとも言えない）

○ 実績など数値で示すべき．（高校，よかった）

○ 自己紹介が長すぎる，本題をもっと話してほしかった．（大学，どちらとも言えない）

○ 時間が短いと思います．次回はグローバルハイスクールの取組を報告してもらってはどう

でしょうか．（高校，どちらとも言えない）

○ 資料を熟読致します．（その他，よかった）

○ 指導が生き生きとなされており，生徒，学生らは希望をもって勉学に励むことができると

感じた．（その他，よかった）

○ 高大の先進的取組が聞けた．（その他，よかった）

○ 高校のおふたりのレベル．（大学，改善すべき）

○ 現場でのご苦労がしのばれた．（高校，よかった）

○ 現在，各校で取組もうとしているが難しい課題であり，その解決策を教えていただけた．

（高校，よかった）

○ 具体的取り組みを知ることができた点．（高校，よかった）

○ 具体的な教育現場での取り組みを知ることができた．（高校，よかった）

○ 具体的で分かりやすかった．（大学，よかった）

○ 教材の例や指導法が提示され参考になった．（高校，よかった）

○ 教科指導の面とテーマに対する報告者の意見が参考になった．（高校，よかった）

○ 学校での具体的な取組をもう少しお聞きしたかった．（その他，どちらとも言えない）

○ 各校の取り組みがわかった．（高校，よかった）

○ 英語教育にかたよっていた．グローバル≒英語教育のような印象を受けた．（大学，改善す

べき）

○ 英語をききとる力の必要性を感じました．（高校，よかった）

○ もう少し時間が長ければもっと具体的な話まで聞けたのではないか．（高校，どちらとも言

えない）

○ もう少し時間があれば具体的な取組が発表できたのかもしれませんが…．（高校，どちらと

も言えない）

○ もう少し具体的な話が聞きたかった．そのためには時間が多い方がよい．（高校，改善すべ

き）

○ プラクティカルでした．（大学，よかった）
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○ どの先生方のお話も今後に活かせると思いました．（高校，よかった）

○ とくにダニエル氏の方法論は興味深かった．明日からでも実践できそうだと思う．（高校，

よかった）

○ とくにアイコースト先生のプレゼン．（高校，よかった）

○ ダニエル先生はよかったです．松井先生，東盛先生のご発表は少し趣旨がずれていたよう

に思います．（高校，改善すべき）

○ ダニエル先生の話にはひきこまれた．（高校，よかった）

○ ダニエル先生の授業の様子は高校にとっても刺激があり，大変感銘をうけました．（高校，

よかった）

○ ダニエル・アイコースト先生の発表は良かったが，他の２名については疑問が残る．（その

他，よかった）

○ すばらしい実践です．（高校，よかった）

○ グローバルという言葉が他人事ではなく，常に目の前にあって，意識していなければなら

ないということを痛感した．（高校，よかった）

○ アイコースト先生の授業内容は大変参考になりました．（大学，よかった）

○ アイコースト先生の授業の様子をうかがえて良かった．（その他，よかった）

○ Daniel 先生の授業紹介や，松井先生のお話，とても参考になりました．（高校，よかった）

○ ３人の先生方の立場の異なる具体的事例から現場でのヒントを多くいただくことができま

した．I was really inspired!（高校，よかった）

○ ３人の先生方がしっかりと“身のまわり”“目の前のこと”を充実させることで広く見渡し

ているという点．（高校，よかった）

○ １，２は力をいただける話でした．３はテーマには不向きな内容が多かった．（その他，ど

ちらとも言えない）

○ ☆もっと長く聴けるとよかったです．（高校，よかった）

○ ・教科教育における（今回は国語，英語）グローバル人材の育成の実践について大変期待

が持てました．他教科，科目にも応用できると思いました．

・松井先生のお話から，現場で実践することは難しいという現状をうかがいましたが，大

変印象的でした．（その他，よかった）

5. ディスカッションは如何でしたか．

○ 様々な話題で話し合われた点が良かった．（高校，よかった）

○ 様々な話題でよかった．（その他，よかった）

○ 様々な立場からの意見を聞けた．（高校，よかった）

○ 様々な発展的な意見が参考になった．（高校，よかった）

○ 様々な考え方に触れることができ，今後の指導方法に役立てたいと思った．（高校，よか

った）

○ 様々な意見を聞けたから．（高校，よかった）

○ 様々な意見をうかがうことができた．（その他，よかった）

○ 様々なバックグラウンドを持つ方から話を聞く貴重な機会でした．（高校，よかった）

○ 発表に直接関係ない，よい質問が多かった．（大学，よかった）
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○ 突っ込んだ議論が聞けて大変よかった．（高校，よかった）

○ 討議のテーマが告げられていなかったので今一つ盛り上がらなかった．（その他，どちら

とも言えない）

○ 答のない問題も多かったが，多岐にわたってよかった．（高校，よかった）

○ 東北大，北海道旭川北高，沖縄辺土名高それぞれの具体的現場での「授業」の様子知れ

た点．（大学，よかった）

○ 大変有意義な議論でした．ぜひこのテーマで何度も開催してほしいと思います．（高校，

よかった）

○ 多様な意見がありよかったです．（高校，よかった）

○ 進行はよくなかったが，より一層身近な例におきかえて考えやすかった．（高校，よかっ

た）

○ 深めることができました．（高校，よかった）

○ 若者の内向き志向の話は本音が聞けて勉強になりました．（高校，よかった）

○ 高大の求めるグローバル人材のとらえを知ることができた．（その他，よかった）

○ 高大が入り交じったディスカッションにより焦点がぼやけてしまったから．（大学，どち

らとも言えない）

○ 考えることが多かった．（その他，よかった）

○ 個人的にはインターナショナルは文化の用語，グローバルは経済の用語と聞いて納得し

たことがあります．（高校，よかった）

○ 各先生方の立場だけでなく，個人の考えも聞けて良かった．（高校，よかった）

○ より発展あるパネルに．（その他，どちらとも言えない）

○ より多角的視点で考えられました．（高校，よかった）

○ よかったのもあった．本音が聞けたところはよかった．（大学，どちらとも言えない）

○ もう少し司会の方が上手にパネラーの方にふっていただきたかった．（高校，どちらとも

言えない）

○ もう少し具体的な話が聞きたかった．（指導に関して）．（高校，どちらとも言えない）

○ もう少ししぼって短めにしてほしい．（高校，改善すべき）

○ フロアの意見を取りあげてくれたのが良かった．（大学，よかった）

○ グローバルという用語に関するディスカッションは少し残念．（専門的でない）内向きな

若者についてのディスカッションはおもしろかった．（大学，どちらとも言えない）

○ いろいろな側面からの話しがでて，大変勉強になりました．（高校，よかった）

○ いろいろな意見を交換することができて参考となることが多くあった．（高校，よかった）

○ internationalization と globalization の討論．internationalization と globalization の

差に関して英語の母国語話者は経済活動が介在するか否かであるととらえているように

思います．この質問はダニエル先生に尋ねてほしかったと思います．（高校，どちらとも

言えない）

○ 「グローバル人材の育成に向けて」に対し，語学学習ばかりが中心となり，おかしい話

になった．主体性，実行力，課題発見力，創造力，コミュニケーション能力…などをの

ばす工夫について話を広げるべき．司会がヘタだったと思います．（高校，改善すべき）

○ 「グローバル人材とは」が，少し見えました．（高校，よかった）
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7. 今後も「東北大学高等教育フォーラム」を行うとすれば，どのような形式，テーマを望まれま

すか．

○ 文理の融合，分野の交流（高校では，教科の横断）．（高校）

○ 東北大学の宣伝だけではなく，様々なレベルの大学に適用できる話を中心にしてほしいで

す．（高校）

○ 大学入学前，入学時，入学後，卒業に至るまでの追跡調査（例えば指定校推薦入学者の評

定平均値と入学後の成績の相関関係など）の取りくみ事例．（大学）

○ 新しい機構における「グローバル化のすい進」状況をききたい．（大学）

○ 今年のような形がよいと思います．テーマ → SSH に対して大学が望むこと．（高校）

○ 今回のような形式で結構です．（大学）

○ 今回と同様で結構です．（大学）

○ 国際バカロレアや外部検定試験の活用など，多様化する入試の今後の展望やそれの意図す

るところは何か？（高校）

○ 高大接続と学生募集（教育改革への視点から）．（その他）

○ 現在，岩手県では大学入試と高校の英語教育のバランスの取り方に苦慮しているので（All 
English の授業や観点別評価など），大学入試をする側の意見を聞きたいです．（高校）

○ 結果，成果を報告するフォーラム．例えば東北大は具体的にどのような「グローバル人材」

を輩出しているのか．（大学）

○ 継続して同じテーマについてフォーラムを行ってほしい．（その他）

○ 形式は今のようでよい．・現代文の指導について ・論理的思考力育成 ・感性教育の可

能性などに関心があります．（高校）

○ 教養教育と専門教育の接続，教養教育の教育課程の評価．（大学）

○ 基調講演を短めに → 30 分×2 人程度．ディスカッションを長めに，このフォーラムは

ディスカッションが魅力です．（高校）

○ 企業経済界が求めるグローバル人材とは何か．（高校）

○ これからの入学試験に関して，関係者の話を聞きたい．（大学）

○ キャリア教育について．（高校）

○ キャリア教育における高大連携のかたち．（高校）

○ キャリア教育（職業選択や社会でどのように生きていくのか）を考えさせるテーマがある

とうれしいです．（高校）

○ お任せします．（高校）

○ 「高大教育接続」について知りたい．（高校）

○ 「高校教育（英語）と大学入試」大学の先生方はどのようなお考えをお持ちですか？（高

校）

○ 「① 大学からみて高校に何を求めるか」「② 大学入試はこう変わる」直撃テーマがよ

い．（高校）

8. その他，全般的な御意見，御感想をお寄せください．

○ 様々な立場の専門家の考えを伺うことができとても勉強になりました．（高校）

○ 有益でした．ありがとうございました．（大学）
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○ 毎回参加していますが（４回目？）楽しみにしています．やはり大学のキャンパス内での

実施がいいなぁと思います．（高校）

○ 毎回，大変時代にマッチしたテーマを企画しており毎年楽しみである．

（お願い）→山口昌弘先生のスライドをフォーラム冊子に掲載してください．（高校）

○ 本日はありがとうございました．（大学）

○ 本当に参考になる有意義なフォーラムでした．それぞれの先生方の意気込みが伝わってき

ました．ありがとうございました．（その他）

○ 勉強になりました．（高校）

○ 文系（英・国）の現状報告だけでなく，理系の分野もあると良かったです．（高校）

○ 日本人全員が英語に興味を持ち，ディベートやディスカッションができるようになる必要

はないのではないでしょうか．例えば，英語科の学生で（苦手だったら）「数学や物理」の

留学にいくら無料でも希望しない生徒はいると思います．まずは，日本語，日本文化，道

徳をしっかり教え，その上で基本的英語，そして必要な人にディベート力などをつけるべ

きだと思います．（高校）

○ 東北大学大学院卒ですが，もう一度今の時代に東北大の学生になりたいと感じた次第です．

東北大を目指す高校生への有効な情報を得ることができ，感謝致します．グローバル人材

についてより明確なイメージを持つことができました．（高校）

○ 中・高の先生方の意見も聞くことができてとてもよかった．このような機会はまた参加し

たい．（大学）

○ 大学と高校の教員が集まってお互いに意見交換等ができる会で連携して教育を考える機会

となります．閉会後，情報交換会があると，もっと充実した意見交換ができるのではない

かと思います．（高校）

○ 参加させていただき，大変勉強になりました．ありがとうございました．（高校）

○ 今後もこのような高校と大学の交流の場が欲しいです．（高校）

○ 高校・大学の関係者がもう少し交流できる場（自分でするのが当然ですが…）があると盛

り上がると思います．［立食形式の交流会や，日本語でも英語でもいいので生徒（学生）に

やらせているグループ討議等］（高校）

○ 基調講演で英語圏一辺倒でない方を出してくれたのがよかった．（高校）

○ 関係の皆様の多くのご準備に感謝いたします．誠にお世話様でした．（大学）

○ 楽しく貴重な時間を過ごせました．ありがとうございました．（高校）

○ より広い視野で授業に取り組もうと思います．（高校）

○ とても勉強になりました．ありがとうございました．（高校）

○ テーマが大きく，論点をしぼるのがむずかしかったようだ．（その他）

○ ダニエル先生の存在はかなり大きかったと思う．グローバル化と関係ないテーマでも是非

他国からの意見を聞きたい．（高校）

○ せっかく高大のつながりのテーマなら，東北大に多く学生を送っている高校とのコラボフ

ォーラムを計画なさってはどうでしょうか．（大学）

○ グローバル人材の育成で英語教育はとても大切ですが，ツールとして使うことと英語以外

の教科の知識や特に国語力，日本語力も大切である．グローバルを英語だけに頼るのはど

うかと考える．（高校）
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○ グローバルに対する先生方の考え方をうかがえて大変有意義でした．（大学）

○ ありがとうございました．（高校）

○ TGL をもっとすすめて，意欲ある高校生を受け入れてくれる大学であり続けてほしい．（高

校）
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参加者統計

1. 参加者総数: 171 名

（講演者・招待参加者: 11 名，大学: 45 名，高校: 83 名，スタッフ等: 15 名，その他: 17 名）

2. 参加者地域別

宮城県内: 74 名

宮城県以外の東北地方: 48 名

（青森県: 6 名，岩手県: 20 名，秋田県: 6 名，山形県: 11 名，福島県: 5 名）

東北地方以外: 48 名

（北海道: 8 名，茨城県: 4 名，東京都: 11 名，新潟県: 1 名，富山県: 1 名，山梨県: 1 名，

長野県: 1 名，静岡県: 4 名，三重県: 2 名，滋賀県 1 名，京都府 1 名，大阪府: 4 名，

岡山県: 1 名，広島県 1 名，高知県 1 名，福岡県:1 名，長崎県 2 名，鹿児島県 1 名，

沖縄県: 2 名）

不明: 1 名

多くの方々に御参加いただき，ありがとうございました．
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